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一言語情報処理のための動詞句の分析・その3一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　　綿　　敏　　雄
0．概要と結論
　これは，昭和45，46年度文部省科学研究費による総合研究（A）「巳本語の
電子計算機処理のための基礎的研究」（代表老岩淵悦太郎）に関する報告の一つ
である。
　この研究は動詞の用法を中心に，β本語の用諾および文法を総合的に記述す
ることを暑的としている。そのことが，E本語の文の構造を機械的に認識する
ために必要であるからである。日本語の文の構造を機械的に認識するためには
従来の国文法のように，単に構文的事実に限ってこれを追求するだけでは不十
分であって，諾葉論的事実ことにその意味用法に関する事実も麗連してとらえ
てゆくことが必要である。したがってそのための調査研究は，従来のように語
彙論と文法論の立場を峻別するという方向でなく，これをあわせて総合的に記
述することになる。
　このような立場は，ことばの機械処理という応用的な立場から要講されるの
であるが，このことは単に応用的な立場にとどまらず，言語研究の一一般的な態
度としても認められるものであって，最近の文法理論が同様にこのような見方
をしていることからも，善肯されることであろう。
　この研究は報告46に発表した「助詞『に遷を含む動詞句の構造」を出発点と
し，「に」でなく「が」を中心とした立場をとっているが，他の格助詞との関連
にふれることに努力を払っている。いわば主語格を中心として，総合的な動詞
などのdependencyあるいはValenzといわれているものにふれてゆきたいと
考えている。
　前回の「に」の分析では，主として新聞用語調査の結果が用いられているが
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今嗣の調査では前記科学研究費補助金で作成した用語総索引「三四郎」をよく
使用している。すなわち，新聞用語調査の毎日新聞夕刊半年分と，「三四郎」の
なかから，助詞「が」の用いられているぼあいを取りあげて基本データとし，
これを分類したのが今回の研究である。これに，「三四郎」のなかから，他の格
の用法をひろい出して付し，また「が」でなく「は」「も」などの助詞を伴なっ
ているぼあいもあわせて取りあげた。討羅的な調査配述の見地も加えて，「が」
の格のぼあいは原羅として用例を省略せずにあげた。用例数が，さきにあげた
資料のなかでの使用度を表わすと考えてよい。ただし他の格や，「が」でない（す
なわち「は」「も」など）ぼあいは，助詞に隣接して現われているぼあいのみを
取りあげ，時に省略している（省略のぼあい，そのようにことわってある）。他
の格，「が」でないばあい，は蒋にそのようにことわり，時に「他の例」として
示した。これは「人間の精神活動を意味する動詞の用法」「自然現象を意味する
動詞の用法」および本論文のすべてについて共通である。
　この研究は本来述語句の構造，あるいは述語の構造を解析しようとしてはじ
めたものである。述語をその成立要素から
　　動　詞
　　形容詞・形容動詞
　　名詞＋copula
の三考に分けると，そのなかの動調の部分を取り扱おうとするのである。そう
して動詞を，f分類語彙表」の区分に従って
　　抽象的蘭係
　　精神および行為
　　自然現象
の三者に分けて，これをひとつひとつ取りあげてきた。本編はその第一の部分
である舳象的関係」に属する動詞を取りあげているのである。次の二つはす
でに取りあげて「人間の精神活動を意味する動詞の用法訳濁語研報告49所収）
および「自然現象を意味する動詞の用法」（国語研論集4所収）として発表した。
したがってこの論文をもって一応動詞の用法を概観するしごとを終わることに
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なる。
　次はこのことを土台として，動詞の用法を中心としてみた，動詞名詞などの
用語の分類記述であると思われる。これは語彙論のなかでも最も重要なしごと
の一つであり，轡語情報処理の基礎的研究と語彙の調査研究とが，真の意味で
結びつくところであると考えられる。さらに，形容詞e形容動詞のぼあい，お
よび名詞＋コピュラのぼあいも取りあげて，述語句の構造を概観することも必
要である。
　この論文で用いた方法について概略をしるしておこう。
　言語情報処理における，構文のpatte凱recogn撮onに用いることが第一の目
的なので，述語句の構造をその立場から解析することになるが，まず蓑層構造
に絹をつけて，「が」「を」「に」などの格を中心として，勤詞のValenzを記述
してみたのである。単にいわゆるVaienzだけでなく，そこに用いられる用語の
性質についての記述を，できるだけ行なってみようとしている。このような態
度は，ソ連の文法研究，テニエルのvalenceの研究などをへてC．ローレルの生
成文法などの記述をまとめたものに近く，この三つの論文を書きすすめるうち
に，次第にその立場がつよくなってきている。このあとでどのような生成の，
あるいtt　Computerlinguistikの立場からいうと処理の手法を考えるかは，これ
からの筆者の課題である。
　データは前にしるしたとおりであるが，その作成と使用しやすい形をつくる
にあたっては，筆者が別に作成した用例つき口語総索引作成プpaグラム
（lCOBOL－KWIC”を使用した。この処理はなお続いており，さらにデータをふや
すことができる。たとえば「行人」やf硝子戸の中」の索引もほぼできている
が，この分析がかなり前（昭和45年度）からはじめられたため，そのときに完
成していた部分しか使溺できなかった。データ量の点でいっても，方法の点か
らいっても，本編はいわぽ中間報告である。用例の型がこれ以外にないわけで
はけしてないQ
　データは前記「三四郎」と「毎B新聞夕刊半年分」であるが，胴例は
　　〇　三四郎
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　　△　毎R新聞夕刊半年分
で示した。「三四郎」の例は原表記に忠実でない。
　本編は筆者がフランス国立科学研究センター（CNRS）招聴研究員として，遠
く異境の地にあって，分析記述したものである。このため，参照すべき論文を
おとしていることが多いと思う。ご教示いただければ幸いである。
　この論文で得られた結論は次の通りである。
　このグループに属する動詞にはかなり多くの異なった性質のものがあるが，
全体としてみるならば，他動詞の主語は虫として人であり，’ ｩ動詞と他動詞が
用法上呼応するばあいは，自動詞の「が」の前の名詞と他動詞の「を」の前の
名詞とは呼応することである。用法を分析してゆくと動詞の意味上の特徴と，
それにかかる名詞の憲紙上の特徴が，相応じている現象が数多くみられる。
　その他さらにくわしい点については，2．全体の見渡しと問題点に述べた。よ
り一層くわしい記述は，次の1．抽象的関係の動詞の用法のいちいちのなかで見
ていただきたい。
1．抽象的関係の動詞の用法
　前節に述べた要領により，大体「分類語彙表」の順序にしたがってならべた。
単語の索引は別に作成する予定である。
（1V－1）「関係」を意味する，2．111の動詞。「かかわる」「関する」「よるjrつ
く」など。これらの動詞は主として助調「に」について，その名にある名調を
これらの動詞に続く名詞あるいは動詞と連絡させる役割りを果たす。動詞に続
くときは「関して」「よって」，名詞に続くときは「関する」「よる」などの語形
をとる。’
　〇三四郎もこの問題に関しては，もう与次郎の責任を忘れてしまった　○与
　次郎はその時始めて，美弥子に関する不思議を説明した　○与次郎のいうと
　ころによると　○聞くところによると　○野々宮書の話によると　○時と場
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　合によるとなんでもいう　○広畷先生の評によると　○野々宮書の返事によ
　ると　○こじきについてくだした広田のことば　○与次郎は又この晩，原口
　さんを先生の所へ連れて来たことに就いて，弁じ崩した○野々宮は行く事
　にした。行くと極めたに就ては，三四郎に依頼くたのみ〉があると云い塾し
　た　O野々宮轡はかのひめいちについていろいろなことを質問した　○ふた
　りがひめいちについて問答をしているうち　○妹に対して不親切になる　○
　昔の偽善家に対して，今は露悪家ぽかりの状態にある　○丁度亜米利加人の
　金銭に対して露骨なのと一般だ　〇三四郎も広田もこれ（与次郎のことぽ）
　に対して別段の挨拶をしなかった　○ただ事実として，他の死に対しては，
　美しい味があると共に，生きている美弥子に対しては，美しい：享楽の底に一
　種の苦悶がある　〇三四郎はこの微弱なる「この間は難有うjという反響に
　対して，確乎〈はっきり〉した返事をする勇気も繊なかった　〇三四郎は，
　この批評に対しても依然として「そう云う訳でもないが……」を繰返してい
　た　○ただ帽子を取って礼をした。与次郎に対しては，あまり丁寧過ぎる。
　広田に対しては，少し簡略すぎる　0文学者が文学に対してくだした定義
　○ベーコンの23ページに対しても甚だ申し訳がない　○非常に嬉しいもの
　に対して恐を抱く所が矛盾している　〇三四郎はよし子に対しては礼を述べ
　ておいた○この男に対する態度もきわめて不仁瞭〇三四郎は四人の乞食
　に対する批評を闘いて　○未来に対する自分の方針　○董四郎はこれが為め
　に独逸語に対する敬意を少し震った様に感じた　〇三四郎は腹の中で美弥子
　の自分に対するそぶりをもう一度考えてみた　○霞分が野々宮に対する程な
　尊敬を美弥子から受け得ないのは当然である　○今日まで美弥子の霞分に苅
　する態度や言語を一々繰返してみると　○あたかも毎臼銀行へ金を取りに行
　きつけた者に対する羅振りである　○童四郎はよし子に対する敬愛の念を抱
　いて下宿へ帰った　○まるでこどもに対するようである
以上のうち最後の数例はたとえば2．35（人間の行動のうち，応接）的である。
このクラスに入れない方がよいかもしれない。これらの動詞がかかって行く名
詞も「尊敬」「そぶり」「態度」「ll振り」「敬愛の念」のように，人間の精神活
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動を意味する名詞であり，これらの無縫の前の「に」の前にある名詞も「自分」
「野々宮」「者」ヂよし子」「こども」のように人間が来ている。ただそれ以前の
ものと連続的な面があるので，2．35の方に入れなかった。
　このグループ（2．111）の動詞全般に対しては，一般に語数の制限はあまりあ
るとはいいがたい。どちらかというと形式的な意味が，これらの動詞の一側面
として強く出ているからである。
　このことから，この種の動詞の取り扱いについては，言語情報処理の目的に
よっては，これを一一つの動詞として処理せず，「に関してjrに関する」「につい
て」「についての」などの形全体をもって，一つの処理単位として扱うことを考
えてもよいと思う。
（IV－2）「異同・類似」をあらわす2．112の動詞。「似る」「ちがう」「異なる」
「似合う」など。まずヂ似る」の例。
○その字が野々宮さんのポケットから半分はみ畠していた封筒の上書きに似
ているので　○その女の顔がどこか美弥子に似ている　○野々宮霜は只はあ
はあと云って聞いている。その様子が幾分か汽車の中で水密桃を食った男に
似ている　○一番に到着したものが，紫の猿又を穿いて婦人席の方を向いて
立っている。能く見ると昨夜くゆうべ〉の親睦会で演説をした学生に似てい
る　○……五十あまりの婦人が三四郎に挨拶した。……顔は野々宮霜に似て
いる　○自分の頭の早に往来する女の顔はどうも野々宮宗八さんに似ていな
いのだから函る　○先生は顔を後へ擾くね〉じ向けた。髭の影が不明瞭にも
じゃもじゃしている。写真版で見た誰かの肖像に似ている　○イプセンの人
物に似ているのは里見のお嬢さんばかりじゃない　○筍〈いやしく〉も新し
い空気に触れた男はみんなイプセンの人物に似た所がある　○「慰はあの人
をイプセンの人物に似ていると云ったじゃないか」「云った」「イプセンの誰
に似ている積りなのか」○西洋画の女の顔を見ると，誰の描いた美入でも
きっと大きな眼をしている。可笑〈おか〉しい位大きな眼ばかりだ。ところ
が屡塞では観音様を始めとして，お多福，能の面，もっとも著しいのは浮世
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　絵にあらわれた美人，悉く細い。みんな象に似ている　○兄に似て首の長い
　女である　○ハムレットは一人しか居ないかもしれないがあれに似た人は沢
　苦いる　△中江さんの声が東山さんと，とても似て
「似る」の基本用法は「AがBに似る」の形で，AとBが等しい語類にな：るの
であろうが，実際にあらわれたものは上のとおりで，特に「Bのなに」のなに
の部分が省略されているものが多い。筆春が以前に「……のx」と称したもの
である（報欝31）。fあの人を…似ているという」の「を」は下の「いう」が影
響を及ぼして変形が行なわれたものであろう。「兄に似て……」は連用の，「あ
れに似た人」は連体の変形例で，基底構造は同じとみてよかろう。次は「違う」
の例。
　a．○玄関には美弥子の下駄が揃えてあった。鼻緒の二本が左右で色が違う
　○なぜ東西で美の標準がこれほど違うかと思うと
　b．○熊本の教師とはまるで発音が違うようだ　○円遊も旨い。然し小さん
　とは趣きが違っている　○露然に背くそむ〉いた没分暁〈ぼつぶんぎょう〉
　の事を企てるのとは質〈たち〉が違う　○イプセンの女は露骨だが，あの女
　は心〈しん〉が乱暴だ。尤も乱暴と云っても，普通の乱暴とは意味が違うが
　○その女の顔がどこか美弥子に似ている。能く見ると翼付きが違っている
　○広幽先生は例に依て煙草を呑み出した。与次郎はこれを評して轟から哲学
　の煙くけむり〉を吐くと云った。成程燗〈けむ〉の出方が少し違う　△せんべ
　いとは少々わけが違う　△大行事とは拙会的質が異なってくる
　c．○霞分と野々宮を比較してみると大分段が違う　○今の自分とこの男を
　比較してみると，まるで人種が違う
　d．〇三四郎et　1H自の切符を持っていた。与次郎が広範先生を誘って行け
　と云う。切符が違うだろうと聞けば，無論違うと云う　○偉い人も偉くない
　人も社会へ頭を卒した順序が違うだけだ　○よし子は余念なく眺めている。
　広濁先生と野々宮はしきりに話しを始めた。菊の培養法が違うとか何とかい
　う所で，三四郎は外の見物に隔てられて，一間ぽかり離れた　△互に役者ど
　うしただ格が違うだけで　△第一顔色がちがう　△軽さが違います　○曙町
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　へ来ると大きな松がある。この松を目標くめじるし〉に来いと教わった。松
　の下へ来ると，家が違っている。
以上のなかで，a．は（……の間）でちがう，　b．は……とは……がちがう，　c．は
比較してみると……が違う，d．は……がちがう一tのように，文型にやや匿劉が
あり，d．のなかには多少用法が変っているように考えられるものもある。この
ように「ちがう」は全体として「似る」とは文型がことなるが，
　○（広田先生は）……呑気な事である。与次郎の呑気とは方角が反対で，程
　度が略〈ほぼ〉稲似ている
などは類似の構造をもっている。このグループにはこのほか，
　〇三四郎が広田の家へ来るには色々な意味がある。一つは，この人の生活そ
　の他が普のものと変っている　○いつもの三四郎に似合わぬ所作である　○
　与次郎に似合わぬ事を云った　○その内で広田先生はのろいに似合わず一番
　に腰を卸してしまった　○常住の吾身を観じ悦べば，六尺の狭きもアドリ
　エーナスの大廟と異なる所あらず　○我々はこの自信と決心を有するの点に
　於て普通の人才とは異なっている　△風がいままでの爾風機と異なり
など「…が……に似あう」「……が……と異なる」「……が……と変わる」のよ
うな構造を基底にもっている。
（1V－3）「包摂」関係の動詞（2。113），のうち「着ける」「脱ぐ」など。他動詞
で人間が主体。助詞「を」の前に衣駅を示す名詞がくる。この類はもともと2．
333に合わせた方がよかろう。
　○神主が装束を着けて　○夜が明ければ常の人である。制服を着けて，帳面
　〈ノート〉を持って，学校へ出た　○そのうちの袴を着けた男が入場券を受
　け取った　○袴を着けて，与次郎を誘いに，西片町へ行く　〇三四郎は着物
　を脱いで，風呂桶くおけ〉の中へ飛び込んで，少し考えた　○着物を脱ぎ換
　えて膳に向かうと　○椅子には脱ぎ捨てた羽織を掛けた　〇三四郎は靴を脱
　ぐのが面倒なので　○先生がさっき脱ぎ捨てた洋服
ただし，次のような用法もある。前者はひゆ的，後者は一一種のexpressionであ
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る。
　〇三四郎は脱ぎ棄てた過去を，この立退場〈たちのきぽ〉の中へ封じ込めた
　○発車早発に頓狂な声を出して，駈けこんできて，いきなり肌を呪いだと思っ
　たら，背中に御灸の痕が一杯あったので
（1V－4）「包摂」関係の動詞2．113のうち，「包む」「こうむる」「かぶる」fか
ぶせるjrかむる」「くるむ」など。他動調は人間が主体であり，「こうむる」も
主として人間が主体である。
　○男は返事をしずに外套の隠袋〈かくし〉から半紙に包んだものを出した
　○散々食い散らした水蜜桃の核子やら皮やらを，一纒〈まと〉めに新聞に包
　＜くる〉んで，窓の外に拗げ出した　〇三四郎は，被っている古帽子の徽章
　の痕が，この男の眼に映ったのを嬉しく感じた　○頭には高等学校の夏帽を
　被〈かぶ〉っている　O頭に新しい茶の中折帽を被っている　○学期の始ま
　り際なので新しい高等学校の帽子を被った生徒が大分通る　○黒い獅子を
　被って，金縁の眼鏡を掛けて　○あの古い帽子を被って　○出て来る人物が
　みんな冠を被くかむ〉って，沓＜くつ〉を穿いていた　△いずれも黒人が白
　人娘の仮面をかぶって　○望遠鏡の先にかぶせてあるものを除くの〉けて
f包むjrくるむ」は，紙，きれなどの名詞に，「に」「で」がついた補語をとる。
つつまれるものは「を」格になる。「かぶる」「かむる」は，「耀子」「冠」など
をfを」格でとり，「頭に」の格をとることもある。「こうむる」は「スタンダー
ド和仏辞典」（以下和仏と略称）では，「おかげ」「ご恩jr損害jr不興」fごめ
ん」など。
　○あまり与次郎の感化を蒙くこうむ〉らない
なお，次のような「包む」の用法は日本語としては本来的なものではなかろう。
　○風が女を包んだ　○枯れた木が，音なく冬の日に包まれて立っている
次のような用法はfかぶさる」と下様であろう。
　○その眼には爆：〈かさ〉が被〈かか〉っている様に思われる。
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（1V－5）「包摂」の動詞2。113のうち，「浴びる」「沿びせる」など。主体は入
間。
　○与次郎は共同水道栓の傍に立って，この夏ダ夜散歩に来て，あまり暑いか
　ら此処で水を浴びていたら，巡査に見付かって，揺鉢〈すりぼち〉山へ駈け
　上がったと誰した　△南ベトナム政府軍の飛行機が繰返し低空爆撃を浴びせ
　△H産自がともに二方売物を浴びて
「を」格の前には，「水」「湯」など。ひゆ的に質聞，非難，ほこり（あびる），
光，砲火，一太刀など（和仏）。
（1V－6）「包摂」の動詞2．113のうち，「かざす」。主体は人間。「を」格は「う
ちわ」f手」。そのほか「小手」（和仏），「ふりかざす」は「刀」など（二仏）。
場所をkにj格で示すことがある。
　○あの女が団扇を就くかざ〉して　○あなたは団扇を温して高い唐に立って
　いた　○ことに美弥子が団扇を乱して立っている構図は非常な感動を…三四郎
　に与えた　○描かれつつある入は，突き当りの正面に団扇を騎して立った
　○この國扇を乱して立った姿勢がいい　○団爾を遇しているところはどうで
　しょうと云うから　○団扇を繋して立った凡そのままが既に薗である　○女
　の一人はまぼしいと見えて，団扇を額の所に騎している　〇三四郎は胡座〈あ
　ぐら〉をかいて，鉄瓶に手を繋して，先生の起きるのを待っている　○始め
　は火鉢へ乗りかかる様に手を騎していたが　○美弥子は額に手を騎している
　○半町回くると提灯が留っている。人も留っている。人は灯〈ひ〉を騎した
　まま黙っている。三四郎は無轡で灯の下を見た
次の例は表層構造で「は」になっている。
　○二三はもう繋していない
（IV－7）「包摂」の動詞2．113のうち，「はさむ」「はさまる」。他動詞の主体は
人間。前に澗」など動作の行なわれるところを示すことぽと「に」が来，は
さまれるものは「を」で示される。受身，自動詞のばあいはfが」の前に，ヂは
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さむ」の「を」の前のことぽがくる。
　○銀行の通帳と印形を出して，女に渡した。金は帳面の間に挾んだ筈である
　○画筆〈ブラッシ〉を指の股に挾んだまま　○耳の後ろに洋筆軸〈ペン〉軸
　をはさんでいる　△原型をとどめていない胴体の部分がはさまれており　○
　下駄の歯が鐙に挾まる。
（IV－8）「包摂」の動詞2．113，「含むjf含める」など。他動詞であるが，主体
が人間でない使い方があり，多く用いられる。
　○静かな長い蒔問が含まれているように思われた　△いっさいが含まれてお
　ります0帯の感じには暖味がある。董を含んでいるためだろう　○よし子
　は画筆くえふで〉に水を含ませて，黒い所を洗いながら
「含む」などの用法については「スタンダード和仏辞典」にすぐれた分析がみ
られる。「口に含む」ぼあいは主体が人間，「心に留める∬恨みをいだく一1ぼあ
いも人間であるが，「内部にもつ」ばあいは，虫体が人闘でない。たとえば「こ
の磯溺は金属分を多量に含んでいる」など。
（IV－9）「包摂」の動詞2．113，「まじる」「まぜる」「かきまぜる」など。「まぜ
る」の憲体は人間。「まざる」はさまざまの主体がありうる。
　△ひねくれた男「南利明」がまじっていた　○手紙には新蔵が蜂蜜をくれた
　から，焼酎を混ぜて，毎晩一杯ずつ飲んでいるとある　〇三四郎はこの三つ
　の世界を並べて，互に比較してみた。次にこの三つの世界を掻きまぜてその
　中から一つの結果を得た。
（1V－1◎）「存在」の動詞2．120。「ある」「いる」「存する」など。一一ee的に「あ
る」は主語はi簸animate，「いる」はanimateといわれている。そして全体的に
みてそうであるが，多少の例外がある。ことに「ある」のぼあいにおいてそう
である。これらは自動詞で，「を」はとらない。存在するiocationを示すために
助詞「に」はよく用いられる。ヂある」については「である」，ヂいる」について
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は「ている」のような補助用言的な使い方が多いほか，「ある」について「……
することがある」「……し＃ことがある」「……（の）ところがあるjr……のば
あいがある」などのexpressionが，高い使用率で現われる。
「ある」の例。名詞の分類語彙表の番号で排列。
　【抽象的関係】○青竹の中に何があるかほとんど気がつかなかった　○机の
　上には何があるかわからない　△連続四件の放火事件があった　△脅迫や乱
　暴の事実があったかどうかを追及　○広田先生の話し方は，丁度案内者が宵
　戦場を説萌するようなもので，実際を遠くから眺めた地位に自らを置いてい
　る。それが頗〈すこぶ〉る楽天の趣がある　○「霜，この辺に貸家はないか。
　……」……「どの辺だ。汚なくっちゃ不可〈いけ〉ないゼ」「いや奇麗なのが
　ある。」○大きな石の門の立っているのがある　○心中だってなかなかおも
　しろいのがあるよ　○おもしろいものがありようはずがない　○この上には
　なにかおもしろいものがあって　△そして非常にはげしいものがある　○広
　島より京都の方が安くっていいものがある　〇三四郎の心を動かすものがあ
　る　○向う側の隅にばっと眼を射るものがある　Oその時から与次郎はこの
　桜の木の下が好きになって，何か事があると，三四郎を此処へ引張り出す
　○なにないことがあるものか　△ぼくを可愛がるといいことがあるんだって
　○大変親切にされて不愉快なことがある　ムベ｝ナムにおいて力にゆずるこ
　とがあれぽ，○うんとのびをすることがある　○なにかおもしろいことがあ
　りますか」といって　○ふしぎなことがあるんだが　○いつまでも要領を得
　ないことがある　○熊本にいた時分にこんなことがあった　○なるほどそん
　なことがあったかもしれない　○実際どんなことがあったかは想像できない
　△仕送りをしなければならないようなことがある　△軽率に実行するような
　ことがあってはならない　○活宇で一行ずつに書くことがある　○時々女房
　をまきでなぐることがある○君に話すことがある」という　　○ふ
　とった画工も動くことがある　○女がいなければ書くことがたくさんあるよ
　うに思おれた　○小環さんに話すことがあったんです　○ハムレットの写真
　を見たことがある　〇六十才ぐらいまでやったことがありますが　△二十分
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以上も待ったことがしばしばある　△「波」の演出をしたことがあるが　△
花をさしていただいたことがある　△……本が昭和の初めに出たことがある
ムメーカーを見学したことがある　○と嘆息していたことがある　○大きな
三三を十六食し）たことがある　○旗振りの役をつとめたことがある　○度々
豊津まで出掛けたことがある　○兎狩りをしたことがある　〇三四郎は二三
度訪問したことがある　○悪，女に惚れたことがあるか　○足りない所を一
時二宮さんから用達て貰ったことがある　0度々人に貸したことがある　○
レオナルド，ダ，ヴィンチと云う人は桃の幹に砒石を注射してね，その実へも
毒が回るものだろうか，どうだろうかと云う試験をしたことがある　○露悪
家と云うことぽを聞いたことがありますか　○霜，不二〈ふじ〉山を翻訳し
て見た事がありますか　【類・例・関係】○現に結果の悪い実例があるんだか
ら　△税金の追微をした事例がある　○従来からこの雑誌に関係があって
○何か今までに関係があるのか　○この人とは水蜜桃以来妙な関係がある
△中ソ論争に関係があるらしい　△……と服装には何か特別な関係があるら
しい　○旨英同盟と大学の陸上運動会とはどう云う関係があるか，頓〈とん〉
と見当が付かなかった　△一連のいやがらせ事件と関係があるかどうか　△
只見川水系の大電力源があり　△援助約束という大きな成果があった　△や
がて共同の厨的がヂ人づくり」であることをさとる　△格別の理由があった
わけではなかった　△新聞記事にも理由がある　△南部とはこの点に大きな
違いがある　△各州によって方法に根違があるが　○広田先生の坊主頭と比
べると大分相違がある　○我々は西洋の文芸を班究する老である。然し研究
は何処までも三三である。その文芸のもとに屈従するのとは根本的に梅違が
ある　〇三四郎から見ると二つの間には大変な違いがある　ム工蟹間に根本
的な三晃の不一致がある　△£商店と緬人的なつながりがあったわけではな
い　△一部学生の授業放棄があった　【様掘】○亡者の樒がある　△どうも
伝染性があるらしい　△社会的な：受容性がある　○そんなに結婚を妨げるよ
うな事情が世の中に沢山あるでしょうか　○それがすこぶる楽天の趣がある
○青い松と薄い紅が具合よく枝を交〈かわ〉し合って，箱庭の趣がある　△
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利回りを重視する幣がある　△欠陥や鼠害がある　△予算編成上難点がある
〇二重まぶたにはっきりと張りがあった　OUにしまりがある　○肉のゆる
みがある　【力］○光線に圧力があるものか　○光線にどんな圧力があって
【動き・変化】○すこぶるみこたえがある　△彫刻界の動きがあろう　△
ちょっと停滞があり　△生産の惇滞があった　○まだこの続きが一冊あるは
ずだ　OU調には抑揚がある　○顔だけでも非常に面白い変化がある　【位
置・時間・場合】△真実性をたしかめられるばあいがある　△札幌帰郷の
チャンスがあるとまずとびつく　△春山シーズンにも吹雪のβが一，二回あ
り　○夕暮にはまだ間があった　○そんな場合があるでしょうか　〇三四郎
はまだあとがあるかと思って【空間・場所】○どうしてもためにするところ
があって　○行きたいところがありさえずれば行きますわ　○可愛らしいと
ころがある　○書きおとしたところがある　○落ちつかないところがある
○イプセンの人物に似たところがある　OKブセンの女のようなところがあ
る　○どこかおもしろいところがある　Oことに宙分の性情とは全く容れな
いような所がある　○先生はえらいところがあるよ　○しかしはかりきれな
いところが大変ある　△態度が緩和したとみられるふしがある　△学問的に
も興味をそそられる点がある　△全国主要都市に支店があります　○丁度休
むにいい場所があるから　△室内が薫らされたあとがある　○亜典〈アテン〉
の劇場は一万七千入を容れる席があった　○背中にお灸の跡がいっぱいあっ
た　△それにも限界があり　△手に負えない面がある　【形・型・構え】○
こういう構えがあれば　△会議上程までにはなお曲折があろう　○背広には
ところどころにしみがある　○また泥棒三見という欄があって　△まだまだ
距離があるようだ　○その方が命に奥行があるような気がする（ひゆ的嗣法）
○先生くらい余裕があるなら　○周囲に調和して行けるから，落ち付いてい
られるので，何処かに不足があるから，底の方が乱暴だと菰う意味じゃない
のか　【数・量】△集金した現金七十万円があった　○この三十円が二人の
間にある　△配当には差があるとはいえ　△まだ改良の余地がある　△お値
打晶は特に数に限りがある　【人間活動の主体】△朝廷に参加していいもの
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があり　○色々結婚のしにくい事情を持っている者がある　○馬鹿嚇〈ばか
ばやし〉を御習いにならないかとすすめるたものがあってね　○それでも休
みながらr森の女」の評をしていたものがある　○うまいと大きな声を出し
たものがある　○「偉大なる賭闇のために」といったものがある　○なかに
ひとり広田さんといったものがある　○爺さんに続いて降りたものが四人ほ
どあった　○野曝が厭になって離縁を請求したものがある　○後ろからちょ
いと肩をたたいたものがある　○それを舞台の真中で留めたものがある　○
溜分の名を呼んだものがある　0またひとり土手から飛びおりたものがある
○与次郎は社員に知ったものがあるから　○厚い本を二三冊抱えて出mへ出
て左へ折れて行くものがある　○あすこ，ここに席を立つものがある　○し
かし外套を着ているものが大分ある　○金持の娘やなにかにそんなのがある
じゃないか○お役穏に親切をしてくれるのがある　○好きな人があるまで
独身でおくがいい　○早く適当のβ本人を招聴して大学笠当の講義を開かな
くっては，学周の最高学麿たる大学も昔の寺小屋同然の有様になって，煉瓦
石のミイラと撰ぶ厨がない様になる。尤も人がなけれぽ仕方がないが，ここ
に広崎先生がある　○そしてすべての上の冠として美しい女性がある　○あ
の君の知ってる里見という女があるでしょう　○もしある人があって，その
女は何の為に霧を愚弄するのかと聞いたら，三四郎は恐らく答え得なかった
ろう　○念頭に箋弥子という女があって，この理論をすぐ適用出来るからで
ある　○ところがその桃を食って死んだ人がある　△……はおそろしい所と
思っている人がある　△酔って大金を忘れる人がある　○向うの隅にたった
一人離れて茶を飲んでいた男がある　○こどもがあったこともない　○美弥
子さんの兄さんがあるんですか　○そのかわり連〈つれ〉がある　○はいっ
てみると客が二組あって　○絵の方でも翼然派がありますか　【人間活動の
場】○はいるとうちがまた兇当違いのところにあった　○左右に本屋と雑誌
屋が沢山ある　○かどにそばやがある　○向側に日本小恩物屋がある　○こ
ちら側に西洋小間物屋がある　△……に支店があり　△二十分のところに戸
倉という町がある　△冷房つきのホテルがあり　△……を経験したアジア・
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アフリカの国があるか　○建築にもヌーボー式があるものとはじめて知った
【精神）△苦しみをいとわない精神が人一倍あれぽ　△本気で平和を求める
気があるのか　○むしろ一種異様の感がある　○若い人は活気があっていい
○与次郎の論文には活気がある　○ただ技巧のもたらす感じだけがある　○
その意味のうちには例の疲れがある　○その調子には弁解の心持がある　○
浮いた調子は猪牙船に乗った心持がある　○世の中にいて，世の中を傍観し
ている人は此処に面白味があるかも知れない　△いわば他流試合の面白味が
あるわけだ　○家庭の楽しみがあるじゃなし　○ことによるとひやかされる
おそれがある　△政治的な活動を行うおそれがある　△大きなあやまちをお
かすことになるおそれがある　○腕を折るおそれがあるから　○美しい享楽
の底に一種の苦悶がある　○どこかに不満足があるようにおぼえた　△洗っ
ても寸足らずになる心配はありません　△ひびわれの心配はありません　△
無意識的な同情があるようだ　△どうも認識されていないうらみがある　○
馬鹿とすれぽ簸〈てら〉わないところに愛嬌がある　○何だか僕に責任があ
るように書いてあるから困る　○僕にも多少責任があるからあやまってくる
○イソップにもないようなこっけい趣味もある　○燗が鼻の下に牛飼して，
髭に未練があるように見える時は，冥想に入る　○歌や踊りのお穗古がある
ので　△訓練機関に学んだ経験があるが　○人の読まないものを読む癖があ
る　△……というような考えが背後にある　〇三四郎にはすこぶる不思議の
思いがある　○けれども子規の話だけには興味があるような気がした　○そ
れからカソリックの連想がある　○その牛肉屋の牛が馬肉かも知れないとい
う嫌疑がある　△任務分担に問題がある　△心臓外科にとって大変な意味が
ある　○そういう意味があるのか，ちっとも知らなかった　○広田の家に来
るにはいろいろな意味がある　△活動に専念するなどの話題があったばかり
ではなく　○もう少しはしようがあったろう　〇三四郎は何とか弁護の道が
ありそうだと思った　○馬鹿難には八通り嚇し方があるんだそうだ　△切り
下げることに第一のねらいがあるものと金融筋は判断　【言語】○なんだか
文句があるようだけれども　○美弥子さんのお言伝があってよ　○母の乎紙
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があるので　○小川さん面白い話がある　○よし子にも結婚の話がある　○
広田先生のところでそんな話がありましたから　○……歳の記念講演がある
△大学で保育の講義があっても　○純文科共通の講義がある　○絹談があっ
て人と会員の約束などをする時には，先方がどう出るだろうという事ばかり
想像する　〇二人の間に長い絵画談があった　○答え方がいろいろあるので
○「二階のお掃除」と上から返事があった　△江田君の方から批判があると
いうが　△中国より批判があるようだが　△反対論があるかも知れない　○
母の手紙に長い説明がある　△漂着したと報告があり　△……氏らの研究報
告がある　△やめてほしい」と申し出があった　○出入するといううわさが
あるがほんとうか　○手の届きかねるまで高く積み重ねた書物がある　○書
物がたくさんある　○割合に西洋の霧物が沢山ある　○見ると部屋のすみに
新聞がある　○そのほかには絵が沢山ある　○そういう名の全集が小説のう
ちにあった　△腹も身のうちという諺があります　○かきかけた水彩がある
○いろいろ面白い句が沢山ある　○その脚本のなかに有名な句がある　○電
燈がある。銀鼠がある。歓声がある。笑話がある。　○その中には東京はあ
まり面白い所ではないと云う一句があった　【文化・生活・衣食倥】○競走
があって，二心があって　○それから又競走があって　○入学式があった
△……の騒ぎがあり　△出願看から激しい働きかけがあり　△株主のために
公開する責務があろう　○例の用事を片付ける義務がある　△この作家の不
思議な魅力がある　【義務・用事】○京都で一寸用があって降りたついでに
○まじめの用があるんだのに　○何か用があるようだったか　○いえ少し用
があるんです　○実は今H霧に用があるといったのはね　○ご粥があるんで
すって　○けれども姜弥子は少し用があるから帰るという　○今田何か原期
さんにご用がおありだったの　【交わり・参加）△八木沢主将の送乎宣誓が
あったのち　△大型タンカー三隻の引き合いがあるなど　○苦痛に近き訴え
がある　〇三四郎に頼みがあるといいだした　○女同志の間には，もう一遍
競技を見に行こうかと云う格談があったが　○母からこういう依頼があった
と　○よし子に縁談の獄がある　○美弥子さんにも縁談の口があるそうじや
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ありまぜんか　○今夜は同級生の懇親会がある　○曽我の討入がある　【支
配・政治】○この冬休みには帰ってこいと，まるで熊本にいた当時と岡様な
命令がある　○けれども何か妙な助言がある　○与次郎の注意があったから
○美弥子さんのご注意があったから　○身体を大事にしなくてはいけないと
云う注意があって　【経済】△窃動車などに大きな需要があると期待されて
います　○あの女は自分の金があるのかい　△取りあげる高値があると思う
△政府で検討する緬値がある　○与次郎の云う所によると競技より女の方が
見に行く簸値があるのだそうだ　○それでこそ講義の価値があるような心持
がする　△この中には製材があった　△九三の裏打ちがある　○こけのはえ
た煉瓦作りがある　【生産物・用具】△長く愛重：にたえるものがどれだけあ
るか　○おっかさんから頼まれたものもあるから　○御寺の前を通り越し
て，五六町来ると，大きな黒い門がある　○手ごろな石を置いたものがある
○机の上には筆と紙がある　○君，水晶の糸があるのか　○野々宮さん水晶
の糸がありますか　○芝居小屋は下足があるから　O右側に大きな西洋館が
ある　○ほかにもまだ罠に入らな：い建物がたくさんある　○二人目追分の通
りを細い露路に折れた。折れると中に家が沢山ある　Oまるで約束のできた
家がとうからあるごとき口吻である　○ほかに二階がある　〇三つの中二階
がある　○左の方に戸があって　○こっちへという所に台がある　○正繭に
壁を切り抜いた小さい媛炉がある　○それと鍵の手に座敷がある　○広い閲’
覧室がある　○台所の脇K立派な生垣ぷあって　○生垣に奇麗な門がある
O向うに藁屋根がある　△そぼに三万円入りのバッグがあった　△内ポケッ
トに果物ナイフー本があり　ムシッカロールがある，ベビロンがある　ベ
ビーソープもある　○机の上にはがきがある　○泡立つシャンパンの杯があ
る　○銀鼠がある　○砂を錬り固めたような大きな甕〈かめ〉がある　○前
にろうそく立てが二本ある　○縁側に絵の具箱がある　△わが社のばあいも
掘当の株数が保有組合，共同証券のてもとにあるが　○左様イプセンの劇は
野々宮霜と岡じ位な装概があるが　○ろうそく立てのうしろに明らかな鏡が
ある　○電燈がある　○半町ばかり来た所に，突き当りと思われる様な小路
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　がある　○果して細い三尺程の道があった　○道があるなら，あの唐辛子の
　傍を通って行きたいと云う　○坂の下に石橋がある　○また橋がある■【自
　然物および自然現象】○屋のうちにはあきらかに憎悪の色がある　△……の
　ことぽには予言者の響があった　○その調子には初対面の女には見出す事の
　出来ない，安らかな音色があった　○偽わりの記事一広匿先生一美弥
　子一一美弥子を迎えに来て連れて行った立派な男一一色々の刺激がある
　○美しいおだやかな味わいがある　○帯の感じには暖かみがある　○大きな
　石がある　○この上には石があって，がけがあるぽかりである　○すべての
　上につもったちりがある　○柱にさびがある　△15メートルの積雪があり
　△環元漂白と酸化漂白とがあって　△「現代の谷間」があった　○足の箭に
　ぬかるみがあった　○中eこ小さな島がある　○真中に泡がある　△それに
　X一プがすぼらしく栄養があるのです　○向うを見るとまた松がある　○そ
　の先にも松がある　○門内に大きな松がある　○曙町へまがると大きな松が
　ある　○大きな百日紅がある　○松が沢山ある　○菊が一一株ある　○手洗水
　のぞぽに幣天がある　○大きな桜がある　○しかしこれは根が隣にあるので
　○まぼらな孟宗藪がある　○高架線の線路に男の死体があるのを　Oそのな
　かに遠い心持のする爵がある　△ご先祖様にはひげある　△微熱があるとき
　○大分熱がある　○熱がおありなの　○ゆうべそこに礫死があったそうです
　ζ棚の類］△別にほりさげて検討する必要があるため　△慎重に取り扱う必
　要がある　△そのように訓練しておく必要がある　△消費者を教育する必要
　がある　△収益率」をきめてにする必要があるのではないか　○この事実を
　たしかめておく必要があった　○というところを見て置く必要がある　△表
　層なだれの危険がある　△どのような困難があろうとも
「ある」の主格になる名詞の種類はきわめて種類が豊かである。非常にさまざ
まな名詞が，主語となりうる。これについて次のようなことが，いえよう。
　1．種類が：豊寓であるが，分類語彙表番号でいうと慮然現象や，生産物，用
　　具などでは最も慮慮であり，抽象的関係と精神活動がこれにつぐ。人間
　　活動の場のばあいは欝由であるが，人間活動の主体については特殊な
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2．
3．
4．
ケースにおいて主語となりうるのみである。
人間活動の主体のばあいにはf……するひとがある」のような用法が多
く，そのことからinanimateに準じた使用法であるとも考えられる。
名詞の性質によっては，その前にかなり笹野した文型が現われるものが
あるQたとえがr関係」は「……と……とは」「・・…・は……と」のような
文型が多く出る。「相違」では，「……と……とは」「・・…・に」のようなタ
イプが出やすい。後者の「に」の前にはたとえば「点」欄」ヂ方法」な
どの用語がくることが多かろう。
はじめにものべたが，「ことがある」rものがある」ヂところがある」のよ
うなやや形式的な用法をもつexpressionがかなりある。
「いる」の例
0隣の連中は余程世間が広い男達と見えて，左右を顧みて，彼処には誰がい
る。此処には誰がいると頻に知名の人の名をmにする　○いることはぼくが
いるのです　○あの人形を箆ている連中のうちには随分下等なのがいた様だ
から　○なにしろ佐々木のようなのがいるから　○恐るべきクールベエとい
う奴がいる　○この夏は野々宮さんだけで専領していた部屋に髭の生えた人
が1三人いる　○しかも人が沢山いる　○あんまり人が大勢いたせいでしょ
う　0こんなに大勢人がいるんですもの　○ひとがいては，かねを返すのが，
全く駄Bのような気がする　○たとえばここに一人の男がいる　○あんな女
が世の中にいるものだろうか　○その外には汽車の中で乗合した女がいる
○女がいなければ書くことがたくさんある　△……話したところぴったりの
女性がいるというので函接　△故郷に妻がいる　○そのうちにいま話した小
さな娘がいた　○女の家には野々宮さんの妹がいるだろう　○野々宮さんの
妹がいやしないか　○君はたしかおっかさんがいたね　○もっとも今のうち
は母がいるからかまいませんが○そういう母をもった子がいるとする　△
尽を離すと家に帰ってしまう子がいる　△大いに批判している友人達がいた
△喫茶店にぱ数人の客がいたが　△病院には十五人の入院患者がいたが　○
文科で有力な教授がいる　○高等学校の生徒が三人いる　〇七八十人ほどの
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　聴講老がいた　△約三千人の食肉検査員がいるが　○こんどは主人公がいる
　ので　△会長がいる　○この三人のほかに，まだ連れがいるかいないかをた
　しかめ　○もっともほかに周志は三四人はいるから　〇三四郎がそばにいる
　のがまるで苦にならない　○翌日学校へ出てみると与次郎がいない　○畢速
　本を置いて入Uの新聞を閲覧する所まで出て行ったが，野々宮霜が居ない
　○この静けさのうちに美弥子がいる　○よし子がいるからああ冷淡なんだろ
　う　○そばによし子がいる　0よし子がそばにいてくれる方が二一だ　○与
　次郎なるものが二人いるとしか思われない　○大観音前に乞食が二人いる
　○高い雲が空の奥にいて容易に動かない
動詞「いる」はほとんどすべてanimateの例である。しかも人間が主である。
ただ最：後の例は「雲」が主体であるが，これはあるいはザじっとしている」の
意味かもしれない。現在ではヒ車」など人の乗るものは，「いる」を使うことが
あるといえよう。「車」などはこの意味では，動物の次に位し，自然物との中間
にあるといえるかもしれない。
　動詞ytoるj　l』いる」とも他の格としてギに」をとる。これは大体短oc．であ
るといえよう。特にfいる」のばあいは名詞ももともと＋IOC．の性質をもったも
のがヂに」の葡にくる。三四郎の例で終止形「いる」の前に現われたものを拾
うと，「いなか」「うち（宅）」「奥j「どこか∬二階」「学校」ヂ故郷」「ここj「先
（のところ）」「下」「東京」1遠く」rところ∬隣」「中」「はずれ」ヂ前」などで
ある。1ある」のばあいにも＋loc．と考えられるものがほとんどである。たとえ
ぽ三幽郎の終止形の例では「間」ヂ上」「奥」ゆ斑疑のゼここ」罫はなの先」1下」
「正面jr書斎jr隅」「手前」ド遠く，」「所」「隣」「中」ヂ故郷」「前肩真中」［’向
う1「横」「廊下」など。しかしこの語のばあいには別ないくつかの用法がある。
　○腰から下は正しい姿勢にある　○実際のH的は衣食にあるんだから，生徒
　から見たら定めて不愉快だろう　○昔の偽善叡に対して，今は露悪家ばかり
　の状態にある　○今臼の二半は金く吾々青年の手にあるんだから
のような胴法では全く別な種類の名詞が前にある。このような別な用法でなく
ても，
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　○全く西洋の絵にあるデヴィルを模したもので　〇三四郎は凝とその横顔を
　眺めていたが，突然手杯〈コップ〉にある葡萄酒を飲み干して，表へ飛び出
　した　○小説などにある甘いことばは使いたくない
などは場所に準じた使嗣法であるともいえようが，名詞はもちろん＋1◎c。では
ない。
　時間を意味する名詞に「に」がっくものはいろいろありえよう。
　○もうちかいうちにあるはずだから
　なお，ついでながら，「ある」については，補助的なrである」という粥法が
かなり多く出る。これについては，ここでは取り扱わない。
　動詞「ある」「いる」に準ずるものとして，いくつかの動詞がある。次に畠現
した例をならべておく。
　○細霜が，わたくしがうちにおっても，貴方が出ておしまいになれば　△上
　値にはもどり売りがかなり大量にひかえているから　○広田先生が小さな：小
　宅を控えて　○不思議の離縁が二人の間に存在して
（IV－11）「出現」の動詞2．121，「現われる」現わす」「出現する」「かくれる」
「かくす」「秘める」「ひそむ」「きざす」など。咄る」「出す」もこのグループ
の要素であるが，2．1530日号出入り」の方にまとめた。「現われる」「現わす」
は「に」「から」の格をとり，「かくれる」「かくす」「秘める」「ひそむ」はkcj
の格をとる。「現わす」「かくす」「秘める」は「を」の格をとる。
　○やがて襖〈ふすま〉を開いて，茶器を持って，よし子があらわれた　Oと
　ころへ知らん人が突然現われた　○そうして思いもよらぬ池の女が庭の中に
　現われた　○そこへ与次郎がふらりと現われた　△十人の「桜んぼ娘」が現
　われ　○なにもう5，6年するとあれより，ずっと上等なのが現れてくるよ。
　日本じゃ今女の方が余っているんだから　○寝たまま，開け放しの入日に眼
　を着けていると，やがて高い姿が敷居の上へあらわれた　○黒い影が闇のな
　かからふきさらしの廊下の上へぼっりと現われると　○嗣時にきれいな歯が
　現われた　△突然右側にほうけい丸が現われたのであわててかじを　○光線
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　の歴力を試験する人の性癖が，こういうぼあいにも，岡じ態度で現われてく
　るのだ　△人によって答弁の優劣がはっきり現われるようになった　ムアフ
　リカ大陸に五つの軍事政権が繊現したことは　△このデモの結果左翼政権が
　膨現することをおそれて　△人u40万の田園都甫が47年までに毘現する予
　定△新しく吠人の遊び場」が出現した○美弥子が人のかげにかくれて
　みえなくなった　○野々宮さんが庭から感ていった。その影が折戸の外へ隠
　れると　〇三四郎は敷居のうちへ這入った。先生は机に向っている。机の上
　には何があるか分らない。高い背が研究を隠している　△LQ際政治上の大ぎ
　なねらいが秘められている　△鋭い機知とこうしようがひそんでいたが　△
　人間の本質があばれ出されるとき　○眸と瞼の距離が次第に近づく様に見え
　た。近づくに従って三四郎の心には女の為に出なければ済まない気が萌くき
　ざ〉して来た　ムセメント株に物色人気がきざしている
「現われる」の主語は人が多いが，そうでないばあいも少なくない。一般にこ
のグループの霞動詞の主語は制限が少ないが，特にvisibleなものではそうであ
る。これは動詞の意味に関係している。「現われる」はvisibleでなくても主語に
なるものがある。rぎざす」は「兆候」ヂ気運」など主語がかぎられる。
　「現わす」「かくす」は
　○女は堪くこら〉え切れずに又白い歯を露わした　0と云って例の白い歯を
　露わした　○女は全く歯を隠した　○美弥子に関する凡ての事実を隠さずに
　話してくれと請求した　○門遊の演ずる人物から円遊を隠せば人物がまるで
　消滅してしまう。小さんの演ずる入物からいくら小さんを隠したって，人物
　は活溌澄地に躍勤するぽかりだ　○今霞は白いものを薄く塗っている。けれ
　ども本来の地〈じ〉を隠す程に無趣味ではなかった　○当時の気分をすなお
　にあらわしたものであるが
これらの行為の主体はやはり人間であろう。「高い背が研究を隠している」は文
学的な表現であろう。ここではパラ＝一ティが少ないが，「を」の格の前にくる名
詞は種類が豊富であろう。ことに1，4，1．5の名詞は農由であり1．2も同様であ
ろうが，1．1と1．3には糊限のあるぼあいがあろう。
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　これらの動詞はまた「に」「へ」をとる。
　　○もっとも著しいのは浮世絵にあらわれた美人，悉く細い　○自由とは単
　にこれ等の表面にあらわれ易い事実のために専有されべき二葉ではない　○
　今三四郎の前にあらわれたハムレットはOこの論文は零余子なる匿名の下
　〈もと〉にあらわれたが，実は　○明治の思想は西洋の歴史にあらわれた三
　百年の活動を四十年で繰返している　0先生の影は校門のうちにかくれた
　○美弥子が人のかげにかくれてみえなくなる　○提灯の影は踏切りから土手
　下へ隠れて　○女の影は右へ切れて白い壁の中へ隠れた　○その影が鼠戸の
　外へ隠れると　○その顔と「ああああ……」と云った力のない声と，その二
　つの奥に潜んでおるべき筈の無残な運命とを，継合わして考えて見ると，
これらのfに」格（「へ」を含む）の名詞の多くは÷iocativeであるが，「西洋の
歴史」のようにそうでないものもある。
　○その眼を見た時に，三四郎は今朝籔を提げて，折戸からあらわれた瞬間の
　女を思い出した
このグループには「から」をとるものがある。咄る」咄す」はIV－38にまと
めた。
（IV－12）「成立・発生」の動詞，2．122，「できる」「できあがる」「なる」「な
りたつ」「生じる」「おこる」「おこす」「おきる」「ひきおこす」「発生する」な
ど。他動詞の主語は人間。自動詞の主語はさまざまであるが一つには動詞が多
義的な：もこのが多いことにもよる。rおこす」の「を」格の前の名詞は「おこる」
の「が」の前の名詞になる。
　○「おい，小川，大変なことができてしまった　○ところが困ったことがで
　きた　○なにか特別に忙しいことができたのですか　○本人が変るぽかり
　じゃない，画工〈えかき〉の方の気分も毎日変るんだから，本当を云うと，
　肖像画が何枚でも出来上がらなくちゃならない訳だが，そうは行かない。又
　たった一枚で可なりまとまったものが出来るから不思議だ　○芝居にしたら
　そんなものができるでしょう　△そのためにまずそれができるような環境の
　　　　　　　　　　　　　　　一只A一
整備を　○「菊人形は可いよ」と今度は広田先生が云い出した。「あれ程に人
工的なものは人工的なものは恐らく外国にもないだろう。人工的によくこん
なものを持えたという所を見て麗く必要がある。あれが普通の人間に出来て
いたら，恐らく団子坂に行くものは一人制あるまい。普通の人間なら，どこ
の家でも四五人は必ずいる。団子坂へ鵬掛けるには当らない　○はっと驚い
た三照郎の足は早速〈さそく〉の歩調に狂＜くるい〉が壌来た　○歩くと細
い足のあとができる　○その世界のどこかに欠陥ができるような気がする
○女が偉くなると，こう云う独身ものが沢山出来てくる　△結婚二年めの娘
にもかわいいこどもができ　△どんな普選Rができるかもみどころだろう
○美弥子のところへ行く常事が出来たのはうれしいような　△いったいどう
してそんなでかいしごとができたのだろうか　○かいている絵に一定の気分
ができてくる　○例になくおもしろい勉強ができたので　○体がふるえてう
まく答案ができないんで　△きわめて好意的に話合いができたと思う　0と
もかくも見ることに相談が出来て，董照郎が案内をした　○純粋で単簡な芝
居が出来そうなものだ　○今の東京にいるものに悠揚な画がltl来るものか
○気障か気障でないかほとんど判断ができない　〇三四郎にはちっとも判断
ができないのである　○食卓はむろん前から用意が出来ていた　○時々とん
『だまちがいが出来る　○そこで選択の自由の利く細い眼のうちで，理想が出
来てしまったのが，歌麿になったり，祐信〈すけのぶ〉になったりして珍重
がられている　△Rソ航空協定が℃きたので　○ハムレットのようなものに
結婚ができるか　△既に最低賃金制というのができているのだから　△こう
した制度ができて　○美弥子と三四郎が戸口で本を揃えると，それを与次郎
が受け取って室の中へ並べるという役割ができた　ムニ蔦三門の借金ができ
た　○左右へ引っ張ると細い糸ができるのです　△保存食の塩漬けができず
○くさみが消えスタミナ料理ができます0こんなに古い燈台がまだ残って
いる傍〈そぼ〉に，階行平と云う新式の煉瓦作りが出来た　ムセンターの熱
湯で暖房ができる　△株の纏に黒い影ができている　〇三四郎には三つの世
界ができた　○成程醗分のうちの庭が描き掛けてある。空と，前の家の柿の
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木と，這入り口の萩だけが毘来ている　○男の顔が甚だどうもうに出来てい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掌
る　O小川さん，僕のかいた潤が実物の表情どおり出来ているかね　△河口
に洲が出きるようなかっこう　○もし彗星の尾が雰常にこまかいパーチクル
からできているとすれぽ　△……と違う海底地質一一われめ一ができて
広がった　○青白いうちにあたたかみができた　○本当をいうと肖像が何枚
でもできあがらないのが○靴の底やわらじの裏がきれいにできあがってい
る　○美弥子の影が次第に出来上りつつある　肥った画筆だけが動く　○本
当をいうと肖像が何枚でも上らなくっちゃならないわけだが　O会の中心点
がはじめてできあがった　○ヂ然し先生は哲学者だね」「学校で哲学でも教え
ているのかjrいや学校じゃ英譲だけしか受持っていないがね，あの人闘が，
霞〈おのず〉から哲学に出来上っているから薗白い　〇三四郎は出来るだけ
の二葉を層々と排列して感謝の意を熱烈に致した。普通のものから見れば殆
ど借金の礼状とは思われない位に湯気の立ったものである。然し感謝以外に
は，何も書いていない。それだから，自然の勢い，感謝が感謝以上になった
のでもある（A）　○極めて神経の鋭敏になった文明人種が，尤も優美に露
悪象になろうとすると，これが一番好い方法になる　△現頭取が会長になり
ムチャイコフスキーの協奏臨が課題醜になっている　△同所が北の：丸公園に
なるため　△岡先生が東大の法学部長になり　△わが子の担任にどの先生が
なるかということ　△謹厳な英国の議員先生が「浦島」になったのも　△二
二の孫，銀之介が鬼若から弁慶になる　○そこで選択の自由の利く細い眼の
うちで，理想が出来てしまったのが，歌麿になったり，祐信〈すけのぶ〉に
なったりして珍重がられている　△五十才くらいの男が下半身黒こげにな：っ
て死んで（B）　△ここらで人気化して走った時がこり数年間の大天井とな
り，あとは　△ちょっとした失敗が大火になりかねない　△権力をねらう肉
親あらそいなどがテーマになっている　△世界のこどもが輪になって　○
せっかく赤くできた柿が，かげぼしの渋柿のような色になった○木がのび
のびして魂が大空ほどの大きさになる　○花と葉がすきまなく衣裳のかっこ
うとなる　○煙が沈黙の問に捧になって出る　○ことに錫日逢う時に，どん
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　な態度で，どんな事を云うだろうとその光景が十通りにも二十通りにもなつ
　て，色々に出てくる　○鼠の先が森で森の上が空になる　○よし子が画のつ
　　　　　　　　　　　　　　　　’
　づきを描き出してから，問答が大変楽になった　○……とまるで自分から事
　が起ったとは認めていない申分である　△……した晴に，案外こういうこと
　がおこる　○こんどは三四郎も笑う気が起らなかった　○研究する気など起
　るものではない　○霞分も早く一人前の仕事をして，学海に二二しなくては
　済まない様な気が起る　○しかも落ちついた感じが起る　○一銭も投げてや
　る了簡が起らなかったのみならず　△……という話がどちらからともなくお
　こった　ムアルジェVアで軍事クーデターがおこって以来　△青梅駅前に桐
　次いで火事が起こり，8棟を全半焼　△地下鉄の工事中，突然爆発がおこり
　○本人の意見をたしかめる必要がおこったのだという　△人類救済，和合と
　平和の決意が人間の心の底からわきおこった　△……さんが昨年一月二九H
　大阪府，大阪市の二春を栢手どって，訴えをおこした　△西アフリカのオー
　トボルタで軍がクーデターを起こし　○若い女が癌を起している　○第一霞
　分が事を起こしておいて　ムニ度とこういう事件が起きないためにも極刑を
　○ああ去う姿勢や，こう云う乱雑な鼓だとか，虎の皮だとかいう周囲のもの
　が，廟然VC一一種一定の表情を引き起す様になって来て　△新予算の執行には
　ほとんど支障が生じないみこみである　△一年中の火災の約六割までが春に
　生じている　△どのような事態が発生し
「できる」については，『分類語彙表毒はヂ成立・発生」のところに分類してい
る。そうして大部分はそのように解釈することも可能であるようにも思われる。
しかし多義・多用法的動詞とみるべきであろう。前にくる名詞は，人間の行為
を中心として，ム間，生産物があり，慮然や抽象的関係のものもある。「ことが
できる」の形で可能のexpressionが多く絹いられる。ド三四郎」の例では，
　〇三四郎はその呼吸〈いき〉を感ずる事が出来た　〇二十三の青年が到底人
　生に疲れている事が拙来ない時節が来た　○ああ云う便利な方法で人の傍へ
　寄る事が出来ようとは蘂も思い付かなかった　○己〈おれ〉が金を返さなけ
　れぽこそ，霜が美弥子さんから金を借りる事が出来たんだろう　〇三四郎は
　　　　　　　　　　　　　　　一Rq一
　美弥子を余地から見る事が出来ないような眼になっている　○よくあんなに
　都合よく眼を覚ます事が出来るものだと思った　○与次郎はこの燗の出方で
　先生の気分を窺うことが出来ると云っている　○これが明瞭になりさえすれ
　ぽ，自分の態度も判然極める事が出来る
「できる」は飽の格として「から」をとることがある（rこまかいパーチクルか
ら」の例）。「できあがる」の他の例。
　○額が御三さんの様にだだっ広くない。何となく好い心持に出来上っている
　○左り手のずっと奥にある工科大学は封建時代の西洋の御城から翻出した様
　に見えた。真四角に出来上っている　○（美弥子の絵葉書は）諸事明瞭に農
　二上っている　O原口さんの絵は出来上がった
一一一vtには人間の行為の結果や生産物が主語になるのであろう。
　「なる」の用法は，前論：文「助詞ilに』を含む動詞句の構造」でふれている
が，そのあと奥津敬一一郎氏の詳細な酒壷が発表された。奥津氏の面面では「A
がBになる」という文にはembedded　sentenceとして「AはBである」がある
という。このような見：方は，筆老が行なってきたA＝B，A＃Bという分け方
と符合するところがあるとみてよいだろうし，筆者がかつてこのことについて，
東京言語学会で発表したとき，奥津氏より教示を受けてもいる。ここでA＝B
が（A）とそれにつs一くもののばあい，A‡Bは（B）とそれにつx’くものに
あてはまると考えられる。
　「おこる」の主語は，「気」「了簡」「感じ」「話」「クーデター」「こと」など
人間の精神活動を中心として，「火事jf爆発」のような自然現象の名詞のばあ
いもある。その他の例。
　○惜しい気も起こらない　○話しは野々宮と美弥子の間に起りつつある　○
　地上に起こる腿風以上の速力で　○死顔をみるとこんな気もおこる
「地上に」のような「に」格のほか，「から」もとる。
　〇三四郎はこの無神経を全く夜と昼の差別から起るものと断定した
「起こす」の他の例。主語はいずれも人間で，「を」の名詞は人間の精神活動関
係。
　　　　　　　　　　　　　　　一ge一
○疑いを起こさないとも限らない　○はじめから余計なことをおこさない方
が　○……をきくと一般の感をおこさせる　0奥行の長い感じをおこさせる
○かんしゃくをおこして　〇三四郎は冤渡すかぎり見渡して……雄大な感じ
を起こした　0不審を起こして店のなかにはいってみると　○君，こういう
空を見てどういう感じを起す
ヂを」の前の名詞は慮動詞の「が」の前の名詞になる。
「生ずる」は自動詞と他動詞の屠法がある。「から」の格もとる。
○一種重要な影響を生じうる　○予期から生ずる敬意の念　○その翻訳から
生ずる感化の範囲。
（1V－13）f仕．しげ」の動詞，2．123，「仕上げる∬仕上がる」など。これらの
グループの内容は比較的うすく，再分類される察きかと思う。ヂしあげる」の主
語は人。ザを」の前の名詞が9しあがる」の「が」の前にくる。
　〇三四郎は画の道に纏いから，あんな大きな額が，どの位な速度で仕上げら
　れるか，殆ど想像の外にあったが
次のものは主語は明需されていないが，やはり人である。
　○里見さんだって同じ事だ。宙然のままに放って躍けば色々の刺激で色々の
　表情になるに極っているんだが……その習慣が次第に他の蓑情を圧迫する程
　強くなるから，まあ大抵なら，この眼付をこのままで仕上げて行けば好いん
　だね
「しあげる」の「を」の前にあるものは，人間活動関係，生産物などが多いだ
ろう。泊付き」は「目付きの描写」な：ど，／燈付き十x」の表現である。
（IV－14）「残存・消滅」の動詞2．124のうち，「残る」「残す」「取り残す」な
ど。「残す」は大体人が主語であろう。「残る」と「残す」は苅応が完全ではな
いようであるが，対応がある部分についてぱ「残す」の「を」の前の名詞は「残
る」の肋ミ」の前の名詞になる。
　△……の二人が残る　△いやなにおいが消え，おいしさだけが残ります　△
　　　　　　　　　　　　　　　一91　一
後遺症が残って　△どの歌が時代の歌として残ってゆくか　△共同証券が会
社として残る　△大統領を批判しているのが印象に残っている　○こんなに
古い燈台がまだ残っている　○梢に虫の食ったような葉がわずかぽかり残っ
　ている　〇三四郎の記1意にはただ血塗の大凡という名前が残っている　△東
京湾で焦電だけがそっと取り残されていた
9のこる」の前の名詞，1一のこす」の「を」の前の名詞は種類がいろいろである。
霞然現象，人間，人間行動関係，生産物などがありうる。このほか「に」をと
り，紐oc．でなくとも臨時にその役をするもの屠己億∬歴史！「名」などがくる
こともある。
　○（この爺さんは）……三四郎の記憶セこ残っている　○古い蔵が半分取崩さ
　れて心細く前の方に残っている　○朽ちざる墓に眼り，伝わる事に生き，知
　らるる名に残り　○止める程の必要もなし，一所に行く程の事件でもないの
　で，二人目自然後に遣〈のこ〉る訳になった
「残す」の例。
　○「そう」と疑を残した様に云った　○徒に真を舌頭に転ずるものは，死し
　たる墨を以て，死したる紙の上に，空しき筆記を残すにすぎず
（IV－15）「残存・消減」の動詞2．124のうち，「なくす」「なくなる」「つきる3
「消える」「失う∬解消する」「根絶する」「消滅する」など。「なくすjr失う」
「根絶する」などの主語は主として人意である（これらは「を」格もとる）。そ
の勉の勤詞の主語はさまざまである。
　0友達が金をなくして弱っていたから　0その屋根が判然くは？きり〉尽き
　る所から明らかな空になる　△来貨記念レコードも種が尽き　○移り易い美
　しさを，移さずに据えて置く手段が，もう尽きたと画家から注意された様に
　聞えたからである　○銀杏が向うの方で尽ぎるあたりから，だらだら坂に
　下って　○弼処で地が尽きて，何処で雲が始まるか分らない程ものうい上を，
　心持黄な色がふうと一面にかかっている　△係員が八方手を尽して　○する
　と奥の方でヴァイオljンの音がした。それが何処からか，風が持って来て捨
　　　　　　　　　　　　　　　一aD　一
　てて行った様に，すぐ消えてしまった　〇三四郎が半ば感覚を失った眼を鏡
　の中に移すと　〇三四郎はこの活人画から受ける安慰の念を失った　△季節
　物を中心に食べる習慣が失われている　△……制度ができて過密都帯の幣が
　解消したらどうだろう　△昨年は研修を受けた各鰯が「アジア犯罪基地」か
　ら麻薬を根絶するため　OFヨ遊の演ずる人物から円遊を隠せば，人物がまる
　で消滅してしまう
「な：くす」の他の例。「を」をともなう。
　0その金をなくしたんだからすまない　○自分の金をなくしたんだってね
　O実は金をなくしてね
「なくなす」の例。「で」もともなう。
　○どう云う種類の金をどこで失くなしたか
ぜつきる3について，C屋根が尽きて∬銀杏がつきるあたり」「地が尽きて」の
ような表現は，現在ではあまり使わないだろう。附議はなにか集合し連続した
感じがある。「消える」の例。ヂが」の前は÷visibleであろう。
　010が消え，9が消え……2が消えた　〇三颯郎の足が門前まで来た時は先
　生の影が，既tこ消えて　○与次郎はくるりと引っ繰り返って，幕の裾をもぐっ
　て何処かえきえうせた○透ぎ徹る藍の地が消えるように次第にうすくなる
；失う」は，入間，人間活動，生産物その他広く補語をとる（rを」）。
（1V－16）；三二・除去」の動調，2．125，「たもつJfすてる∬とれる」　i’とるJ
l要るjヂ要する」など。他動詞の童語は人間。「を」格の名詞は対応する自動
詞の主語に対応Q
　△こうみてくると，橋が人気を保ちつづけている　△弁護人の戒能通孝氏が
　大学教授の職を捨てて　○進んでゆけば苦悶がとれるように思う　○まだふ
　たがとらずにあった　○ふたがとってある　△どうもつかれがとれない　○
　高く飛ぼうと云うには飛べるだけの装置を考えた上でなければ顔来ないに
　極っている。、頭の方が先に要るに違いないじゃありませんか　△冷却水が要
　りません　△中央政府軍の駐留がもはや必要でないと考える
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「が」のない例。
　○どのくらい体面を保つに都合がよいか　〇三四郎は美弥子を捨てて，二階
　をかけおりた　〇三四郎は群集〈ぐんじゅ〉を押し分けながら，三人を棄て
　て，美弥子の後を追って行った　○学生は帽子をとって礼をしながら　○男
　は軽く媚子をとって　○ただ媚子をとって礼をした　○そのかわりひまは要
　る。金も要る
（1V－17）「整備」の動詞2．130，「そなえる」「そなわる∬そろえる∬乱れる」
£乱すjFくるう」など。他動詞の主語は主として人間で，「を」の前の名詞が
対応する膚動詞の前にくる。「に」の前は場所の名詞がくる。
　○正平からのぞくと奥には，書物がいくらでも備え付けてあるようにみえる
　○望遠鏡がいぜんとしてもとの通りの位置に備えつけてあった　ムィンドネ
　シアには感染する体質が十分すぎるそなわって　△文学座のベテラン達が顔
　をそろえる豪華な配役　○美弥子と三四郎が葎臼で本をそろえると　○玄関
　には美弥子の下駄がそろえてあった　0玄関に靴がいっそくそろえてある
　○きょうは少し装遣が狂ったので晩の実験はやめにする　0ぼくのやること
　は自然の手順が狂わないようにあらかじめ……
他の例。
　○「私？」と羽織の桁くゆき〉をそろえて，紐を結んだ　○肝心の主脳が動
　かないので，二人共書物を揃えるのを控えている　0不規則だけれども乱れ
　ない上から三分一の所を，広い帯で横に仕切った　○描かれつつある入の爵
　1象はこの彩色くいうどり〉の眼を乱す間にある
（IV－18）［でき・利き」の動詞2、131のうち，1きく」。主語が限定さi！ている。
1気」「輻野薬」など，1薬」のばあい，穏こ」の前に病気，病状など。
○少し気が利きすぎているくらいだ　△よほど気が利いている　○銅像でも
こしらえるほうが気が利いている　○それからフロックコートや何か着た偉
そうな男が沢崩集まって，自分が存外幅の利かない様に見えた嚢であった
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○第一幅が利かない　△次のどの薬がきくでしょう。
（1V－19）「はずれ・損じ」の動詞2．132，「はずれる∬はずす」「あらす」「あ
れる」など。他動詞の主語は人間。
　○その思いつきがはずれたらなお罪がなくっていい　△室内があらされたあ
　とがある　△二階の事務室があらされ
（IV－20）「取合せ・つりあい」の動詞，2．133，「つりあう」「値する」その他。
この主語は欄限が少ない。主語に「つりあう」ものとして同類の名詞「に∬と」
に続く。
　○背は頗る高い。瘡せている所が暑さにつりあっている　○この利用主義が
　昔からうまく平衡がとれている　○与次郎の云うところによると競技より女
　の方が見に行く価値があるのだそうだ
他の例。
　○寂寛〈じゃくまく〉の嬰粟〈けし〉花を散らすや頻〈しきり〉なり。人の
　記念に対しては，永劫に鱗すると否とを問う事なし
（IV－21）「変化1の動詞2．1500，「変える」「変わる」「変化する」など。他動
詞の主語は人間。自動詞の主語は他動詞の「を」の前と対応する。この「を」
の前の名調の内容は，多くのぼあい，時聞的，歴史的に変わりうるものである
か，あるいは岡聴間に交替しうる溺物別な姿があるものである。（÷NEGのと
きは別）。
　△いままでの免許形態が変わることはない　○時の流れが急に向きを変えて
　△霧，ことしは人が変わったように元気だね　○本人が変るぽかりじゃない，
　画工〈えかき〉の方の気分も毎醸変るんだから　△木版彫刻をおっていた若
　林が大きく変ってきたこと　△ただ，今のところ米国が変わったとはみられ
　ない　△……にくらがえした多くの馬は名前が変わる　○描かれる人の囲の
　表情がいつも変らずにいるものでしょうか　○空の色が段々変わってくる
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　△淡水ゴルフ場は，遠景が海，川，山と変化する
上の例で塒の流れが急に向きを変えて」という言い方があるが，これは「向
きを変えて」という言い方が窃動詞化するとみれば「流れ」が主語になること
が説明できる。ある意味でこの蓑現自体，やや文学的であると考えられるが，
最近はこの種の表現もいくらかみられるようになっている。
　r向きを変えて」全体を一transitlvとすると，書きかえによる句構造文法と
Valenztheorieあるいはその理論をとり入れたTransformationsgram・
matik（たとえばC．　Rohrerグ）ものなど）との間で，取り扱いに大きな差違が生
じることになる。この例はこの意味で理論に大きな影響を与える解釈を生みう
る例であると考えられる。
他の例。
　〇三四郎は急に気を変えて，溺の世界のことを思い出した　○野々宮さんは，
　若いものを，極め付ける積りでtrつたんではないと見えて，少し調子を変え
　た　○（美弥子は）……云ったあとで急に調子を更えて「こういう所にこう
　して坐っていたら大丈夫及第よ」と比較的活溌に付け加えた　○すべて宇宙
　の法則は変わらないが　○表情がいつも変わらずにいる　○あなたは少しも
　変らない　○つまり二十年前に見た蒔と少しも変らない十二三の女である
　0学生としての生活は以前と変る訳はない〇四五購行かないうちにそう急
　に変る訳もなさそうですが　○この人の生活その他がふつうの人と変ってい
　る
ヂに」「と」をとることがある。かわっていることを他と，前と比較するために
絹いる。
（IV：22）1こみ・しまり・ゆるみ」の動詞，　iこむ」1こみあう亘しめるおし
まる！／ゆるむjiゆるめる1など。1こむ罫こみあう」などは，｛人一ii箪」，i道」
1往来∬交通男場所1などが主体であろう（後者は組OC．）。沈めるj以ドは
本来1、4，1．5などが自動詞の主語なのであろが，それになぞらえて，他の類の
名詞も主語になる。他動詞の主語は人間。
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△空の交通がこみあった時は羽闘への　△気分がほぐれ，財布のひもがゆる
んでくるようになる　○今年は例年より気候がずっとゆるんでいる　○丈夫
そうな命の根が，しらぬまに，ゆるんで　○そのとき，なにかの拍子で気が
ゆるんで　〇二遍くりかえすと歩調がfiずから緩慢になる　△米語の対中共
態度が緩禰したとみられる　△味がぐ一んとひきたちます
他の例。
○旧来は購くなるまでこみあっている　○もとから込み合った客車でもな
　かったのが　○訣から白い葡垂を更して帯の上から締めた　○肉は頬と云わ
ず顎と云わずきちりと締っている
（IV－23）「改新・交換」の勤詞，2．15◎1，r’改めるjf改まるjl変える」「改ま
る」「変わる」「とりかえるjf’いれかえる」「いれかわる」「なおす」「なおる」
「罎復する」など。他動詞の主誌は人。r改めるjf改まるjrいれかえる」ヂい
れかわる」ヂ』な：おす」「なおる」などに写象「が」1を」の前の名詞の対応があるこ
とが多い。この名詞の意味甲子はE”交換・変換・改新しうるもの」であるが，
この性質はかなり臨時的であろう。
　〇三四郎がバケツの水を取り換に台所に行ったあとで　△最後に小林さんが
　兄弟にかわって……といった　○先生は茶の間に長くなって寝ていた。婆さ
　んにどうなすったのか聞くと，……昨日のは勉強じゃなくって佐々木さんと
　久しく御話をして御出だったのだという答である。勉強が佐々木に代ったか
　ら，昼寝をする説明にはならないが，与次郎が昨夕先生に例の話をしたこと
　だけはこれで明瞭になった　△畑や山林の丘陵地帯が佳宅地に生まれかおる
　日も近い　△干拓の一万四千ヘクタールが，いま黄色の稲穂の波打つモデル
　農村に生まれかわろうとしている　△患者の心臓が完全に機能を回復する
　○重化学工業部門が煮出してこなければ　△海も天候が癒復すれば　ムテー
　プレコーダーの増産で業績が園復しており　〇三四郎はもう一遍，女の顔付
　と眼付と，服装とを，あの時あのままに，繰返して，それを病院の寝台の上
　に乗ぜて，その傍に野々富を立たして，二三の会話をさせたが，兄では物足
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　らないので，豪邸の間にか，自分が代理になって，色々親切に介抱していた
　△つっこんだ意見が交；わされたが
他の例。
　○髭のある人は入れ換って，窓から首を屈して，水蜜桃を買っている　○い
　くら云っても蔵さないからほっておく
（IV－24）「開始・終了」の動詞，2．1502，「はじまる」はじめる」「おわる」「や
む」「やめる」「すむjfすます」「とぎれる」など。他動詞の主語は人。対応す
る用法のある自他の動詞の「が」の前と「を」の前の名詞は対応する。この名
詞は多くは人間の行為かそれに関することばで，何かの意味で時闘的に持続す
る内容のものであるのがほとんどである。代名詞で指示しているものも，それ
である。人当行為でなければ，霞然現象などで時間変化のあるものである。
　【人間行動関係】△通関季続が書類審査で済：まされる点で　△真剣な弓の修
　業が始まる　△私立高校の入試が始まる　△蔦七一校の入学試験が十日朝か
　ら始まった　△六三一人の試験だけが九日午前九時から始まった　△六日で
　入学試験が終わったので　○笑い声がまだやまないうちに　〇二人が話を始
　めているうちに　○「それに表情と云ったって」と原口さんが（話ヲ）また
　始めた　○与次郎と蘂弥子の問答が始まった　○演説が済んだとき　○それ
　から約十日ぽかり立ってから，漸〈ようや〉く講義が始まった　○控え室へ
　はいるのがきらいで講義がすむといつでもこのまわりを　○講義がすんでか
　ら，ゆうべの約束を　○講義が終わってから，三四郎は　○講義が終わるの
　を待って　6講義が終るや否や　○そのうち談話が段々始まった　○やがて
　二人置女の間に用談が始まった　△印パ会談が終わる　△「私の事情」が始
　まる　○そのうち幕があいて，ハムレットが始まった　△ついにf七人の孫」
　が終わった今　ムソフィア・ローレンさえ，出番が終わっても　△10時15
　分に最終会が終わり　○別れようとすると，女の方が互にお辞儀を始め　○
　すると野々宮さんがいつ何時下宿生活をやめる時期が来ない　△再び御夫婦
　だけの生活が始まる老後期　△授与式が終って在園組のうたう　○今夕飯の
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　すんだところらしい　○飯が済むと下女は台所へ下る　○二百メートルの競
　走がすんだのである　△実勢悪をいや齢した投げがやまず続落　△実勢不振
　　　　　　　　　　　　　　　　’
　から売物がやまずじり安　○その次には槌投げが始まった　0芝生の中では
　砲丸投げが始まった　○会がすんで外へ出ると　○会見が済むと　○戦争が
　済んでから一旦帰ってきた　△早くベトナム戦争が終わって　○夫の仕送り
　がとだえて　○どうかCうか掃除が一通りすんだとき　△社会変革が始まる
　と思う　○ヂ電報はよそう。馬鹿気ている。いくら霧だって借りに行けるだ
　ろう∬行ける」これで漸く二十円の矯が賜いた。それが済むと与次郎はすぐ
　広田先生に関する事件の報告を始めた　0やがて土手の下ががやがやする。
　それが済むと又静かになる　○誰か便所に這入った様子である。やがて出て
　来た。手を洗う。それが済んだら，ぎい風呂場の戸を半分開けた【自然現象
　関係】△東京も夕方には雨がやみそう　△二三環朝から爾が上り　○座敷の
　微震がやむまでは　○先生の煙がちょっととぎれた　○どこで地が尽きてど
　こで雲が始まるかわからないほどに
次の例では，／男レンダーを刷る」にヂおわる」がついたもの。
　△三十臆円卓当のカレンダーがすり終わっている
次のiかたつく」もこのグループのうしろに添えてよかろう。
　△……方式でこの問題が片付くなら。
その他の例。
　○母からの手紙が来た。……まず今年は盤作でi鏑出琴いという所から始まつ
　て　○論文は現在の文学煮の攻撃に始まって，広田先生の讃辞に終っている
　○この会合はビールに始まって＝一ピーに終わっている　○学校は始まった
　○食：事は始まった　○お手伝をして一所に（掃除ヲ）始めましょうか　○そ
　ろそろ運動を始めたな　○こそこそ運動を始めて　○斬合いをはじめた　○
　議論を始めた　0組打を始めた　○英語で講義を始めた　○演説めいたこと
　を始めた　○話を始めた（10例）　○音はそれぎりで巳んだ　○歌は轟くや〉
　んだ　〇三四郎は看病をやめて　○豊津の女学校をやめて象へ帰ったそうだ
　0次の日は空想をやめて　○質問を巳めてしまった　○談話をやめて　0相
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　手になるのをやめて　○笑うのをやめて　○それぎり話をやめてしまった
　○今鑓限り昼寝をやめて　0野々宮さんは返事を誉めて　○今日は白地のゆ
　かたをやめて，背広を着ている　○もう唄は止める　○それなら私もやめれ
　ぽよかった　○くにから取り寄せれば事はすむ　○ただ金を受けとるだけで
　すむかもしれない　○食事をすまして　○昼飯をすまして
他の格として例にあるように「に」「から」「で」がある。「に」の前が時間を意
味する名詞のときはr開始・終了」の時期を示し，そうでないときは「ビール
に始まって」のように行為のあり方に関連した名詞がくる。9から」は「はじま
るi「はじめる」，「で」は「おわる」などと結びつく。
（IV－25）「連続」の動詞，2．1503，「続くjr続ける∬続出する」「くりかえす」
など。他動詞の主語は人間。他動詞のヂを」の前と自動詞の「が」の前は対応
する。この名詞はなにかの意味で継続・連続する，あるいはくりかえすことの
できる性質をもつものであると考えられる。
　△政経分離の状況が続くことは好ましい　△時代が30年にもわたるので
　△無風状態が続けば　△国民経済が安定的な成長を続ける　○「御苦労様」
　と野々宮さんが言った。女は二人で顔を見合せて，他〈ひと〉に知れない様
　な笑を洩らした。庭を出るとき，女が二人つづいた　△全国各地から見学客
　がひきもきらない　△朝から晴着の列が続き　△当分「独走」の期間が続く
　△大方針は現執行部体制が続く限り変化はない　△いわゆる村八分事件があ
　とをたたず　△八ヶ岳で遭難が続出したが　△蔚場見送り気分が続き薄商い
　ムスト回避の努力が続けられた　△……ほど気楽なものはないという文句が
　何度も繰り返された　○ヂPl宅y’s　aki難t◎10ve」と美弥子が繰り返した、△中
　央から右下隅にかけての応酬が続いた　ムエ，三人ずつの制服警宮がバト
　ロールを続けた　△調停，あっせん工作が続けられた　△開学以来初の試験
　ボイコットが続く早稲獺の学生たち　△米国が一年間近く続けた北爆　△
　　・・を中心に小羅の売り物が続いて小貫い動きにぱじまり　ムアジアの一角
　で激しい戦火が続いていることは　△残雪のスバルラインも車の列が続いた
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　○こんどは高い音と低い音が二三度急に続いて　△大平洋側は晴天が続く見
　こみ
以上の例のなかで睡1民経済が安定的な成長を続ける」という表現も，他動詞
の主語がinanimateである。しかしこの種の表現は現在ふつうである6
他の例。
　○必修科翻以外のものへも時々出席してみた。……然し大抵は二度か三度で
　巳〈や〉めてしまった。一か月と続いたのは少しも無かった　○爺さんに続
　いておりたものが四人ほど　○男も続いて席にかえった　○女も続いて通っ
　た　〇三閥郎も続いて庭を出ようとすると　〇三四郎も続いて立った　○隣
　の男は感心に根気よく筆記をつづけている　○先生は安心して柔術の学士と
　談話をつづける　○明治の思想は爾洋の歴史にあらわれた三百年の活動を四
　十年で繰返している　○女は又「何」と繰返した　〇三四郎は何とも答えな
　かった。ただitの内でストレイシーブ，ス5レイシーブと繰ウ返した　○女
　は三四郎を兇たままでこの一欝を繰り返した〇三四郎は勉強家というより
　むしろ低綱察なので，割合書物を読まない。その代りある掬〈きく〉すづき
　情景に逢うと，何遍もこれを頭の中で亡くあらた〉にして喜んでいる。今日
　も，何時もなら，神秘的講義の最中に，ばっと電気が点く所を繰返して嬉し
　がる筈だが　○晩食後筆記を繰返して読んでみたが
（IV一一26）ド揺れ・振れ」の動詞，2．151eiゆれるjl娠れる．li擁iるjl’ふるえ
る郭ふるう」「まわるji…まわす」など。他動詞の主語は人聞。自動詞の艶語と
他動詞の／を」の葡は対応する。この名詞は本来i揺れ・ふれ。蹟胃壁」の性質
のもの（1）と，そうなることが可能なもの（2）とある。いずれのぼあいも，
かなり慣用的な糞現が多い。
　（1）○その傍に奇麗な風車を結い付けた。車がしきりに圏る　△この二つの
　歯車がフルに醐転して　○短くなりかけた秋の巳が大分まわったのと
　（2）○試験を受けるたびに，体がふるえて，うまく答案ができない　○その
　実へも毒がまわるものだろうか　○その谷が途中からだらだらとむこうへま
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　わりこむところに　△106号艇が懐中電燈をふりまわしたので○「もう一
　冊あるはずだ」と与次郎が青い平たい本をふりまわす　○土質のせいか座敷
　が少しふるえるようである
　（3）ムマルクス主義を奉ずる弁士が熱弁をふるっていたが（原義より転移）
他の例。
　○裏から回って婆さんに聞くと　○門を開けさせても好いが，裏から廻った
　方が早い　〇三人は裏からまわった　○ぬっと立って場内を一順丁寧に回っ
　た　〇九時半に着くべき汽車が四十分後れたのだから，もう十時は過くま
　わ〉っている　○戸の後へ廻って，始めて正面に向いた時五十あまりの婦人
　が三四郎に挨拶した　○取付の戸をあたって見たら錠が下りている。裏へ
　廻っても駄目であった　○自分は寝台〈ベッド〉の向う側へ回った　○仲南
　郎は突然バケツを鴨らして勝手ロへ廻った　〇三四郎は庭先へ廻って下駄を
　突っ掛けたまま孟宗藪の所から，一間余の土手を這くは〉い下りて，提灯の
　あとを追掛けて行った　○「今に動きます」と云いながら向へ廻って何かし
　ている様であった　○女は知らぬ風をして，向うへ廻って，鏡を背に，三四
　郎の正面に腰を卸した　○いつもの通り勝手ロへまわると誰もいない　○．
　野々宮君のうちへ回ろうと思ったら　○玄関からまわるべきのか　○裸体の
　女の腰から下が魚になって，魚の胴が，ぐるりと腰をまわって，向う側に尾
　だけ出ている　○それから谷中へ鎧て，根津を廻って，夕方に本郷の下宿へ
　帰った　○何でも山を買いたいという男が三人連れで入り込んで来たのを，
　角三が案内して，山を廻ってあるいている間に取られてしまったのだそうだ
　○赤門の前を通る筈の電車は，大学の抗議で小石川を廻る事になったと国に
　いる時分新聞で見た事がある　○池の周囲〈まわり〉を鳳る事は見合せて
他の例として示したもののほとんどは「まわってゆく」の用法の例になってし
まった。このばあい一種の移動の動詞で，「に」「へ」の前に＋10C．の名詞があり，
出発点に＋loc．の名詞＋助詞「から」，経由点に＋10c。の名詞＋助詞「を」が配
される。主語は多く人で，車などもこれに準ずる。
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（IV－27）「動き」の動詞，2．150，「動く」「動かす」など。「動かす」主体は主
として人であり，「動く」の「が」の前の名詞とヂ動かす」の「を」の前の名詞
は対応する。動かすことができる性質をもつ。
　○文壇は急転直下の勢で潤覚しい革命を受けている。凡てが悉く揺〈うご〉
　いて，新気運に向かって行くんだから，取り残されちゃ大変だ　○ただ白い
　方が着護婦だと思ったばかりである。三四郎は又見とれていた。すると白い
　方が動き出した　○肝心の首脳の方が動かないので　△もし薩摩が先に兵を
　動かしたら　△中麟の意のままに社会党が動くかどうかということで　○
　肥った画工のブラッシだけが動く　○車が動き出して二分もたったころ　○
　すると度盛が逆に動き出した　○望遠鏡の中の度盛がいくら動いたって　○
　やがて度盛が明るいなかで動き出した　○自分の足がいつの間にか動いてい
　たという　0狭いところに割り込みながら，四方を見廻すと，人間の持って
　来た色で潤がちらちらする。傾国の眼を動かすだけではない。無数の人問に
　付着した色が，広い空間で，絶えず各自に，かつ勝手に動くからである　△
　ここでの食いこみが半年間の収入を左右するというわけである
他の例。
　○学問は葬常な勢いで動いているので　○然しあれで（雲が）地上に起る腿
　風以上の速力で動いているんですよ　○眼だけは勤いた　〇三四郎も誘われ
　たように前へ旧いた　○女の影は一歩前へ動いた　○高い雲が空の奥にいて
　容易に動かない　○けれども動かずにもいられない。ただ崩れるように動く
　○女は動かない　○けれども動かずにはいられない　○美弥子も動かない
　○体も動かさない　0美弥子はやはり顔色も勤かさない　○女は顯の広い髪
　を一寸前に動かして礼をした　○今夜は一つ聞いてみようかしらと心を動か
　した　○これには径来の人もみんな心を動かしている様に見える　○こうい
　う紳土的な学生親睦会は珍しい。悦んでナイフとフォークを動かしていた
　0……とブラッシを動かした　○女は肉の鷺でない頬を動かしてにこりと
　笑った　○そうして凡ての下に三四郎の心を動かすものがある　OEI分の眼
　を動かすからぽかりではない　○今に動きます」といいながら〇三四郎が眼
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　　を挙げると同時に女は動き出した　○列車は動き趨す　〇三四郎が動く東京
　　の真中にとじこめられて　○谷の底にあたる所は幅をつくして（人が）異様
　　に動く　○見ていると眼がつかれるほど不規則に動く　○それも限に動くだ
　　けで耳は静かである
　助詞「にjが移動先を示すために用いられることがある。「で」は用具の名詞に
　ついて動かす用具，r勢い］i速度」について動くあるいは動かすはやさなどを
．示す。
（1V－28）「停止」の動詞，2．1512，　r’とまる∬とめる」「たちどまる∬とどま
る」「とどめる∬惇坐する」など。他動詞の主語は人間。自動詞の「が」の前
と他動詞の「を」の前とは対応する。人問，動物や車，汽車，時計など，動き
のあるものがこの名詞の特徴である。例中の「ちょうちん」は，人間がもって
あるくもの，であるが，やや文学的な表現といえよう。
　○与次郎が西片町へはいる横町のかどで立ちどまった　△昼休のサラリーマ
　ンたちが立ちどまり，みつめるなかを　△われわれがとどまるのは，アジア
　と……　〇三四郎がじっとして池の面をみつめていると　○やがて汽車がと．
　まったら，では御大事にと　○次の駅で汽車がとまったとき，女はようやく
　△急行「第8アルプス」が停車することになったため　○半町ほどくると提
　灯がとまっている　○角の出た石の上にせきれいが一一羽とまったくらいであ
　る　△彼のいうド伝統」が単なる形の問題にとどまらず
rにとどまらず」は一一種の慣用句。他の例。
　〇三四郎は声を掛けようかと考えた。距離があまり遠過ぎる。急いで二三歩
　芝の上を裾の方へ下りた。下り出すと好い具合に女の一人が此方を向いてく
　れた。三照郎はそれで留った。　〇三人は入mの五六間手前でとまった　○
　小走に与次郎が走〈かけ〉て来た。三分の二程の所で留った　○半町ぽかり
　来た時，女は人の中で留った　○女は腰を繭〈かが〉めた。三四郎は知らぬ
　人に礼をされて驚いたと云うよりも，寧ろ礼の仕方の巧なのに驚いた。腰か
　ら上が，風に乗る紙の様にふわりと前に落ちた。しかも早い。それで，ある
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　角度まで来て苦もなく確然〈はっきり〉と留った　○それで三四郎から一間
　ばかりの断へ来てひょいと溜った　○又五六歩あるいたが，今度はぴたりと
　溜まった　○眼だけは動いた。それも三四郎の真正瀟で穏かに留った　○
　野々宮さんは，縁側から立って，二三歩庭の方へ歩き出したが，やがて又ぐ
　るりと向き趨って，部歴を正面に留った　○右側に大きな晒洋館がある。美
　弥子はその前に留まった　○暗い路を戸毎の軒燈が照らしている。（工人ハ）
　その軒燈の一つの前に留った　○この時計は常に狂っている。もしくは留
　まっている　○半町程くると提灯が留まっている。人も留まっている　○美
　弥子も留った　○その嚇の音が……又余波が豊四郎の鼓膜の側まで来て自然
　に留る　○「実は佐々木が金を……」と三四郎から云い出した。「分っている
　の」と中途でとめた。三羽田も黙った　○出てくる人物が，みんな冠を被〈か
　む〉って，沓を穿いていた。そこへ長い輿を聴くかつ〉いで来た。それを舞
　台の真中で留めたものがある　〇二三期先へ来ると，車を急に留めた　○漂
　欝さんは耳にも留めない風で　○鰹人とも足を留めてふりかえった
；乏るjlとめるjなどは他の格として，「に．戸．で」をうけることがある。rに」
は主として刊oc．の名詞を受けて位格になり，「で」もそのことが多いが，理
由・原悶．／をあらわすことも少しある。
（1V－29）ヂ起立・横臥など」の動詞，2．1513，「起つ」「すわる」「腰をかける」
順をあげる」ドねころぶ」「よこたわる」ヂ起きる∬起こす」など。他動詞の
主語は入闘。自動詞の「が」の前と他動詞の「を」の前は対応する。この名詞
は，たとえば「起つ」「立つ」では，どちらかといえぽ，たてに長いもの，長く
なりうるものの意味特微をもち，1ねころぶ」はこたわる」では横に長いもの，
横に長くのびうるもの，の意味特徴をもつ。この名詞は人（1．2），生産物・慮
然物（1。4，1．5）などが主であり，他のぼあいは，動詞の意味が転義的である。
　○見ると野々宮霧が石橋の向うに長く立っている　○鏡の中に美弥子がいっ
　の聞にか立っている　○爺さんが女の隣へ腰をかけた　○失礼しようか」と
　野々宮さんが腰をあげる　○たちまち与次郎が書斎の入口にすわって　○隣
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　に田村という小説家がすわっていた　○問にしまの羽織を着た批評家がす
　わった○決勝点は美弥子とよし子がすわっている真正爾で○美弥子とよ
　し子が席を立った　○あがり環に，池の女が立っている　○野々慰が立つと
　ともに　○入弼に四，五人，用のない人が立っている　○玄関によし子が立つ
　て　○すると，よし子が立った　○すると与次郎が突然立った　○この桜の
　下に二人の学生がねころんでいた　○普通の囲舎者が始めて都会の真中に
　立って驚くと問じ程度に　○左季の岡の上に女が二人立っている　○そうす
　ると，広絹先生がむくりと起きた　○寝ていた男がむっくり起きて　○真白
　に塗り立てた娘が贋膏の化物のようにすわっていたので　△規則に反対して
　約三百人が旧館にすわっている　△……党の議員が起ち（以上1．2）△対策
　が立てられなくなり　○右手にかなり大きな御影の柱が二本立っている　○
　その後には又高い幟〈のぼり〉が何本となく立ててある　○大きな石の門が
　立っているのがある　△両者の問に，く？きり断層が横たわっているとみえ
　たこと（以上1．4，1．5）○ちょっと明晰に区別が立たないものだから　○登
　場人物の腰がすわらない　○汽車だけがすさまじい音を立ててゆく
動作の行なわれるところは「に」で示される。÷loc．である。他の例。
　Oそぼに野々宮慰を立たして　〇三四郎は立ちながらうながすようにいって
　〇三四郎は立ちながら　○自分は立ちたくなった　○美弥子はその間に立つ
　てふりかえった　○先生はこの坂の上に立って　○地面の上に立っているの
　が安全でいい　○無暗に便所か何かに立つ　○横町の角に立っていた　○正
　門の際に立った三四郎　○勝手Uに立って考えた　○精養軒の玄関に立って
　いた　○よく思われたいが先に立つ　○やはり正繭に立っていた　〇三四郎
　ははぎとすれすれに立った　○動かずに立っていると　○自分はあぶなくな
　い地位に立っている　○活動の中心に立っている　○女は暗い所に立ってい
　る　○あなたは団溺をかざして高い所に立っていた　○広い原の中に立った
　○女は秋の中に立っている　○女は雨の中に立って　○せまいかこいの中に
　立った女　○舞台のはじに立った与次郎　○美弥子の真前に立った　○東京
　の真中に立って　O舞台の真中に立って　○むこうに立っていた一一人の学生
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　○むこうに立っている美弥子　○うまいぐあいに男は立った　○ぬれても
　立っている　○いすを立つ○麿を立つ（5例）　○あんな銅像をむやみに
　立てられては　○石の門の歴史を話した。……あすごへ立てたのだと云う
　○ひとりですわっている（3例）　Q端然とすわっている　○書斎の入口に
　すわって　○座蒲団の上にすわって　○草の上にすわった　〇二人はその下
　にすわった　○筋向こうにすわった男（2例）　○隣にすわった男　○小川
　のふちにすわったこともあった　O机の前にすわって　○たたみの上へす
　わった　○そこへすわった　○枕許へすわった　○めいめい勝手なところへ
　すわる　○美弥子はこんなところへすわる女かもしれない　○学生生活の裏
　颪によこたわる思想界の活動　O例刻におきて学校へ行くつもり　○おそく
　まで起きていた　○いつものようにおきるのがつらかった
このグノレープ全体として2．3のグループの動詞（2．333のあたり）と関連があ
る。主語に人が多い（自動詞でも）のはそのためである。また「起きる」「起こ
す」は2．122（1’膜盾ｪ起きる」など）とも関係がある。「疑いをおこす」などは
むしろこちらに入れた方がよいかもしれない。
（IV－30）「傾斜・転倒」の動詞，2．1514，「ころがるjrころがすjrかたむけ
る」「かたむくjIたおれる」「たおす」「ひるがえる」など。他動詞の主語は人
間。霞動詞の主語と他動詞の「を」の前が対応する。「ころがす」「ころがる」
については，この名詞は丸い感じのもの，回転可能の形のもの，「かたむくjrか
たむける」「たおすjrたおれる」については「立つ」などと対応するもの，「ひ
るがえる」は「旗」など，ぬののような感じのものである。ひゆ的な用法もあ
る。
　○毛糸のたまがベッドの下にころがった　△多くの努力が傾けられることを
　示唆する　△女の悲鳴が聞こえ，人がたおれる物音がした　△物干台には四
　季を通じてゆかたがひるがえっているが
他の例。
　〇三四郎は首を傾けた　0：耳を傾ける（6例）一一例　一一一eeは耳を傾けて聞い
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ていた　○（建物が）法文科みた様に倒れそうでない
「耳を傾ける」は一種のイディオムであろう。
（IV－31）「据え・置き・つり・掛け」などの動詞，2．1515，「敷く∬遣くjfす
える」「かける」fかかる」「さげる」「さがる」「ぶらさがる∬たれる」など。
他動詞の主語は主として人間，自動詞の主語と他動詞の「を」の前の名詞は対
応する。「敷く」の名詞は遣かれた状態が横に長く二平らにな：るもの，「置くjlす
える」以下は全体で一つにまとまっているもので，これらのグループ全体とし
て，この名詞は，自然物，自然現象，人間の生産物，などであり，一般に具体
的なものである。生物人間のばあいもあるが，人間としての待遇でないことが
多いであろう。抽象的なものであることもあるが，動詞の蓑現がひゆ的，転義
的であるといえよう。
　○長方形の御影石がとびとびに敷いてある　○まず一部分にはじゅうたんが
　敷いてある　○隣りに乗り合わせた人が，新聞の読みがらをそぼに早く　○
　そのときwa　Rさんが，とうとう筆をおいて　○部屋の中を見廻すと真中に大
　きな長い樫の机〈テーブル〉が置いてある　○座敷の真中に美弥子の持って
　来た蟹くバスケット〉が据えてある　○広田先生の所へ行くと女の裸体画が
　懸けてあるから　△勘亭流で書かれた表粍がかかり　○空には高い臼が明ら
　かに懸る　○心持黄な色がふうと一面にかかっている　△鉄線がどうして
　ひっかかったのか，保線区員が調べたところ　○木の下を通るので，耀子が
　松の枝にひっかかる　○裏の椎の木に蜜蜂が二三百匹ぶらさがる　○空が低
　くたれている
やや転義的，ひゆ的な表現。
　△「技術輪撮」に重点が置れているというが　△ひたむきな努力だけがその
　作品を支えていて　〇三四郎がぞうきんをかける　○するとその子が結婚に
　僑仰を置かなくなる
他の例。
　　　　’
　○その真中に足掛りの為に手頃な石を鐙いたものがある　○成程珍しく屋根
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　に瓦を置いてなかった　○やがて二人の間に果物を握いて「食べませんか」
　と云った　○その前に長い腰掛を置いた　○ヂ先生二階へは是雰佐々木を置
　いてやって下さい」と与次郎自身が依頼した　0広沼先生の話し方は，丁度
　案内者が古戦場を説明する様なもので，実際を遠くから眺めた地位に自らを
　握いている　〇三四郎は頭の中にこの標準を麗いて　○早速本を置いて　○
　美弥子の傍に野々宮さんを麗くとなおくるしんでくる　○黒い眼をさも物憂
　そうに三罫引の額の上に据えた　OHi当りの好い石の上に据えてやった　○
　移り易い美しさを移さずに据えて厚く手段が，もう尽きた　〇二人が板の間
　に据えてある器械の上に乗って，身長を測ってみた　○僑子にかけたはおり
　○戸の後ろにかけてある幕　○かべにかけたのばかりでも大小舎わせると余
　程になる　○丹青会はこれを一室の今回に懸けた　○黒塗の札に野々宮よし
　子と仮名でかいて，戸口に懸けてある　○板の間にかけてある三越呉服店の
　看板　○きのうからきょうへかけて　○花道から出置へかけて　○やさしい
　ことぽもかけず　O梱談をかける（2例）　○新聞に手をかげながら　○筒
　にはぬぎすてた羽織をかけた　○めがねをかけて（4例）　○霜の様に金に
　かけるとのんきなのが多いだろう　○そのかわり学問にかけると非常に神経
　質だ　○上へかけるものも真白である　○われわれはそういう方面へかける
　と全然無学　○心配をかける　0迷惑をかける　○今頃でもうすいリボンを
　かけるものかな　〇二人の間にかかっているうすい幕の様なもの　○野々宮
　霜は思う物を探し宛てなかったと見えて，元の通りの手を幽してぶらりど’ド
　げた　○頭をさげた（3例）　○かごをさげて　○ふろしきつつみをさげて
　（2例）　〇二人は手拭をさげてでかけた　○バケツをドげた三四郎　○バ
　スヶットをさげている
以iiのうちiきのうからきょうへかけてゴ花道から出口へかけて」の二例はiか
t’p　一1　1へ」または「に」の呼応があり，その前の名詞の意味にも呼応がある。｝学
問にかけては」などの用法もまた転義的である。これらを除けば一ir．に述べたと
おりである。
　このグループの動詞は1に」格をとり，「据え，羅き，つり，掛け」などの場
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所を示している。全体としてみると＋locativeのものが多いだろう。
　このグループ以外のものでも同様であるが，「裸体をかける」のような表現は
「裸体画をかける」の意味で使われている。そう解すると本来なら「人間の行
動」の名詞になるはずであるが，この項ではそう扱わなかった。それは「人間
の生産物でもある。ここではそのように解するのがよかろう。そこで分類語彙
表としては，「1．3」の名詞を再分類してみう必要が考えられる。
（1V－32）「はめ・うずめ・投げ」などの動詞，2．1516。1はさまる」　i’はさむ」
「うずまるjrうずめるjrうめたてる」「もぐる」など。他動詞の主語は人問。
自動詞の「が」の前と対応する他動詞の「を」の前は対応する。
　0下駄の歯があぶみにはさまる　△大阪甫が都市美観と環境整備のため道頓
　堀川の両側の一部をうめたてると　△一一万三千そこそこの小さな町が，隣の
　上山田町と共同で三千二千四百万も投じ
他の例。
　○金は堺町の闘にはさんでおいた筈である　○醐筆を指の股に挾んだまま，
　三角に刈り込んだ蒜の先を引って笑った　○耳の後へ万里〈ペン〉軸を挾ん
　でいる　○聖徒イノセントの墓地に横わるは猶埃及〈エジプト〉の砂中に埋
　まるが如し　〇二十三頁の中に顔を埋めている必要がなくなった　○与次郎
　はくるりと引っ繰り返って，幕の裾を潜くもぐ〉って何処かへ消え失せた
　〇三四郎は又暖い蒲団のなかに潜りこんだ
自動詞の｛が」の前は霞然物，生産物，胤具などが多い。つまり一animateで
あることが多い。「ふてんのなかにもぐりこむ」などでは，主体は人闘である。
「はさまる罫はさむ」などでは，一般にうすいとかほそいとかのイメージを伴
うことが多いかもしれない。
　一般に1に！を伴う。1に」の前は＋locativeであることが多いが，そうでな
いこともある。そのばあいも，temporaryな＋locativeと考えられる。
（IV－33）「移動・発着」の動詞，2．1521。　a）fかけつける∬でかける」「殺
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到する」「席につく」「ふみきるjrもってくる」「もっていく」「わたす」「おく
る」「とどける」b）「うつる」「わたる」「つたわる」「こす」「剃着する」「達す
る」「つく」「もたらすjC）「とどく」「発車する」「着陸する」「とびたつ」「漂
着する」「及ぶ」など。a）は主として人が主語，　c）はもの，車など，　b）は
その両春が主語になる。全体として自動詞が多いが，「とどく」「とどける」の
ように霞他の対応のあるものでは，名詞の対応がある。
　○停車場〈ステーション〉の方から提灯を点けた男が鉄弓〈レール〉の上を
伝って此方へ来る　○悪魔が乗り移っている　○野々宮が此処へ移ってから
三三郎は二三度訪問した事がある　△政府軍の兵士が戦車のところに駈けつ
　けたところ　○番頭が只今一寸出ましたから，帰ったら聞いて参りましょう
　〇三四郎が今夜でかけて来たのは　△ここから二人が更に水深25メー1・ル
　に置：いた深海別荘に繊かけてゆき　△夜行組が殺到することが予想される
　△このため山濁氏が委員長席につき　○向うには庄司という博士が座に着い
　た　○あなあが里見さんのところへお移りになるというのは本愚ですか　△
　米油がB52ショーに踏み切ったのは　○小僧が奥からいろいろ持ってきた
　のは　○下女が茶を持ってきて　○台所から下女が茶を持ってくる　○下女
　が茶をもってくる間　○美弥子は与次郎に金を貸すと養った。けれども与次
　郎には渡さないと云った。実際与次郎は金銭の上に於ては，二二し悪〈にく〉
　い男かも知れない。然しその意味で美弥子が渡さないのか，どうだか疑わし
　い。もしその意味でないとすると，自分には甚だ頼もしいことになる。ただ
　金を貸してくれるだけでも十分の好意である。自分に逢って手渡しにたいと
　云うのは　○給仕が瀬をもって出る　○必ず与次郎が（金ヲ）持ってきてく
　れる一とまでは無論彼を信用していないのだが　○下女が宿帳をもって
　きた　△われわれがもってきてきたすべての聞題　O与次郎がまた，耳のぞ
　ぽへ口をもってきた　○実はお国のおっかさんがね，せがれがいろいろお世
　話になるからといって結構なものを送ってくださった　△注文で出されたも
　のは全部外閣から送られてきた機械で　○国から金が届いたから　○小包が
　届いたとき　△下り列車が発車できなくなり　○汽車が豊橋へついたとき
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ムソ連が月世界に着陸する有人衛星をつくるのは　ムインド空軍のジェット
機一機が22N，アッサム州カラハチ空港に着陸しようとして　△午後二時半
ヘリが飛び立ち救毘に向かった　○お客が幡子と外套を給仕に渡して　○な
るほど白い雲が大きな空を渡っている　○風が女を包んだ。女は秋の中に
立っている。「あなたは……」風が隣へ越した時分　○そのなごりのひびきが，
東京にいる時分の耳にかすかに届いた　△爪が届くかというとき　△橿手が
潜水艦では手が届かず　△孝江ちゃん（8つ）の遺体が岸壁に着き　△船体
の破片などが漂着した　○絵の中の気珍がこっちへのりうつる　ムパリコレ
クションがただいま鋼着しました　○万一わずらいが広蟹先生に及ぶようで
は
次の例は内容は種々であるが，動詞の胴法が転義的なもの，他動詞の主語が人
でないもの，その他である。
　○気楽なら好いけれども。与次郎のは気楽なのじゃない。気が移るので一
　例えば国の中を流れている小川の様なものと思っていれば間違いはない。浅
　くて狭い。しかし水だけは始終変っている　○眸と瞼の距離が次第に近づく
　様に見えた。近づくに従って三四郎の心には女の為に出なければ済まない気
　が萌〈きざ〉して来た：。それが頂点に達した頃女は投げる様に向うをむいた
　△全般の停滞が業績低下をもたらした　△「開発」の研究成果がもたらした
　大きな波紋　△この政策がもたらす結果はただひとつ　○風がもってきてす
　てていったように　○都合がついて質をうけだして　○どこも月末で都合が
　つかない　○それはとうてい見込みがっかない　○話が一段落つくと　△
　いっこうに話し合いがっかず　△野党側と話旧いがつけぽ　△すでに日ソ両
　翻が了解に達していた　△すべての証券会社がその揖的を完全に達成したと
　は　○それからそれへと頭が移ってゆくうちに
他の例。
　○すぐ大久保へ出掛けて見たくなる　○暇さえあれば下宿へ嵐掛けていって
　一人一人相談する　〇三四郎はその夕方野々宮さんの所へ出掛けたが　○闘
　子坂へ出掛けるには当らない　○こう云う帳面を持って度々豊津まで出掛け
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た事がある　〇三鰻郎は又隠袋〈かくし〉へ手を入れた。銀行の通帳と印形
を出して，女に渡した　○野々宮さんは，「何，大して面倒でもありませんが
ね」とすぐ机の抽出〈ひきだし〉から預かったものを出して，董四郎に渡し
た　○帳蘭と印形を掛のものに渡して　○不都合がないと認めたら金を渡し
てくれろ　○引き易に金を渡すものからは無論即薦に受け取るが　○御金は
ここにありますがあなたには渡せません　○すぐ受取ったものを渡そうとし
て　○国から送ってきたばかりのかわせ　○始めのうちは音信〈たより〉も
あり，月々のものも几脹面〈ちゃんちゃん〉と送ってきたからよかったが
Oこの時延分も何か買って，鮎の御礼に三輪賑のお光さんに送ってやろうか
と思った　〇三四郎は丁寧な礼状を美弥子に送った　○依頼の金は野々宮さ
んの方へ送ったから，野々宮さんから受取れ　○改札場の際までおくって
きた女　○美弥子は玄関まで送ってきた　○私の傍まで来れば交番まで送っ
てやるわ　○野々宮さんは，妹を送って里見まで連れて行ってやるだろう
○親から月々学資をおくってもらう身分　○与次郎は広滋先生と原口さんに
招待券を送ったと云っている　〇三四郎はつまらんものを送ったものだと
思った○帰るときに，序だから，午平中に届けて貰いたいと云って，袷を
一枚病院まで頼まれた　○実は必要な工十円を下宿へ払って残りの十円をそ
の翌βすぐ里見の家へ届けようと思ったが　○迷子はとうとう巡査の手に
渡ったのである　○すると美弥子は石の上にある右の足に，身体の重みを託
して，左の足でひらりと此方側へ渡った　〇三四郎も食っ付いて向うへ渡っ
た　○何時の闘にか河を向うへ渡った　〇二人はすぐ石橋を渡って左へ折れ
た　〇二入は石橋を渡った　○手を出している間は，調子を取るだけで渡ら
ない　〇三四郎は美弥子から洩れて，よし子に伝わって，それが野々宮さん
に知れているのだと判じた　0原urさんは舞台を降りて，人と人との間を伝
わって，野々宮さんの傍まで来た○先生，折角大久保へ越したが，又此方
の方へ出なけれぽならない様になりそうです　○大久保へ越したのも，或は
そんな経済上の三舎かも知れない　○ここへ越してからまだ一度も行かない
Oそんなに急いて越すのかと」三四郎がきくと○「急ぐって先月中に越す筈
　　　　　　　　　　　　　　一113一
　のところを明後臼〈あさって〉の天長節まで待たしたんだから　○谷を越す
　とすぐ向うである　○結果1埋る平凡である。けれどもこの結果に剃着する
前に色々考えたのだから　○一番に到着したものが，紫の猿股を穿いて婦人
　席の方を向いて立っている　○その不便が段々高じて極端に達した時利他主
　義が又復漬する　○濃く真直に蓬〈ほとば〉しる時は，哲学の一高頂に達
　した際で　○そこで本人の霞的は達せられる　○勘定をして窃を出て，停車
場〈ステーション〉へ着いた時　○会場へ着いたのは殆んど三時近くである
　○そのうち汽車は名古屋へ着いた　O名古屋へ着いたら迷惑でも宿屋へ案内
　してくれ　〇九時半に着くべき汽車　○パリへ着くやいなやたちまち豹変し
　たそうですね　〇三界郎は下から，よし子の蒼白い顔を見上げた。始めてこ
　の女に病院で逢った昔を思い出した。今でも物憂げに見える。同時に快活で
　ある。頼りになるべき凡ての慰籍を三四郎の枕の上にもたらして来た〇三
　四郎はこの手紙を見て，何だか古ぼけた昔から属いた様な気がした　○国か
　ら金が届いたから取りに来てくれたまえ　○小包が届いた時，一応着てみて
　○足は床に届かない　○学資は毎月月宋に届くようにするから安心しろ　○
　御馳走に届くまでは廷びるそうです。
場所を意味する名詞に，助詞「へ」「にjrから」「まで」などがっく。「発着」
の「発」が「から」，「着」がその地である。この名詞は大体が縁oc．であるが，
そうでなく，臨時に場所の意味をもつものであることがある。「渡すjr贈る」
「とどける」などは，多くあるいはすべてのぼあいにこの名詞が人である。対
人行為の動詞のぼあいである。fわたる」「こす」などは場所の意味の名詞に「を」
がついて通過点を示す。
　「渡る」「渡す」「届く」「届ける」など意味に対応のあるものでは，「が」「を」
の前で名詞の対応がある。これらは主として金品である。
（1V－34）「走り・飛び・流れ」などの動詞，2．1523。「走る」「走らす」「飛ぶ」
「はずむ」「はずませる」「ながれる」「ながす」「ただよう」「はう」「すべる」
「まわる」「めぐる」「うずをまく」咄まわる」。他動詞の霊語は人。自動詞が
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多く，基本的な用法では主語は霞然物が多いが，転義的・ひゆ的な用法ではそ
の他のものが主語になる。
　○綿の光ったような濃い雲がしきりに飛んでゆく　△下から羽のはえた悪魔
　が空を飛んでおっかけてきますQ一番低い所に鎖壌が流れている　○工人
　の足の下には小さな川が流れている　○……ら七人が突風のため海岸に押し
　流されて　△鎌倉逗子方面で悪臭が漂い始めており　○裸体の女の腰から下
　が魚になって，魚の胴がぐるりと腰をまわって，向う側に尾だけ出ている
　△当時は左翼の：文献が洪水のように出まわり　○この黒い影が地の上をはっ
　て　0その不便が段々高じて極端に達した時利他主義が又復活する。それが
　又形式に流れて腐敗すると又利己主義に帰参する　△第八期審議会がやっと
　スムーズにすべり出し　△やはりそうかという表情が傍聴席にさっと流れる
　△楽しかったお正月の話がはずんだ　△「さすらいのm笛」のテーマが流れ
　ている
他の例。
　○縁側は南天を基点として斜に向うへ走っている　○この丘とはまるで縁の
　ない小山が一段低く，右側を走っている　○ことに青木堂で茶を飲んで煙草
　を忌んで，霞分を図書館に走らしてよりこのかた，一層よく記憶にしみてい
　る　○薄笑いをしただけで，又洋盤〈ペン〉を走らし始めた　○与次郎の話
　はそれからそれへと飛んでゆく　○忽ち五六人の男が飛んで出た　〇三四郎
　は贋の扶〈たすけ〉を籍〈か〉らずに，すぐに向うへ飛んだ　○みんな息を
　はずませているように見える　○例えば田の中を流れている小川の様なもの
　と思えば　○例の女が入口から，「ちいと流しましょうか」と聞いた
助詞「へ」rに」が場断を意味する名詞について，方向，屋的地を示し，「を」
がやはり場所を意味する名詞について経由点を示す。「走る」の主語は本来動く
ものであり，「人」や「車」が主であろうが，「縁側」のようなぼあいは転義的
であろう。「飛ぶ」のばあいも「飛行機」や「雲」であろう。「流れる」は「川」
が多いが，VEjのなかを浮んでながれるものもある。
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（1V－35）「通過」の動詞，2．1524「通る」「通す∬貫く∬ぬける」「横切る」
など。「通る」の主語は人，車など動くもの。「通す」の「を」の前は人や車も
あるが，糸や綱もある。「通す」の主語は人。r貫く」「横切る」や「通る」のば
あい，本質的には動かなくても，動くものに準じて扱う表現が珂能で，少なく
ない。「貫く」「横切る」は飽動詞と考えられるが，「を」の前の名詞の性質は自
動詞のそれに類似して，場所，準場所のことがある。
　△私が中国を通ってハノイへはいった　○窓の外を楽隊が通ったんで　○学
　校の馬子をかぶった生徒が大分通る　○申分がこじきの前を通るとき　○学
　生が多く通る　△昌の前を八高線の汽車が煙をはきながら通っている　○電
　車がしきりに通る　○馬車や車が何台となく通る　△二日おきに低気圧が通
　るので　○着物の色は何と云うか分らない。大学の池の水へ，曇った常磐木
　の影が映る時の様である。それを鮮やかな：縞〈しま〉が上から下へ貫ぬいて
　いる。そうしてその縞が貫きながら波を打って，互に寄ったり離れたり，重
　なって太くなったり，割れて二筋になったりする　○美弥子の立っている所
　は，この小谷が，丁度谷中の町を横切って根津へ抜ける石橋の傍である　○
　ただ鼻筋が翼置に通っている所だけが頭洋らしい　○悠然としてふとくたく
　ましい棒が二本穴をぬけてくる　○与次郎がここをぬけて道灌山へ
他の例。
　○そんな事を考えて森の下を通ってゆくと，突然その女に逢った　○なにこ
　れは佐竹の下屋敷で，誰でも通れるんだから構わないと主張するので，二人
　共その気になって門を潜って，藪の下を通って古い濾の傍まで来ると　○と
　ころへ開帳が璽と鳴って孟宗藪のすぐ下を通った　○道があるなら，あの唐
　辛子の傍を通って行きたいという　○この夏ある所を通ったら婆さんが二入
　で問答していた℃前を通った事は何遍でもある　〇三四郎の横を通って，
　自分の座に帰る　○高等学校の横を通って　○しぼらく河の縁を上るともう
　人は通らない　○一日待っていても誰も通らないかもしれない　○いつまで
　待っていても誰も通りそうにありませんね　○本来は暗い夜である。人の力
　で囎るくした所を通り越すと　○だまっていると前を通りぬけてしまう　○
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与次郎も三四郎も，成程としったまま，御穿の前を通り越して　○例の女は
すうと立って三四郎の横を通り越して車室の外へ出て行った○あまり無分
　鋼の度を通り越しているので意晃をする気にもなれない○萩を通り越して
縁鼻まで来た　○多くの松を通り越して左へ折れると　○その眼は流星の様
　に三四郎の区間を通り越えて行った　○白い棺は奇麓な風車を断間なく揺か
　して，三四郎の横を通り越した　〇二人の女は三四郎の前を通り過る　〇三
　四郎は茶の闘を通り抜けて，廊下伝いに書斎の入口まで来た　○その間を電
　車がぐるつと麹って，非常な勢で通る　〇三四郎は此処を通る度に，里見恭
　助という人はどんな男だろうと思う　○ところへ又汽車が遠くから響いて来
　た。その音が次第に近付いて溢三州の下を通る時は，前の列車より倍も高い
音を立てて過ぎ建った　0提灯の影は踏切りから土手下へ隠れて，孟宗藪の
　下を通る時は，話し声だけになった　○馬が云う事を聞かないで，意地を悪
　くわざと木の’ドを通るので，幡子が松の枝に引っかかる　○さっきの女の影
が見えた。並んで岡の裾を通る　○妹が学校へ行き帰りに，戸山の原を通る
　のが顧だといい姦しましてね　○窓の前を通る時二人の話を熱心に聞いて見
　たが些とも分らない　0赤門の前を通るぽずの電車　○どうぞと卜うからつ
　いて上がると臨接間へ通した　○野々宮さんは腰を立てて原口さんを通した
　○袖から袖へ慢幕の綱を通して　○どんな本を借しても，きっと誰か一度は
・眼を通している　○一一ue線に生垣の間を横切って，大通へ趨た　0やがて黒
　板をはなれて，芝生の上を横切ってきた。
「通る」は紐ocativeの名詞にギを」のついた補語をとる。　i通す」は「人をど
こに通す」ド穴に糸を通す」のような蓑現になる。r眼を通す」は一種のロキュー
ションであろう。
（IV－36）「追い・逃げ」などの動詞，2．1525。「すぎる」，／追う∬追いつく　．i
lおいやる1「ついてくる」，「かよう」など。「追う」以下の主語はやはり移動
性。人，車，露然物などe
　Oあとから女がついてくる　○第二の美弥子が，この静さのうちに，次第と
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　第一に近づいてくる。……第二の美弥子が漸く追付いてくる　△わたしたち
　の仲間では，家庭のことが木村霜を死に追やったとみている　○それでこや
　のなかは，空気が通わなくなって
他の例。
　○時期はすぎていた　〇三四郎は急いで追付いた　○与次郎は一緒について
　きて損をしたと云わぬぽかりに　○女は何とも云わずについてくる　○美弥
　子のうちから学校へかよう　○毎日学校へ通って　○河は真直に北へ通って
　いる。
fすぎる」はfを」，fかよう」は「に」で場断を意味する名詞にむすびつく。
「すぎる」は時間，程度の規準などを意味する名詞と「を」を介してむすびつ
く。
（1V－37）「進退」の動詞，2．1526。「進む」「進める」「退く∬引く」など。他
動詞の主語は人。自動詞の主語はいろいろである。自然現象のばあいは場所的
空間的変化と時問的変化が多いだろう。人間が主語のこともあり，このばあい
は空間的と思われる。人問の行動に関係するときは，事態の変化に関すること
が多いように思われる。場所的変化は「に」でその位置を示すことがあり，そ
の名詞は＋10c．である。
　△ことしはベビーブームの波が引いたあとで　△東シナ海の低気圧が東進し
　ているので　△吉信が二条城を退却　△仏がNATOを脱退　△まず双方が
　武器を引いて和平の話合いをする　△その準備が進んでいる　△更に就業が
　進むにつれて　ムカルテル結成による生産調整が現在物協議会で進められて
　いる　○ことがうまくいって，しらんかおをして　△それが，二幕目になる
　といつしか両看のはげしいののしりあいに発展する　○こんどは我意識が非
　常に発展しすぎてしまう　ムアズリカよりも次進国日本の方がずっとすすん
　でいる
他の例。
　○秋は高くなる。食欲は進む　〇三四郎は自分から進んで人の機嫌を取った
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ことのない男である　○知らず知らずの間に，五頁六頁と進んで，ついに二
十七頁の長論文を苦もなく片付けた　〇三四郎はこの苦悶を払おうとして真
塵に進んでゆく　○実際今日の文民は全く吾々青年の手にあるんだから，一
言でも半句でも進んで云えるだけ養わなけりゃ損じゃないか　○今夕の麦酒
と珈緋はかかる隠れたる目的を，一一歩前に進めた点に於て，普通の麦酒より
も伽緋よりも百倍以上の価ある貴〈たっと〉き麦酒と門下である　○原Uさ
んの画筆はそれより先には進めない　○運動の歩を進める（他2例）○大勢
の後から，こぞきこんだだけで，三四郎は退いた　〇三四郎はおもわず顔を
後へ引いた　○両手を伸ばして，首をあとへ引いて
（IV－38）「嵐入り1の動調，2．1530．・rはいる」「入れる」「出る」「出す」9……
だす」ヂ……でる」など。他動詞の主語は人。自他に対応のあるとき自動詞の主
格と他動詞の対格が対応する。霞動詞に経由点（＋loc．）の1を」，がっくこと
がある。＋10c。の名詞あるいは臨時に場所の役をするような名詞に「にj／入」
がっき，嵐発格のヂから」がっく名詞がそうことがある。ヂはいる」漁る」の
主語は人であることがかなり多いが，そうでないぼあいも少なくない。
　○若い美人が出入するといううわさがある　【人が「出る」】〇三四郎がはじ
　めて教室へはいって　○そこへ威勢よく㌻次郎がはい・）てきた　○どこへど
　んなどうぼうがはいったか一昌にわかるように　○董四郎の視線のうちには
　是非共これらの唄＝漢がはいってくる　○庭の木戸がぎいと開いて，野々宮さ
　んが這入ってきた　○与次郎と敷居際ですれちがって，原口さんが這入って
　きた　○この女が車室にはいってきたとき　○書斎の戸をあけて自分が先へ
　はいった　O自分がこの批界のどこかへ這入らなければ，その管下のどこか
　に欠陥が出来る様な気がする　△丁半ら八人が，八相権の消滅した山林には
　いり木を切った　○㌻次郎が門をはいるのとが　【その他のヂはいる」】△ま
　だ籍のはいっていない内縁の妻　△英国議会にはじめてテレビカメラがはい
　り　△番組に正真ll三銘の1ちゃっきり節」がはいっている　○海運株などに
　大91の買物がはいり　△二万株の成行買がはいった　【イディオマティク】
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○この時女の帯の色がはじめて三四郎の自にはいった　○あれを読んでおか
ないと僕の用事が頭に這入り悪〈にく〉い　△この文書がどういう経路で西
側の手にはいったか　【「はいっている」一「いれる」の「を」に対応】○な
にかサンドウィッチがたくさんはいっている　○なかにはたるがきがいっぱ
いはいっている　【「いれる」】○大きなガラスのはちに水がいれてある　△
あとはスイッチが窃動的に電気を入れる　【その他の「はいる」系】△児童
99人がま新しい紺の糊服で行動入りした　△覆藤した二人組みの男がおし
入り　△事：務所に強盗が揮し入ったが　O新しい家が往来から二三軒ひっこ
んで　【人が「出る」）△四十七人が趨稼ぎに出ており　○たちまち五六人の
男が目の前に飛んで出た　○すると突然原口さんが幕の間から出てきた　○
先生がベルがなって十五分たっても鎧てこないので　○霜が舞台の上に出て
きて　O野々宮さんが庭から出ていった　○そのかわりおれの方が出るから
〇二人のあとから続々聴講生が繊てくる　○明瞭な女が出てきた　○あなた
が出ておしまいになれぽ　○与次郎が手すりのところまで繊てきた　○なか
から人が出る　○池のぞぽまでくると番人が出てきて　015号は三四郎が
今出てきた部屋である　0けれども相手がいつもああ笛るとすると　○髪結
床の職人が大勢出てきて　〇三四郎が玄関へ出るのと　○案の如く三輪田の
お光さんが出てきた　○アシェケナージがこのコンクールから出てくる　△
期待して買っていた目先筋が，期待通り舎併比率の改善がきまって売りに出
たようで　○用談があって人と会見の約束などをする時には，先方がどう出
るだろうと云う事ばかり想像する　【宙然物・自然現象が咄る」】△工場南
側の壁から煙が出ているのを従業員が見つけ○またひとねいりするとこん
どは汗が出た　△昨年から足にむくみが出て　△この美しい顔から涙が出た
○豚などは手が鵬ない代りに鼻が出る　○あの女は反っ歯の気味だから，あ
あ始終歯が出るんだそうだが　○儒絆の襟からのどくびが出ている　○渦が
出ると，大変に叱られる　○月のぞぽに虐い雲が出た　○空に美弥子の好き
な雲が出た　△小ぶな，へらが幽はじめた　△小糸川上流ははやが百尾近く
出る　○かむと味が出る　○味が出るまでかんでいちゃ　△ぬっただけでみ
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ごとなつやが出ます○聞きうることのできない色が出る　〇三四郎の体が
まだ靡のかげを出ない　○のめりそうに胸が前に出る　○きれいな手が二の
腕まで出た　○どうも好きなものには自然と手が出るものですね○ひげの
はじがこく出ている　○煙がしきりに出る　0左の手がこしにそったまま前
へ出た　○そこから顔が出た　【1．3関係】△災警原困の鑑定書が出て　△異
常乾燥注意報が出っぱなし　○答えようとしたがちょっと智力咄なかった
○ドイツの哲学者の名がたくさん出て来て　○何故，鴛の名が出ないで僕の
名が出たものだろうな　○新しい本の名が干てくる　○とうとう三四郎の名
前が出てきた　○白い歯の間から出た　○また与・次郎の悪繊が出た　○いろ
いろな批評が出る　△住民のうったえが出ている　○大変苦惰が出た　○と
ことわるだけの勇気が出なかった　○まるで分別が出なかった　○一種の表
情が出てくる　△日程が十分とれないおそれが出てきた　△買上ったつかれ
が出てきたのだろう　△改正案が出て採決されても　○思うような結果が出
てきません　△設備投資の動きが出て　○ことしの米は今に値が出るから
【L4】○そのなかから矢が二本出ている　○君，九段の燈明台を知っている
だろう」と又燈明台が出た　Oビルジングのアングルのところだけが少し出
ている　○妙な看板が出ている　△毎月百枚近い新盤が毘て　〇三照郎が
色々考えるうちに，時々例のリボンが出てくる　○やがてコーヒーが出る
0果して原口という表札が出ていた　○柱に里見恭助という表札が出ている
O一枚の活版ずりの葉書が出てきた　○あとから3が出る　○そのあとから
4が出る　05が出る　○下に2の字が出た　△やがてすぐれた論：文が出は
じめた　○あの小説がtilてから　○ベーコンの論文集が鐵た　○「左翼劇場」
という本が昭和の初めに出たこと　△根当きつい値下りをした銘柄が出た
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【「出す」】なけれぽぼくが出しておくから　ムェ三百余の修正案が繊された
が　△捜索願いが出されていた　ムテレビ局の免許申講が出されれぽ　○心
が外へ店を出しているところ　○そのなかで木戸番ができるだけ大きな声を
出す　○植えこみの松のむこうから与次郎が大きな声を出した　○ところへ
例の男が首をうしろから出して　○……の方をですか」と与次郎がqを趨し
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　が指導にくりだしたが　○玄関の代わりに西洋間がひとつつき出していて
　○そのかわり枝が半分往来へ逃げ出して　△国会議員が乗り出す　△採用を
　手控えていた商社が，最近になって求人に乗り出した　○すると与次郎が少
　し前に乗り出してきた　○ポケットから半分封筒がはみ回している　○原口
　さんが無理にひっぱり繊した　○材木がほうり出してある　0敷物として敷
　いたというよりぱ色の好い，模様の雅な織物として放り出した様に見える
　△最終段購になってソ連側が持ち出した問題は　○……じゃないか」と筋向
　tの博士が比較を持ち出した　△それに今回は生活苦がにじみtilている女の
　役を　△Mさんが走り出ると
他の例。
　【はいる】○弥生町の門から這入った　○急いで逡入って行くのを冤て，自
　分も足早に入場した　0一口女にどうですと相談したが，女は結構だという
　んで，思い切ってずっと這入った　0野々宮蒋の穴倉にはいって　○図書館
　にはいった　○教室にはいって　〇二時間ほど読書三昧にはいった　〇二人
　は大きな杉の下にはいった　○案内も乞わずに廊下伝いに這入ってくる　○
　安心して床にはいったが　○床にはいってから　○すこやかな眠りにはいつ
　た　○大学の病院にはいっているんですか　○「森の女」の部屋にはいった
　〇三四郎の眼にはいった（3例）　○湯にはいって（2例）　○しきいの（へ
　やの）うちへはいった（2例）　○今年また選科また選科へはいったのだそ
　うだ　○図霰館へはいった　○画室へはいった（2｛列）　○教室へはいって
　（2例）　○大学校へはいって　○小屋へはいった　○自分が先へはいった
　○そのなかにはいって　○谷へはいった　○大学へはいった　O床へはいつ
　た　○あんなところへはいったことがない　○青木堂へはいった　○（店な
　どの）なかへはいった（て）（6例）　O繭片町十番地へはいって　○自分の
　部屋へはいって　○だれか便所へはいったようす　○店へはいった　○唐物
　た　0隣にいるしまの羽織の批評家が口を出した　△地元の伊勢崎署が喩
　門魔警戒班」を出し　【「……だす」「……でる」】○あまり水が多過ぎたのと，
　筆の使い：方が中々不慣なので，黒いものが勝手に四方へ浮き出して　△役員
　　　　　　　　　　　　　　　一122一
屋へはいった　○細い横町へはいって　○下女もはいってきた　○図書館へ
もはいったが　○自分ももとよりはいっていたのである　○赤門をはいって
○校門をはいってくる　○門をはいってから　○光線は厚い窓掛にさえぎら
れて充分に這入らない　○農にはいらないたてもの　○この世界のどこかに
はいらなければ　○控室にはいらなかった　○折角門内にはいられる機会を
○演芸場にはいりきれない　○頭にはいりにくい　○あの木の影へはいりま
しょう　〇三人連れではいりこんで　○くぐりからはいると玄門までの距離
は　○勝手口からはいると　○庭からはいるべきのか　○図書館にはいるこ
とを知った　○教室にはいる時分　○大学にはいる　○構内へはいると　○
書塵へはいる権利　○大学へはいる　○控室へはいる　○へやへはいる　○
西片町へはいる　○はいるのははじめてである　○正門をはいると　○……
門をはいる（6例）　【いれる】○勘定に入れて　○大きな行李へ入れて
○それを質に入れて　○封に入れて　○座敷に入れたまんま　○名刺をたも
とに入れた　○戸棚へ入れて　○へやのなかに入れて（2例）　○あたまの
なかに入れておいた　○これをはこに入れて　○封筒ごとふところへ入れた
○紙包をふところへ入れた　○手をポケットへ入れて　○寄宿舎へでもいれ
て　○ぜひとも日本人を入れてもらおう　○足へ力を入れて　○……に（へ）
手を入れて　○ふところへ手紙を入れて　〇五万人もいれた　0湯沸しにあ
つい湯を入れて　○大学へ入れる　○書物を西洋間に入れる　○外へ出て風
を入れるさ　○外国文学講師を入れる　○こういう思想をいれる余裕はない
○ポッケットへ手を入れると　〇七千人を入れる席　【出る】○自分は田舎
から出て　○きみは九州のいなかから出たぽかり（2例）○与次郎のもその
うちから出ている　○今夜の会費もそのうちから出ている　○家のかげから
出て　○講師は教室から出ていった　○この答えは美弥子の鷺から出たとは
思えなかった　○便所から出てきた教授　Oanswerという字はアンダPtサ
クソン語のandswaruから出たんだと云う事を覚えた　○鉄砲をかついで出
た　○見に行ったってそれで出てくるような：男じゃない　○とうとうこらえ
きれないで出てきたの　○きょうは使いに娼ました　0鴛行くなら一緒に出
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ましょう　○そこまでで一緒に出ましょう　○その光景が十通りにも二十通
りにもなっていろいろに出てくる　○送りに嵐てきた　○理科大学とかに出
ているそうだから　○ちょっと買物に畠ました　○給仕に出た下女の顔　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　レ午後は大教室に趨た　○……の講義に出た（2例）　○散歩に鎧た　○論文
は雑誌に出ましたが　○身体の方はあまり洗わずに出た　○女の為に出なけ
ればすまない　○与次郎に対してはあまり丁寧過ぎる。広田に対しては少し
簡略すぎる。三四郎はどっちつかずの中間に出た　○与次郎はしかたなしに
出てきた　○女王の前に出た心持　○汽車は容易に出ない　○よめに行く気
は出ない　○ゆうべはのみは出ませんでしたか　○勇気は出なかった（2例）
○図書館わきのあき地へ出て　○丘の上へ出た　O上へ出た　○縁側へ出て
○大久保へ出て　○大通りへ出た　○表へ出た（て）（9例）　○繭洋軒の会
へ出た　O学校へ出て　○何だか文句がある様だけれども，ロへ出てこない
〇三四郎はこれ（講義）ぺ出た　○外へ出（よう）て（2例）　○高田へ出
たので　○東京へ出て　○通りへ出た（て）（7例）　○……のところへ出た
○静かな秋のなかへ出たら　○世の中へ出なら　○植木量の庭へ出てしまう
○畑へ出た　○風呂場へ出ていって　○明らかなひなたへ出た　○……の方
へ出て　○……前へ出た（て）（5例）　○谷中へ出て　○道灌山へ出よう
0廊下へ出た　○きれいな手が二の腕まで出た　○玄関まで鎧てみた　○
　・・のところまで出た　〇四つ角まで出て　○とうとう10まで出た　○
月々余裕が一文も出ない　○イプセンも鐵なけれぽニイチエも出ない　○別
段の会話も出なかった　○学生も出てこない　○別段の答も出ない　○タウ
エルの外に一寸も出なかった　○……という説も出た　015去たっても出
てこない　○いくらつらまえようと思っても出てこない　○ぐうの音も出な
い　○ことわる勇気も出ない　○……する勇気も出ない　〇三四郎はそれで
穴倉を出た　○一緒に図書館を出た　○与次郎について教室を出た　〇三四
郎は瘡積を起して教場を出た　〇三四郎は真実に熊本を出たような心持がし
た　○ぶらりと：玄関を出た　〇三四郎も続いて庭を出ようとすると　○傘だ
け持って改札場を出た　○妹はもう病院を出たという　○部屋を出ていった
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（2例）　○門を出た　○宿を出て　〇三叩郎は，こう云う顔立ちから出る，
この蒔ひらめいた咄嵯の表情を生れて始めて見た　○菊人形から娼る声だ。
人聞から出る声じゃない　〇三圏郎は少し酔った様な心持である。口を利き
出すとつるつると壌る　○つい散歩に出る気になって　○新聞に出るまでは
ちっともご存じなかったのですか　○町を左へ切れるとすぐ野に鵬る　○こ
の人の前に趨ると　○あんな芸術家はめったに出るものじゃない　○白山の
坂の上へtilる　○路地をぬけて裏へ出ると　○あの会へ鵡るがいい　○翌R
学校へ出ると　〇三四郎が玄関へ出ると　○外へ出ると（2例）　○通りへ
出ると　○裏通りへ幽ると　○不案内の土地だからどこへ出るかわからない
○池の端へ出るまで　○大学の方へ出る　○正門の方へ出る　○応接間へ出
るために　○年長春の前へ出るために　○のめりそうに胸が前へ出る　〇四
つかどへ出ると　○教場を出るとき　○庭を出るとき　○野へ回れぽ　【出
す］○借りてみる気も出さない　○手も出さない　○血を鋸さなけれぽ人が
殺せない　0女は手を出さない　○その手を吾妻＝一トから出したとき　○
右の手を哲の手すりから出して　○こいけむりをひげの中から出したが　○
また首を窓から出した　○皿のものをつまんで出した　○荷物を一度に出し
た　○大きな声をのべつに出して　○アポロなどを引き合いに出して　○
ノートを三四郎の方に出して　○茶をくんで縁側へ出して　〇三四郎の屠の
下へ屠した　○……を前へ出して（3例）　○足を芝生の端まで毘して　○
ほかの小説でも出して　○社会へ頭を出した　○印形を出した（2例）　○
顔を出した（3例）　○みかんのかごを出した　○半分体を出した　○批評
家（与次郎）がUを出した（3例）　○窓から酋を出した（3例）　○（大
きな）声を出した（ll例）　○雑誌を出して　○新聞を出した　○茶を出し
た　○通知を出して　○乎を出して（た）（6例）　○手紙を出した　○熱を
出した　○歯を出して笑った　○ハイドリオタフィアを鵬して読み始めた
○ハンケチをtliして（2例）　○すぐ返事を出してくれれば　○白い繭垂を
出し　○外へ店を出し　○一枚の名刺を出して　○……（し）たものを出し
○書きかけを三四郎の方へ出す○野々宮さんも折々口を出すと思われる
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　○声を出す（2例）　○通知を出す　○風呂敷包みを出す　○竹格子の窓か
　ら鼻を出す位にして　○こんなことに口を出せば　○本当の肖像画を描いて
　展覧会にでも出そうと思って
「に」格の名詞と「はいる」の関係は前論「助詞『に2を含む動詞句の構造」
に述べたところである。咄る」「出す」はせまいところから広いところへ，内
側から外側へ，現在位置から次の位置への移動であり，「はいる」「入れる」は
ひろいところがらせまいところへ，外から内へ，次の位置から主体の位置（近
く）への移動である。「出る」のぼあいrおもて1「外ゴその他の名詞が多くR
立ち，「はいる」のばあい「なか」，「（門）内」「へや」などが目立つのはそのあ
らわれであろう。
（IV－39）「往復」の動詞，2．1527。「行くJfくる」「やってくるjrかえる」「と
んでくる」「いらっしゃる」「もちかえる」「おもむく」など。主として移動性の
動詞。自動詞で主語は人が多い。そのほか，手紙・しらせ，時期・時刻などが
饅立つ。移勤可能のものであるか，主語にとって接近，その逆と考えられるも
のかである。「……てくる」の形で事態の変化を表わすことがある。移動先は＋
loc．の名詞に「に」「へ」「まで」などがっく。
　【人】△本田さんが来て　△森田さんを残して従業員が帰った　○通りへ出
　ると，殆ど学生ぽかり歩いている。それが，みな同じ方向へ行く　○佐々木
　さんがあなたのところへいらした　○ひとりの学生が，与次郎に，演芸会が
　……と教えにきてくれた　〇三四郎が広田の家へ来るには色々な意味がある
　○ところへ広田先生がフPtックコートで天長節の式から帰ってきた　○この
　男が二人の前へ来た時　○原口が広謡先生のところへ来て　0先生がはしご
　段の下へ来て　○この男がなかなか帰りそうもない　○相手がどこへ行くの
　だか　○そのうち会員が段々くる　○奇麗な女がたくさんくる　○与次郎が
　そばへ来て　○よし子が，そう早く来ようとは待ち設けなかった　○霞分が
　西洋へ行って．○先生がしばらくこないといって　○ぼくが始終行けるか，
　むこうが終始来られるところでないと　○与次郎が三四郎の下宿へ来た　0
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与次郎だけが三四郎のぞぽへ来た　○久しぶりに熊本での友人がくる　○母
がくにへかえる　○おっかさんがくにへかえった　○翌日与次郎が来て　○
学期の始まり際なので新しい高等学校の帽子を被った生徒が大分通る。野々
宮鷺は愉快そうに，この連中を見ている。「大分新しいのが来ましたね」　○
この間お光さんのおっかさんが来て　○「佐々木が来ました」　○下女が来
て　○「それから翼がきたのさ」　○もしその女が来たらおもらいになった
でしょう　○さっきポンチ絵を書いた男が来て　○きのうポンチ絵を書いた
男が来て　○晩になって医者が来た　○実は母が看病に行っている　○友達
が金を借りに来た　○おっ母さんが帰ると同時に　○そこへうまい具合によ
し子が帰ってきてくれた　〇三四郎は主人が帰ったんだなとさとった　○可
聴通り野々宮が帰ってきた○佐々木さんがおいでになって　○原口さんが
おいでになりました　○いままで佐々木がうちへ来ていてね　○もとの先生
の予覚という人が妹の冤舞に来てくれて　0与次郎が雨のなかを突然やって
きて　○与次郎が足早にやってぎた　○なぜ熊本の生徒がいまごろ東京へ行
くんだか○美弥子がいってしまうと○妹が兄の下宿へ行くところだ○若
い方があとから行く　0きょうも与次郎があそびに来てくれれぽよい　△酒
歴や肉屋の挙人がとんできて　△須藤さんがもちかえった辞世のうつし　△
みかねたわたしが本田会長のところへ行って　△米副領事の一人が19日ユ
エにおもむき　【準人】○やがて行列が来た　○こどもの葬式がきた　△手
鑑楽堂がやってくる　【手紙など】○手紙が来たときだけは　○母からの電
報が来ていた　○どこからか電報が来た　○野々窟から電報が来た　○葉書
が来ている　△……の名を連ねた年賀状がしばしばくることである　△弟子
入り志望のはがきがわんさと来ている　〇六号活字の投書にこんなのがいく
らでもくる　0お光さんに縫ってもらった綿入れが小包でくるそうだ　【時
刻・時期）○檜に秋が来たのは珍しい　○散会の時刻が来て　○つかれてい
ることができない鋳節が来た　○永久にやめる時期がこないとも限らない
△日本の大発展に参加する廻がくると思えば　〇三四郎はベルを聞きながら
九時が来たんだろうと考えた　【質問など】局に問い合わせが来た　△共演
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　の話が来た時　［その他】△都会の生活が帰ってこなくてもよい　○何時に
　なく感じが生温く来た　○ハンケチが三購郎の顔の前に来た　○風にさか
　らって投げた折りのふたが，白く舞いもどったように見えた　○美弥子の顔
　と三四郎の顔が一尺ぽかりの距離に来た　〇三四郎の足が門前まで来たとき
　は　○日の丸は合点がゆくが，イギリスの園丁は　ムエルザが野生にかえっ
　てゆくくだりが
他の例。
　○うまくいかない（3例）　○そうはいかない（4例）　○……でやるわけ
　にもいかない　○下宿へ行くところだ　○こっちから行って　○行ってしま
　う　○かけこんでいった　○あなたにあいに行ったんです　○遊びにいった
　んじゃありません　○里見さんといっしょにいったらよかろう　○金を返し
　に行ったのじゃありません　○看病に行って　○学校に行って　○書斎に
　行った　○買わずに行ってしまう　○大連へ出かせぎに行った　○便所に
　行ったんだな○立って便所に行った○旅順の方へ行っていた○見に
　行ったって　○見舞に行ってやってください○朝の内湯に行った○夕刻
　に行ってみると　○タベはいったんだ　○あすこへいったところが　O穴倉
　へ行って　○美弥子の家へ行った　○大久保へ行って　○どこへ行ってし
　まった（2例）　○どこかへ行ったらしい　○運動会へ行って　○美弥子は
　反対の側へ行った　○学校へ行った（ら）て（3例）　○書斎ぺ行って　○
　新橋へ行って　○西洋へ行って　○望遠鏡のそばへ行って　○台所へいった
　あと　○通りへ行って　○床麗へいった　○……のところへいって（た）（7
　例）　○隣りへ行った　0どこへいった（2例）　○どこかへ行って　○左
　へ行って　○病院へ行って　○暗い方へ行った　○右へ行ったり　○向うへ
　行って　○梯子段の下まで行って　○どこまで行っても　○行けるまで行っ
　てみなかったから　0荒井の薬師まで行った　○どうしても俗謡で行かな
　くっちゃだめですよ　○こっちの自由に行かなくなるかもしれない　Oとり
　にゆかなけれぽ（2例）　○湯に行かないか　○……わけにゆかない（4例）
　0わけにはゆかない（2例）　○よめに行かない　○けいべつするところへ
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行かない　○野々宮さんところへ行かない　○学校へ行かずに　○行くとも
行かないとも答えなかった　○……ているわけにもゆかず　○一遍も行かな
い　Oいっしょに行きましょうか　○写真を見に行きます　○若い方があと
から行く　○あとから行くから　○はじめから行く気はないんだから　○い
そいでゆく　○ランプをさしこんで行く　○すすんで行く　○とんでゆく
（2例）　○あの理由でゆくと　○いっしょにゆくほどの事件でもない　○
ステーションまで送りにゆく　○学校へ教えに行く　○美弥子に返しに行く
○借りに行く　○東京に行く　○まっすぐに行くと　0見に行く（3例）
○よめに行く（3例）　○では行くかな　○どこかへ行くんですか　○学校
へ行く（2例）　○こっちへ行くと　○先へ行く（2例）　○団子坂へ行く
○閲覧室へ行く　○終局へ行くと　○そこへ行くと菰田先生は　○チャーチ
へ行くことは　○東京へ行くんだから　○……のところへ行く（9例）　○
どこへ行く（3例）　○……の方へ行く（4例）　○醐じ方向へ行く　○墓
地へ行く　○西片町へ行く　○あすこまで行く　○そこまでゆく　○遠くま
で行く　○お前も行くのか　〇三時すぎに行けば　○尼毒へ行け（婆例）
○あなたのところへ行け　○借りに行ける　○とりに行ける　○行けるまで
行ってみる　○一緒に行こう　○てんぷらを食いに行こう　○寄宿舎へでも
行こう　○淀見軒へ行こう　○だんだんうすらいで来て　○かけ屯んできて
○手ぶらで来た　○なんで来たか　〇三人連れではいりこんで来た　○本で
も読んできた　○里見恭助と来たら　○一一週間ぐらいするときます　○こと
によると来ているかも　○近所の医者に来てもらう　0大勢一緒に来た　○
教えに来てくれた　○香水を買いに来て　○返しに来た　○借りに来た　○
聞きに来た　○散歩に来て　○たのしみに来た　○手伝いに来て（2例）
○取りに来て　OH曜だのに来てくれ　○見に来て（2例）　○見舞に来て
（2例）　○むかえに来て（2例）　○よめに来て　○話しは来た　○あす
こへ来て　○うちへ来て　○かどへ来た（2例）　○北へ来た　○草原へ来
た　○下宿へ来た　○一番先に来て　○座敷へ来て　○の下へ来て　○正面
へ来て　○願書を持って事務へ来たとき　○もとの席へ来て　○そばへ来た
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　（て）（6例）　○出　llへ来て　○菓京へ来て　○ところへ来た（て）（7例）
○日本橋へ来て　○前へ来た（て）（4例）　○西片町へ来た　○入口まで来
た　○橋の上まで来た　○縁ぽなまで来た　○ある角度まできて　○ここま
で来て　○窓の下まで来て　○のぞぽまで来て（た）（4例）　04丁厨まで
来て　○てっぺんまで来た　○……ところまできて（た）（4例）　○前まで
来て（3例）　○廊下まで来て　01まで来てとまった　〇五六間も来たと
　きに　○こちらへも来ますか　○頭に浮かんで来る　○書きとめでくる　○
苦しんでくる　0とんでくる　○硯究に来る　○礼を述べに来る　○見にく
　る　○見舞に来る　OR曜にくる　○くる人　○うちへ来る（2例）　04
丁目の角を来る　○こっちへくる（2例）　〇二三軒先へ来る　○松の下へ
来る　○西角近くへ来る　○……のところへ来る（2例）　○茶の間へ来る
○……の上まで来ると　○そばまで来ると　○前まで来ると（2例）　○そ
ばまでくれば　○遊びにこい’○この松を目じるしに来い　○学校から帰っ
て　○式から帰って　○外から帰って　○急いで帰ってくると　○与次郎は
それで帰った　○家に帰った　○図書館に帰った　○下宿に帰って（2例）
○正面に帰った　○テーブルに帰った　0やがて女は帰ってきた　○帰って
　くれ　○冬休に帰って　○うちへかえって（た）（7例）　○くにへかえって
　（2例）　○下宿へ帰って（9例）　○もとの腰掛へ帰って　○こっちへ帰っ
てきた　○さとへ帰って　○席へ帰って　O教室の方まで帰って　○追分ま
で帰って　○先生も帰ってきて　○にいさんといっしょに帰らないんですか
○病気が悪いので帰らない　○席へ帰らず　○いつまでまっていても帰らな
い　○用があるから帰る　○帰ると同時に　○飛んで帰る　○遍分に帰る
○夏休に帰る　○われに帰る（2例）　○浮世へ帰る　○うちへ帰る（2例）
　○くにへ帰る　○下宿へ帰る（2例）　○さとへ帰る　0座に帰る　○今夜
　は帰れない　○一緒に帰ろう　○下宿へ帰ろう
「から」は出発点を示す。「に」の前の名詞が＋1◎c，であるとき移動の目標地を
示し，人間行動の意味であるとき，意向を示す。
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（IV－40）ヂ込み」の勤詞，2．1531，ヂつまる」「おさめる」「ぬける」「ぬく」な：
ど。なかにはいるものあるいはその要素で，名調の意味特徴はとらえにくいが，
其体的なものが多い。
　○ゆうべのタウ＝・ルが，上のところにぎっしりつまっている　○遠くから見
　るとただ人がぎっしりつまっているだけで　○一蒔間後にはどうかこうか廊
　下の書物が書棚の中へつまってしまった　ムリールー巻で手口が四万七千人
　分収められている　△福田既は平野な時代がぬけているが　○かすをとらな
　いと味がぬける　〇三四郎はあとをたずねる勇気がぬけてしまった　○その
　男が刀を抜いて　○なんとなく間がぬけている　○だれがかいたって間がぬ
　けてるようにはかけません　○どうしていまのようにああ間がぬけていられ
　るだろう　○つづみの音のように間がぬけていて
他の例。
　O折角握った札を又元の所へ収めて
「問がぬける」はイディオム。
（1V－41）「しみ・漏れ・汲み・潜み」などの動詞，2．1532。「しみる」「もれる」，
「つぐ」，fこもる」「とじこめる」「とじこもる」など。　f’しみる」ヂもれる」な
どは本来液体などの作用。「つぐ」も液体，のみものなど。rこもる」などはな
かにはいるもの，などが主語または補語になる。他動調の主体は人。
　〇三鎧郎が動く東京の真中にとじこめられて　○どんな肉を描いたって，霊
　がこもらなければ　△鐵だしからはげしい気迫がこもっている
例が少ないが，ギこもる」のぼあい，精神的な用法が多いかもしれない。
他の例。
　○この人とは水蜜桃以来妙な関係がある　○東窓をもれる朝日の光　○美弥
　子からもれて，よし子に伝わって　○女のmをもれたかすかなためいき　○
　新しい茶を注いで
（1V－42）「上がり下がり」の動詞，2．154◎。「あがる」「はねあがる」「たちの
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ぼるjrあげるjrひきあげるjrおちる」ドおとすjrさがる」ドさげる」「よじの
ぼる」「のぼる」「堕する」「くだす」など。他動詞の主語は人間。自他が対応す
るものにあっては，自動詞の主語と他動調の「を」の前が対臨する。これは1。
4，L5などの名詞で，具体性のあるものをさす名詞であることが基本であるが，
動詞の用法の発展によって，ひゆ的な用法のばあいには，具体的なもの，でな
く，人間活動についての名詞などもその位置にくることができる。もののぼあ
い，上下運動が可能であるもの，であるが，人間活動に関したものでも，何ら
かの観点でその性質があるもの，がとりあげられて，シンタグマのなかで動詞
の意味に対応する。「よじのぼる」などは主として西塔，fたちのぼる」は主と
して煙，「堕するjは人間の精神活動に関した表現とともに用いられる。空間的
な移動をあらわすとき，多くのぼあい＋ioc．の名詞に「に」「へ」がっき，「から」
がっくこともある。
　○このときビールのコップが四つばかり一一度に高くあがった　△墜落直前に
　機首があがった　△同機は墜落直前に機首がはねあがった　△低空までおり
　てきたが急に機首がはねあがりその直後　○煙草の煙の方が猛烈に立ちのぼ
　る　○名刺をたもとへ入れた三四郎が顔をあげた　△醐操縦席と前車輪が引
　きあげられた　△屡翼エンジン部が引き上げられ　○上から桜の葉が時々落
　ちてくる　○そのほかにナイフと襟下がりがひとつ落ちている　○腰から上
　が，風に乗る髪のようにふわりと前に落ちた　○工事場から鉄線が落ち　○
　赤革の定期券入れが電車の床に落ち　○＝ユートンがりんごが引力で落ちる
　のを発見　○雨が落ちているように思う　○秋になって水が落ちたから浅い
　△岡機が飛行の最後段階でエンジンの出力があがった兆候や　○高圧線鉄塔
　に・一一一人の青年がよじのぼり　【転義的その他】○気の毒なことにいまだに月
　給があがらずにいる　△不況対策が逆に物価を上げる　△公共料金が岡時に
　一しがらない　△集荷手数料が引きあげられたため　△……円にまではねあ
　がつた米満が事件後半分にさがった　△調停案が授業料の値上げを工万円さ
　げる……　△各方面から中継要望の声があがっており　○話が急に実際問題
　に落ちる　○ただその方法が少しく細工に落ちておもしろくない　○その時
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　聞が画家の意識にさえのぼらない　○大きな黒い麟が，枕についた三四郎の
　顔の上に落ちている　△側近政治に堕する　△松下に対する人気はやや気勢
　が上らない　△小高い丘が影を落としている　△宣伝部の寸劇部長が批判の
　やりだまにあげられた　0古来文学者が文学に対してくだした定義
他の例。
　○湯から上がって　0自分は上へあがった　○砂だらけの縁側へあがって
　○二階へ上がって　〇三階へ上がって　○料理屋へ上がって　○寄庸へ上
　がって　○美弥子も上がってきた　〇二人で坂を上がって　○二階へ上がっ
　て　○人の評判はこんなところがら上がり又こんなところがら落ちるかと思
　う　○草から上る地意気で身体は冷えていた　○思い切って庭から上ること
　にした　○飲食店へあがれぽ　〇三四郎は床を上げ　〇三四郎は上げかけた
　腰をまた草の上におろした　○ひょいと頭をあげた　○顔をあげた（3例）
　○首をあげて　○腰をあげない（た，て）（3例）　○祝盃をあげている（2
　例）　○目をあげて（3例）　O顔をあげる（2例）　○腰をあげる　○祝
　盃をあげる　○麟をあげる（2例）　○高いところがら落ちて死ぬ　○話題
　は端なく広睡先生の上に落ちた　○秋の日は鏡の様に濁った池の上に落ちた
　○計は貧者の頭に落ちた　○どっちの批評もふにおちない　○地回の上へ落
　ちて死ぬばかりだ　○美弥子の爾手が三四郎の両腕の上へ落ちた　○細工に
　落ちるというが　○そぼに置いた安楽椅子に落ちるようにとんと腰をおろし
　た　○美弥子は持っていた団溺を立ちながら床の上に落とした　○美弥子は
　臼いハンケチを挾へ落とした　Oどこへ落としたんだ　○若い方が白い花を
　三四郎の前へ落して行った　○不思議に奥行のある画から，その奥行だけを
　落して，普通の画に美弥子を描き直しているのである　○銀杏が向うの方で
　尽きるφたりからだらだら坂に下がって　○白い方は一足挙手の縁から退
　くさ〉がっている　○原口さんは，この時又：工歩ばかり後へ退くさが〉って
　○飯が済むと下女は台所へ下る　○左の手を出してぶらりとさげた　○頭を
　さげた（て）（3例）　○かごをさげて　○ふろしき包みを下げて（2例）
　○手拭を下げて　○バケツをさげた　O手に大きなバxケットをさげている
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○家賃をさげる　○間違ったら下宿の勘定を廷ぼして置こうなどという考え
はまだ三四郎の頭に上らない　○静かな山にのぼったり　○ほうきをもって
二階へのぼった　○石段をのぼって　○葉と葉の重なる裏まで上って来るよ
うに思われる　○爪先上りにだらだらと上ると　〇二段ぽかりまっすぐにの
ぼると　○よし子はさきへのぼる　○しぼらく河の縁を上ると
（IV－43）「乗り降り・浮き沈み」などの動詞，2．1541。「のる」「のせる」「お
りるll「おろす」「浮く」「沈む」など。「のる」fのせる」「おりる」「おろす」な
どは，ヂ車」など何かのもの「に」あるいは「から」（fから」のばあいは別の「に」
が用いられることがある）上下する動作であって，具体的で動きうるものが「が」
または「を」の前にくるが，ひゆ的な用法ではそのような「動き」のあるもの
がある特定の固定した感じをもつものの上にのったりするという意味に用いら
れる。「浮く」「沈む」はもとは「水」のような液体などなかでの（位置または）
動きを示すものであり，したがって「水面に」「水中に」などの「に」が用いら
れるが，気体とか，他の現象に用いられるものであろう。惣動詞の主語はまず
人である。「おりる」には「車を」などがっく用法がある
　【具体物】○湯からあがって，二人が枝の問のすえてある機械の上に乗って
　○母の手で書いた封筒がちゃんと机の上にのっている　0遠くから見ても色
　つやのいい男が乗っている　○マッチと灰皿がのっている　○非常に多くの
　人間がのったりするので　○ふとい針金だらけの機械がのっかって　○上か
　ら桜の葉が時々落ちてくる。その一つがバスケットの蓋の上に乗った　○な
　んとかいう人が，学生の蒔分に馬に乗って　ムテストパイPット・ウォー
　カー氏が乗っていたが　○茶碗むしといっしょに手紙が一本のせてある　○
　そばやのかつぎがどんが鳴るとせいろや種物を山のように肩への塗て　O車
　屋が荷物を卸し始めた　○複雑な機械がのせてある　○白い薄雲がはけさき
　でかきはらったあとのようにすじかいに長く浮いている　【固定表現】○幕
　がまたおりた　○そこで幕がおりた　○錠がおりている（2例）　ムタンカー
　が浅瀬に乗りあげ　【拡大用法】Oそのはやしの音が下の方から次第に浮き
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、上って　○力が余って腰が浮いた　△霧につつまれた金門橋が落日のあわい
　光の中にぼんやりと浮かび　△それがテレビに乗って茶の間にはいり　○経
　済が安定成長に乗り　○それでいて気が乗らない　○一向に気が乗らない
　○次第につりこまれるように気が乗ってきて　○明るい表の空気のなかに
　は，初秋の緑が浮いているばかりである　○あとは散漫に美弥子のことが頭
　に浮かんでくる
他の例。
　○たしかに前の駅から乗った田舎者である　○御茶の水で電車をおりてすぐ
　悼に乗った　○電車に乗って（2例）○猪牙船に乗った心持　○汽車へ乗っ
　て（2例）　○電車へ乗って　〇三等へ乗っている　○新聞には別に見る程
　のことも載っていない　○風に乗る紙○電車に乗る（2例）　○汽車にも
　のれない　○病院の寝台の上に乗せて　○美弥子は右の足を先回の真中にあ
　る石の上へ乗せた　○手の平へのせてみると　○電車に乗って，……日本橋
　へ来て，そこで下りて　○箒と目溢キを持って美弥子は静かに降りて来た
　○隙を見て，又理科大学の穴倉へ降りて行った　0女は何蒔の間にか和土〈た
　たき〉の上へ下りた　○くつぬぎへおりて（おりようとして）　○たたきの
　廊下を下におりた　○三口から通園の谷へ下りたが　〇二三歩芝の上を裾の
　方へ下りた　○野々宮さんは廊下へ下りて　〇三四郎はとうとう女の前まで
　下りて来た　○石段を降りて　○早足に一人岡を下りていった　○階段を降
　りてきた　○坂を下りてくる　○大久保のステーションを降りて　○無言の
　まま階子段を降りて　○はしご段を降りて　○舞台を下りて　○一箱を年に
　一一度ずつ石から卸して蜂の為に蜜を切りとる　〇三四郎はあげかけた腰をま
　た草の上に卸した　○腰をおろして（た）（おろす）（1◎例）　○別にこれと
　いう思案も浮かばない　○その時の摸様を思い出そうとしてもぼうとしてと
　ても明瞭に浮かんでこない
（IV－44）「合い・組み・解け」などの動詞，2．1550，「組み合わせ・まとめ」
などの動詞2．1551。「組みあわせる」r入りみだれる」「ほぐれるjrまとまる」
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「まとめる」「あわせるjrからむ」など。IAとBをくみあわせるjrAとBと
が入り乱れるjfAがほぐれる」「Aがまとまる」「Aをまとめる」「AとBをま
とめる∫Aを3にあわせる∫AがBにからむ∫AとBがからむ」などのValenz
がある。
　○落ちこむ春が，はいあがるものと入り乱れて　△多くの若い作家が，なん
　らかの方法で実態と虚構とを組みあわせ　△自然に気分がほぐれ　○事がま
　とまらなくなる　O美弥子が与次郎に調子を合わせた　△核軍縮という複雑
　な要素がからむ　△昨年度の交換実績がまとまった
他の例。
　○野々宮霜の妹と，妹の病気と大学の病院を一所にまとめて，それに池の周
　囲で逢った女を加えて　○大著述にでもまとめられれば
GV－45）「散り・分かれ」などの動詞，2．1552。ザ散る」「散らす」「ふきちら
す」紛かれる3ゼ分ける」など。本来他動詞の主格は人であるが，ここに集め
た例では，文学的蓑境あるいは翻訳的な表現で，そうでないものがある。他動
詞のrを」の前と自動詞の「が」の前とは対応する。この名詞にはあまり特徴
がないが，いくつかの要素からなっていて（人間ならぼ二人以上の集合），そ
れが分散するという動詞の意味に対応する。
　○若い男が皆くらい夜の中に散った　○風がはげしいとみえて，雲のはしが
　ふき散らされると　△黒人と白人にわかれ
他の例。
　○霞分もいっそのこと気を散らさずに　○寂實の馨粟〈けし〉を散らすやし
　きりなり　○料理屋の前で野々宮霜に別れて　○董四郎は赤門の所で二人に
　別れた　〇三四郎はよし子に別れた　○豊四郎も女連に別れて下宿へ戻ろう
　と思ったが　○ひげの男は別れるときまで名前をあかさなかった
「わかれる」は人が主語のとき，1．lに」「人と」をうけ，また一般に「……と
…… iと）に」の形をうける。後者は1分ける」のときも受ける。
1
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（1V－46）「開閉」の動詞，2．1553。「あくjrあける∬あけはなす」「しまる」
「しめる」「ひらく」「たてる」など。他動詞の主語は人間が主。他動詞の「を」
の前と，対応する自動詞の「が」の前は対応する。この名調は，芦，障子，ま
どなど「聞閉可能」な加工物（IA）を主として，その他の袋などや先がばらば
らになって聞く性質のあるものがふつうである。「らちがあく」のような慣用蓑
現，ヂ会議，会合」などを開く，などの拡大された用法もある。
　【戸，障子，まどなど】○書斎の戸をあけて　○人品のいいお爺さんの西洋
　人が戸をあけてはいってきて　○下女が閉てたと思った戸が開いている　○
　忽然としてチャーチの戸が開いた　○戸が開いている　○その戸があけはな
　してある　○ところへ下女が障子をあけて　〇二階の障子ががらりとあいた
　○机の前の窓がまだ閉てずにあった　O家の門をはいると左手が庭で木芦を
　あけて　○庭木戸がすうとあいた　○庭の木戸がぎいとあいて　○そのうち
　幕があいて　ムリーグ戦の幕が開かれた　△録音テープをかけたふたがしま
　ると　【その他のもの】△女がハンドバッグをあけ　0そのハンケチの指に
　あまったところが，さらりと開いている　○限の大きな，鼻の細い，唇の薄
　い，鉢が開いたと思う位に，額が広くって顎〈あご〉が潮〈こ〉けた女であっ
　た　○折襟に，櫓の広い黒胞子を結んだ先がばっと開いてtw一一一杯になってい
　る。与次郎が仏爾爾の画工は，みんなああ云う襟飾を着けるものだと教えて
　くれた　　【慣用表現】○その蔚に美弥子が口を開いた　○しかし疑うばかり
　で一向鱒が明かない　○蚊帳が狭いとか云って矯が萌かない　　（会合，式典
　など）△入学式が開かれた　△かつて議会が開かれた大広間の　△三国主脳
　会談が開かれて　△外根会議の予備会談が開かれる　△連合会の指導層たち
　が秘密会を開いている
他の例。
　〇三四郎はこの缶の横腹に旧いている二つの穴に眼をうけた　○穴をあけて
　○雨戸をあけて　○かぼんをあけて　○当人も一寸太陽を開けてみた　○雨
　戸だけをあけて　○戸をあけて　○机の引き出しをあけた　○窓をあけた
　○鶏をあけた　○梅爾はもうあけたんだろうか　○昔は雷さえ鳴れば梅爾は
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明けるに極まっていたが　○どうしてどうして雷位じゃ明ける事じゃない
○裏の窓もあける　○障子をあけると月夜だ　○バケツを暗い縁側へ置いて
戸を開ける　○夜があけれぽ　○木戸をあけれぽ　○門をあけさせてもいい
が　○その戸があけはなしてある　○門はしまっている　○肉は頬と云わず
顎と云わずきちりと締っている　○口をひらいた（て）（3例）　○ふすまを
　ひらいて　〇二三ページを開いて（2例）　Ollをひらかない　O大学相当
の講義を開かなくっては　○演芸会は比較的寒い時に開かれた　○運動会は
各自〈めいめい〉勝手に開くべきものである　○松を座敷へ入れたまんま雨
戸を閉てて錠を卸してしまう　○檜に秋が来たのは珍しいと思いながら，雨
戸を閉てた　○よし子は障子を閉てて，枕元へ坐った
「あける」の用法には，他の例ではf穴」「雑誌」「引き巖し」晒」「つゆ」な
どが出ている。
（IV－47）「結び。重ね・積み」など，2．1554の動詞。「つながる」「つなぐ」「結
ぶ」「むすびつける」；「重なる」「かさねる」「積む」「つもる」など。「つながる」
「つなぐ」は「AをBにつなぐ」「AがBにつながる」あるいは「季をつなぐ」
のような表現で，「結びつける」はrAをBにむすびつける」の形で，用いられ
る。「重なる」「つむ」は重ねて上におくことができるようなもの，他の上にさ
らにおくことができるようなものであって具体的なものが主であるが，抽象的
なものに拡大して表現することが可能である。
　△丁丁の色の異なる三つの人種が手をつないで　△男が乎をしばろうとナイ
　フを下においたとき　ムサーナン少佐が75メートルの命綱でジェミニのカ
　プセルに結びつけ　△胴体の底が左右両翼につながって　○石が積んである
　○ほこりが：工寸もつもっていて　○車力のおろした書物がいっぱい積んであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　る　△神経疲労や症状がいくつも重なったがんこなつかれ　○こう遣って毎
　日描いていると毎日の量が積り積って，しぼらくする内に，描いている画に
　一定の気分が出来てくる
他の例。
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○ひもをむすびな：がら（むすんだ）（2例）　○はばの広い黒じゅすをむすん
だ　○両手を前で重ねて　○しゃつを重ねて　○じゅばんを重ねて　○それ
からすべての上につもったちりがある
「つむ」は四角い形のもの，「重ねる」「重なる」は乎たい感じのものにっかう
ので，その前の名詞にもおのずから相違が生ずる
（IV－48）「集会」の動詞，2。1555。「あつまるjrあつめる∬集中する」「たか
る」「たむろする」fもちよる」など。「あつまる」の主語は人が多いが，「集め
る」の罠的語に対応して物品その他のぼあいであることもある。「集中する」は
抽象的なものが主語になりうる。「たかる」は人，ありなど＋animate。「たむろ
するjは主として人。他動詞の主語は人である。場所などを意味する名詞に「に」
がっく。
　【人】△こんなタイプの海外移住者が四百人目集まって　○そのうちの二三
　軒には人が黒山のようにたかっている　○交番の前へ人が黒山のようにた
　かっている　○コートや何か着たえそうな男が沢山集まって　○人が沢山た
　かっている　△約六千五百人が集まり　△盛り場に若い女性が集まる時無に
　合わせ　○開会の当日から人がいっぱいだかった　△男女の黒人たち八人が
　たむろしている　○一一目に分るように泥捧がかたまっている　【その他】△
　……作品を含めた百四十点が集まり　△だからこそわれわれが映画を一堂に
　集めようとして　△どういう形で開くかということに論議が集中して　△各
　企業がすぐれたアイディアをもちよって　△岡将軍が仏教徒の信頼を集めて
他の例。
　〇三四郎の注意の焦点は，今，原口さんの話の上にもない，原mさんの画の
　上にもない，無論向うに立っている美弥子に集まっている　○ヘーゲルの講
　義を聞かんとして，四方より伯林に集まれる学生は　○学校へ行ったら「偉
　大なる暗闇」の作老として，衆人の注意を一身に集めている気色がした　〇
　三人は首を鳩めて画帳を一枚毎に繰っていた　○白く柔らかな針を集めた様
　に　○先生もまあ，こんなにいりもしない本を集めてどうする気かなあ
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（1V－49）「出会い・伴ない」などの動詞，2．1556。「であう」「あう」「つれだ
つ」「ともなう」「おちあう」。主語は主として人。「あう」のぼあいは「……が
（だれ）にあう」の形。「であう」はヒ人」などが主のときはそうではないが，
「人」が主のときは「人に」のタイプになる。場所は「で」で示す（「あう」「で
あう」）。その他「人が人とつれだつjr人と人がつれだってjr人が人をともな
う」「人が人とおちあう」の形。
　○もう少しで双方がぴたりとであって　○偶然美弥子とよし子がつれだって
　香水を買いに来た　○羽織を着た男がたった二人用いている　○妙な：お客が
　落ち合ったな。入qで逢ったのか　【人以外】谷中と千駄木が谷でであうと
　○時々は女と自分の目が行きあたることもあった
他の例。
　○よし子と一緒に野々宮の下宿で落ち合わねぽならぬ機会をいささか迷惑に
　感じた　○戦争以降こんな人間に出合うとは思いもよらなかった　○君そん
　な人に出逢ったですか　○しぼらくすると一一人の迷子に出逢った　○その時
　色彩の感じは悉く消えて何ともいえぬ二物に出逢った　○ぼったり与次郎に
　出逢った　〇二人は回れ立って門を旗た　○自分の腹を見ぬかれたという自
　覚に伴う一種の屈辱をかすかに感じた　○現代人は事実は好むが，事実に伴
　う情操は切棄てる習慣である
「であう」「つれだつ」「おちあう」などは人間行動が主であるが，現代語では
「ともなう」は一般的，あるいは抽象的な現象の表現にも多く用いられる。
（1V－SO）「接触・接近」の動詞，2．1560。「つく」「つける∬ひきつける」「ふ
れるjrさわるjrふれあうjf接触する」；「寄るjr寄ぜる」ヂ近づく」「近寄る」。
他動詞の主語は人。窃他対応のあるとき，自動詞の「が」の前は他動詞の「を」
の前に対応する。この名詞は，人間，物体，など形のあるものが多いが，抽象
的な概念のこともある。「気がつく」ヂ判定がつく1のような特定の表現のほか，
「電灯がつく」のような表現もある。接触・接近のおこるところにドに」「へ」
がついて補語になる。
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【接触】○もう少しで美弥子の手に霞分の乎が触れるところで　○杉垣に羽
織の爾が触る程に　○手が着物にさわると　〇三四郎の香が上あごにひっつ
いてしまった　○防衛庁職員が通行章をつけていない　○鉛筆で丁寧にしる
しがつけてあった　○悪魔の翼がわたしの足にさわり　○あの彗星の尾が太
陽の方へ引きつけられべき筈であるのに　【付加）○膳の上を見ると主人の
ことばに違わずかのひめいちがついている　○成程貸屋札が付いている　○
窓には竹の格子がついている　△型紙が5まいもついて　【人聞行為とその
所産】○どれもこれもみんな悪い意味がつけられる　○謝忌みたようなもの
がついている　△むずかしい注文がついていた　○本当によく気を付けなく
てはいけないという四戒が付いている　○そのあとへ但し書きがつけてある
ムニつの心がふれあった瞬間から　○自分がもし現実世界と接触しているな
らぽ　○脅分が今臼までの生活は現実世界に毫も接触していない事になる
○呼んで景気がつきさえずればいい　【接近）○「どら拝見」と美弥子が顔
を寄せてくる　○その音が次第に近付いて　○眸と瞼の距離が次第に近付く
ように見え　【ひゆ】△人がらがぐっとむねにせまって　【人】二三がそっ
と近寄って　○そういうえらい人たちがみんな審ってくるのかな　○われわ
れが今夜ここへ寄って懇親のために一夕の歓をつくすのは　【気がつく】△
気がついた飯島さんも　O気がつけばこんなところに　○その金が巡り巡っ
てヴァイオリンに変形したものとは兄妹とも気がつかないから　○誰も気が
つかない，平気でいる　Oまるで気がつかなかった　○そんなことに一向気
がつかないらしい　○あのときは気がつかなかったが　○なにがあるかほと
んど気がつかなかった　○思想界の活動には毫も気がつかなかった　○女は
気がついたとみえて　○点じであることに気がついたり　○偶然ながら気が
ついたら　○始めて気がついたように　〇三四郎も気がついている　〇三四
郎は飛んだ事をしたのかと気がついて　○これが元禄かと三四郎も気がつい
た　○そこに気がついたときには　○ふと気がついたら　○ようやく気がつ
いた　○それに気がついた与次郎は　○霜気がついていますか　○気がつい
てみると　○よくここに気がついたものだ　○これでしまいだなと気がつい
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　た　○広田さんもようやく気がついた　○はじめはどうして気がついたもの
　でしょうな　○ようやく気がついてそろそろ帰る仕度を　0気がついてふと
　美弥子を見た　○朗舎者らしいのに気がついて　○桜の桔葉でもはこうかし
　らんと漸く気がついたとき　〇三四郎は気がついて今Nまで美弥子の　○実
　は始めて気がついた　○始めはどうして気がついたものでしょうな　○急に
　気がついた　○この時始めて気がついてみると　○はじめて気がついたよう
　にいった　〇三四郎が気がついてみると　【その他のつく】○漸くのことで
　かたがついたとみえて　○どうなるんだか冤i当がつかない　○行ってみな
　かったら見当がつかない　○そのうちのどっちだか見当がつかない　○とん
　と見当がっかなかった　○どうにも見当がつかないから　0為にするところ
　があって起稿したものだと判定がつく　○電燈がつくには早すぎる　○ばっ
　と電燈がつくところ　○部屋の中にに電灯がついている　○盛んに電灯がつ
　いている
他の例。
　○枕についた三四郎の顔　○門も入口も全くあとからつけたものらしい　○
　赤い壁につけて　○前句の解釈のためにつけた　○席へつけ　○頭をまくら
　へっけた　Oあとをつけ（2例）　○屋根に影を？けた　○額縁をつけない
　下絵　○気をつけて（ないと）（5例）　「O胸に掛員の徽章をつけて　○くぎ
　りをつけて（2例）　○景気をつけて（た）（3例）　○おしろいをつけて
　○提灯をつけて　Q手をつける　○名をつける（2例）　○日記をつける
　○ねらいをつける　6西洋人の鼻をつけている　○パイプを点けた　○火を
　つけて　○金の縁をつけて　○道をつけた　○日をつけて　○えりかざりを
　つける　0金の価値をつける　○しまつをつける（2例）　○しるしをつけ
　る　○りくつをつける　〇三四郎には，この二人の美弥子の間に，時計の音
　に触れない，静かな長い時聞が含まれている様に思われた　0より多く人生
　の根本義に触れた鮭会の凍動力である　○まだ人工的の空気にふれていな
　かった　0新しい空気に触れた男　○員にふれるたびに、0底の方から手に
　障った奴を何でも構わず引出すと・○その縞が貫ぬきながら波を打って互に・
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寄ったりはなれたり　○帰りに岡野へ寄って　○椅子に掛けた羽織を取って
着ながら此方〈こちら〉へ寄って来た　○また棚のぞぽへ寄ってゆく　○そ
ぼへ寄ってきて　○村のお宮へ寄って　〇三四郎は目をランプのぞぽへ寄せ
た〇三四郎は女の耳へ口を寄せた○ひたいに少ししわをよせて○八の字
をよせて（3例）　○チャーチの垣に身をよせた
（IV－51）「隔離」の動詞，2．1561，「はなれる」「はなすjr遠のく」。他動詞の
吏語は人。膚他対応のあるものは，「が」と「を」の前が対応。この名詞は人，
物体，など。「はなれる」は場所などに「を」のついた語もとる。出発格は「か
ら」，方向，屋標記は「に」。動詞の意味は移動。
　○一一人が棺子をはなれて　○いままでそばにいたものが，一一丁ばかり遠のい
　たような気がする
他の例。
　○電車さえ通さないと云う大学は余程社会と離れている　〇二段ぽかり真直
　に上ると，左手に離れた二間である　○なかには離れながら互に挨拶をかわ
　す　○椅子をはなれてすわった　○ちょっと絵をはなれて　○望四郎の腰は
　縁側をはなれた　○女は折戸を離れた　○やがて黒板をはなれて　○棚をは
　なれて芝生の申へひきとった　○小さんの遣る太鼓持は，小さんを離れた太
　鼓持だから面白い　○全く事実をはなれたつくり話し　○彼等の声は尋常を
　はなれている　○室内の空気は依然として俗をはなれているので　○そのβ
　から四日程床を離れなかった　〇三四郎はその時急になつかしい気がした。
　けれどもそのなつかしさは美弥子を離れている。野々宮を離れている　○す
　ることなすこと一つとして他をはなれたことはなかった　○机の前をはなれ
　ながら　○目だけはついに美弥子を離れなかった　O門をはなれて二三間く
　ると　○そばをはなれるのが大いにありがたかった　○枕をはなれると　○
　足音はむこうへ遠のいてゆく　Oいつのまにか故郷を遠のくようなあわれな
　感じを　○広い通りの方へとおざかったところ　○女も遠ざかったきり近づ
　いてこない　○世外の功名心の為めに，流俗の嗜慾〈しよく〉を遠ざけてい
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るかの様に思われる
（1V－52）「寄りあい・並び」の動詞，2．1562。「並ぶ」「ならべる」「よるj「そ
う」など。主語は人，物など。rよる」「そう」は人が多いであろう。「ならぶ」
は場所＋「に」，人＋「と」，「よる」は「いす」など「に」，「そう」は「人」ある
いは長いもの＋「に」。
　〇二人がおもてで並んだとき　○与次郎と昨夕の会で演説をした学生が並ん
　できた　○棚に櫛だのはなかんざしだのが並べてある　○女の後ろには前の
　ろうそく立てがマントルピールの左右に並んで　△十人ほどの特別補佐嘗が
　　そ　ずらりと並んでいた　△商店，公園，学校などが整然と立ち並ぶニュータウ
　ン　ム禁止事項」を管げる焉板が並んでいる　△名繭が並んで
他の例。
　○腰掛に鋳ってみんなを待ち合わしていた　○肩をならべて（2例）　○こ
　の三つの世界を並べて　○ごちそうをならべる　○室の内の書棚へ並べる
　○門のわきで並んだとき　○与次郎と並んで　○茶の間の向うがお勝手，下
　女部屋と順に並んでいる　○焦げたものが十ぽかり賦の中に並んでいる　○
　自分の世界と現実の世界は一つ平面に並んでおりながら　〇三四郎は並んで
　あるきながら
（1V－53）「打ち・当たり」などの動詞，2．1563。「あたる」「あてる」「うつ」
「たたく」「はたく」など。「あたる」は光，風その他が主語。あたるところに
「に」「へ」がっく。「うつ」以下は人が主諾で，たたかれるものは主として物
体であるが，ひゆ的な用法もある。
　【あたる】○光線が顔へあたる具合いがうまい　○それほど表には濃い日が
　当っている　○風が強く当たって　【「うつ」のうち物体】○それよりか鼓を
　打ってみたくてね　〇三四郎が畳を敲く間に美弥子が障子をはたく　△副大
　統領が予算の方はまかせてくれといって胸をたたく　【どうき】○座敷へ戻っ
　たら動悸が打ち出した　【他の「打つ」】○教授が鉄砲をうちそくなった　△
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　軍が先手をうった動き　○与次郎がはげしく手をたたく　△従来の陥没説に
　強い疑問符が打たれることになった　○大工の家族が山でぼくちをうつ
　（「うち出す」】O表tCもようが打ち出してあったり
他の例。
　○碁を打つじゃなし　○波を打って　○寝返りをうった（3例）　○光を直
　角にあてる　○障子にあたるM　O風が吹く。北へ向き直るとまともに顔へ
　当る　○なるべく風に当たらないようにしろ　○うしろからちょいと肩をた
　たいたものがある　〇三四郎の肩をたたいた　○与次郎の背中をたたいた
　○つめでてつびんをたたいてみた　○胸をたたいて
用具の「で」が用いられている。
（1V－54）「押し・突き・引き・すれ」などの動詞，2．1564。「おす」「ひく」な
ど。主語は主として人。おされたり，ひかれたりするものは，物体，戸，スイッ
チなど。方向，位置を「に」「へ」で示す。
　△柱にあるスイッチを駅員が押すと，発煙筒がもえ　○この円盤が光に押さ
　れて動く　△芸術と誤楽の問にだれが明確な一線を引きうるだろうか　○女
　の手から長い赤い糸がすじをひいている　○体操の教師が竹橋内へ引っぼっ
　ていって
他の例。
　○扉をうんと押したが○後から先生を押すようにして　○念を押す（2例）
　0ベルをおす　○興味を引く　○目をひく　○ひとの注意と同情をひきつつ
　○ふとい棒をひいて絵の具箱の蓋をぽたりとしめた　○かぜをひいて　○麹
　町からあれを千駄木まで引いてくるのに手聞が五円かかった　○首を少し後
　ろに引いて　○顔をあとへひいた
（IV－55）「防ぎ・ふさぎ」などの動詞，2．1565。「はばむ」「ふせぐ」ヂさえぎ
る」「ふさがる」「つかえる」「張る」など。他動詞の主語は主として人。
　△これまでの軍縮討議がNATO加盟諸国によて前進をはばまれており　○
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　右側の二階だてが左側の高い小屋の前を半分さえぎっている　○地方公共団
　体などが，自衛隊の航空機の音響で著しいものを防止し　○マンホールのふ
　たの空気あながどうでふさがって　○幕がはってあって通れない
他の例。
　○雨をふせぐ　○光線は厚いまどかけにさえぎられて　〇二人の応答を途中
　でさえぎられることをおそれて　O落ちこむものが這い上るものと入り乱れ
　て，路一杯にふさがっている
「ふさがる」のはF道」や「穴」など。「人」や「どう」で一一杯になる。「ふせ
ぐ」は「風」「雨」「敵」など。
　（IV－56）「変形」の動詞，2．1570。「折れる」「まがるjrひねる」fよじれる」
「たたむ」「しまる」など。自動詞の「が」の蔚は主として物体。「折れる」「ま
がる」「ひねるjfよじれる」は長いもの。「たたむ」は洋服など平たいもの。「折
れる」「まがる」は車などの進路についてもいう。「折る」「まげる」縁じるj
fしめる」など対応する他動詞の主格は人。
　△操縦桿もにぎりの部分が折れているだけで　○電車がぐるつとまわって
　○原口さんが突然首をひねって　△寝ている間にシーツがよじれるのは　○
　美弥子だけが広田先生のかげで，先生がさっきぬぎすてた洋服をたたみはじ
　めた　○体全体が締まってくる
他の例。動作の方向は「に」「へ」であらわす。
　○細い路地に折れた　○左へ折れ（る）（5例）　○切通しの方へ折れ　○右
　へ折れ　○廊下の方へ折れる　○すぐ横へ折れる　○上から見ると塚はま
　がっている　○とんだところへまがって　○又左へ曲がって　○片町の方へ
　まがって　○同じ方角へまがった　○細い横町へまがって　○そのかどをま
　がって　○静かな横町をまがって　〇四角をまがって　○追分へまがる　○
　曙町へまがる　○左へまがる　○坂をまがる　○首をよこにまげる　○首を
　まげる　○のこりの新聞をたたみ直して
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（1V－57）「破壊・切断」などの動詞，2．1571。「こわす」「こわれる∬くずす」
「くずれる∬切る」「切れるjrきずつく」など。他動詞の主語は人。臨他対応
のぼあい，「が」と「を」の前が対応する。この名詞は物体，たてもの，（「切る」
は「線」など長いもの），人など。t’切κる」は長いものがとぎれるときにも使
う。
　○額縁を附：けない下画という様なものは，重ねて巻いた端が巻き崩れて，小
　mをしだらなく露わした　△たてものの奥行一メートルがこわされて　○古
　い倉が半分とりくずされて　△計器の配線がずたずたに切られ　○まねると
　いう胞覚がすでに実行の勇気をくじいたうえに　〇二人の話が切れたとき
　○ことばが少しの間切れた℃長い廊下のはずれが四角に切れて　△折角の
　配慮が造形の成長感をそいで　△源氏のさむらいが平家の追手に切り倒され
　て　△警官と民工人一人が負傷した　△米国人三人が負傷した　△二人がけ
　がをした　△かじを切った（転義的）
他の例。
　○姿勢をくずす（3例）　○そのナ円をくずしてしまった　○話を切る　○
　封を切る（2例）
（IV－58）r増減」の動詞，2．1580。「ふえる∬増す∬くわわる」「たまる」i’あ
まる」「へる」など。自動詞が多いが，他動詞の主諾は主として人。自動詞の「が」
の前は，人，事件，数量，物品の（数量）など，増減可能なもの。人などでも
人の数など。
　【人】ムファンがぐっとふえた　△体暇旅行にくる人々が年々ふえるので
　△毎年春先になるとあきすがふえる　ムファンがふえ安上りが魅力　△若い
　世代が加わった　△学生が大学運営に参加する　△浪人がふえるから　△北
　からの武装人員が急速に数を増し　○この方法を用いるものが近来大分ふえ
　てきたようだ　○日本じゃいま女が余っているんだから　△襲撃とテロが増
　大した　△物件費がふえないとしても　△人件費がふえて困っている　○僕
　に金が余っているとする　△実質利益が二十億円の減となり　△交通量が急
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　カーブでふえつつある　△各部門の販売数量がふえるわけではなく　△重油
　よりも原油が増加しそうである　○広い戸外の肌寒が漸く増してくるので
　○力があまって腰が浮いた　○すると蜂がだんだんふえてくる　○反故がた
　まるばかりだ　○水がびたびたにたまっている　○縁に砂がいっぱいだまつ
　ている　○はらがへって（慣用表現）
他の例。
　〇五六人はやがて十二三人にふえた　○この二三年来むやみにふえたのでね
　○予期から生ずる敬畏の念を増した　○窃分を研究すれぼする程，宙分を可
　愛がる度はへるのだから　〇三四郎は四十時間の講義を殆ど半分にへらして
　しまった　○又足りなくなる。益つにする。という風にふやして行った結果
増減の数量は数値などで（他動詞のとき「を」）示され，増減の結果の数値は「に」
で示す。
（IV－59）「伸縮」の動詞，2．1581。「のびる」「ちぢむ」，「のぼす」「のべる」
「ちぢめる」など。他動詞の主語は人。自他対応の名調が対応。具体的な物体，
物晶が主。長くのばしたりちS’めたりすることができ，もともと少し長いもの。
　○女ののどが正面から長くのびた　○そこへ下女が床を延べにくる　○ほし
　いものの方へむやみに鼻がのびていったら
他の例。
　細長く南北にのびた床　○手をのばす（2例）　○背をのぼす　○首を（婦
　人席の方へ）のばす（3例）　○頭と背中を一直線に前へのぼしておじぎを
　した　0池の表に枝をのばした古木　○下宿の勘定（払イ）をのぼして（2
　例）
（1V60）「広げ・深め・早め・うすめ」などの動詞，2．1582。「たかまる」「ふ
かまる」「ひろまる」「かさむ」「うすくなる」など，およびその対応億動詞。関
係名詞は瞭然物などを基本として転義的に人間生活，精神生活面の用語が用い
られる。
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△気温が高く；なる　△売り物がかさみ　△日ソ両圏がここに，三年来急速に
関係を深めてきた　△有効需要と供給能力が均衡を保ちながら拡大　△調べ
ているうち次第に考えがふくらんでくる　Oさびしさが一面にひろがって
△まじりけなしのウールの格調があなたの若さを美しく高め○情愛がうす
くなる　△戦争が拡大する
（IV－61）「強め・衰え」など，2。1583の動詞。「強まる」「こうじる」1よわる」
「にぶる∬にぶくなる」など。生物体，活動力を基本として精神活動の名詞に
及ぶ。
　△胃腸の働きがにぶる　△心臓の筋力が弱る　○神経がにぶくなって　○交
　通その他の活動がにぶくなる　○不便がだんだんこうじて　△のびなやみの
　感じがつよまる　△本会議で成立する見通しがつよまる
（1V－62）「時間・時刻」の潜門，2．16。「たつ∬すぎるjrあけるjfくれる」
「かかる」「おくれる」など。自動詞が主。この点ではこの類は密然現象的であ
る。主語は時間・時刻。けこす」のようなばあい，主体は人で，「時問をすご
す」ことになる。ヂおくれる」などの主語は「汽車戸回転」など時間が少し関
係している。
　○咄嵯の機がすぎて頭がひややかになったとき　○あまり時關がたっている
　ので　○夜があければ常の人である　○問答をしているうちに臼がくれた
　△∵・…までには時闘がかかろう　△まだ時間がかかりそうです　△一般民需
　の回復には時間がかかりそうです　△審判に時間がかかり　○時間がかかっ
　てしかたがない　△賃程がおくれた理由　△上りll本が最高1時間16分お
　くれた　△上下28本が最高21分おくれた　△参院での審議がおくれた　〇
　九時半につくべき汽車が40分ほどおくれた
「学校におくれる」は本来瞠校の始業時問に」の意であろう。他の例。
　○蒔期はすでにすぎていた
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（IV－63）「位置。方向」の動詞，2．17。「むく」「むかう」「むける∬ふりかえ
る」「ふりむく」「かたよる」「それる」「うつぶせる」など。主語は人が多い。
「かたよる」「それる」などは他のもの。「むく」の「を」の前は方向をあらわ
す名詞がくる。「に」のこともある。「むかう」も「北に向かって」などいいう
るが，例では人が多い。「ふりむく」は慨しろ」。
　○女の一人がこっちをむいてくれた　O原uさんがこっちを向いて立ってい
　る　○この男が何かの三子にどうかしてこっちをむいてくれれぽいいと　△
　高気圧の経過が北にかたよりやすく　○すると女がふりかえった　○広田先
　生が急にふりむいて三四郎にきいた　○一日めに与次郎が三四郎に向かって
　○その一人が一人に向かって　○帰り道に与次郎が三四郎に向かって　○友
　人が細君に向かって　○ハムレットがオフエリヤに向かって　○話がそれて
　△若い男がうつぶせになって
他の例。
　○女も壁をむいたまま　○原esさんだけは絵にむいている　○はじめて正面
　に向いて　○女はこの夕錯に向いて立っていた○……の方へ向いて　△や
　はり壁をむいて　○こっちをむいて（8例）　○下をむいて（2例）　・○……
　の方をむいた（く）（10例）　○むこうをむいて（2例）　○横をむいて（4
　例）　○絵にむかいさえずれば　○顔を絵にむけた　○背中を三四郎にむけ
　ている　○眼を静かに三四郎の方にむけた　○こっちへ向けて　○……の方
　へ向けて（6例）　○体をよこへむけて　○追分の方へ足をむけた　○くつ
　のかかとをむけなおす　○背をむけて　O丸い背中をむけて　○顔をぐるり
　とむけなおして　Q美弥子は急にふりかえった　○まがろうとするととたん
　にふりかえった　〇二人ともうしろをふりかえった　○美弥子をふりかえっ
　てみた　○女は急に三四郎の方をふりむく
（1V－64）「形」の動詞，2．18。「へこむ」「まるまる」「まるめる」など。物体
が主語。
　○土がへこんで水がびたびたになる　○白紙を丸めて足の下へなげた。
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（IV－65）「過不足・優劣」などの動詞，2．19。「たりる」「値する」「まさる」
「すぐれるjr上まわるjr下まわる」など。主語になる名詞は数量，品質に関
するものか，そうでないものでもその性質が付与されている。「たりる」「値す
る」「まさる」は「に」，「まさる」「すぐれる」は「より」，「下まわる」「上まわ
る」は「を」その他の補語をとり，「過不足・優劣」の基準，比較点を示す。「ま
さる」けぐれる」では品詞を表わす名詞に「では」がっき，比較される名詞に
よる主語が「……の方が」の形になることがある。
　△がん対策費が三十億円の要求に対しちょっぴり上まわっただけ　△車概関
　係が予定より下まわったこと　△着陸の装甲ではサーベアの方がまさってい
　る　○箱がひとつでは足りなくなる　△「なにが足りないのか」林美智子
　△楽しい夢がもう一つたりなかった　○人の記念に対しては，永去Pに値する
　と否とを問う事なし
他の例。
　○一尺に足らない古板　○語るに足りない　〇四角な庭は十坪に足りない
　○この静かさの夜に勝る境に
2、全体の見渡しと問題点
　ここで前節で述べた内容を見渡してその問題点をまとめ，さらにこのしごと
が次のどんな：研究につながるかについて簡単に述べてみたい。
　ここでは，動詞の用法を特にそのValeRZについて着昌しつつ分析した。その
Vaienzはヂが」Fを」格を中心に「に」格を添え，これらをオブリガトリーとし
て他の格「へ」「と」「で」「より」ヂから」までについても用例に現われたもの
を中心として取り扱った。方法的にも模索の段階にあり，胴例の数も少ないの
で，この報告は中關報告である。
　Valenzを明らかにすると岡目に，そ’こに現われる名詞の語類を明らかにする
ことにも力を注いだ。あとで述べるように，そのことがこの方法を用いて文の
構造を明らかにするばあいにアンビギュイティを除くことができるカギであ
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り，文の内容を論理式に改めるぼあいにも有用であると考えられるからである。
この観点からみると，多くのものにワードクラスの舗限があるが，なかにはそ
のような綱限がないことがむしろその特質と考えられるものがある。たとえば
「似る」などの類であって，これらは評AがBに似る」という表現のとき，rAj
と「似る」，「Bjと「似る」の講類上の関係よりも，「AjとfBjの相対的な
関係が問題になるというべきである。このようにワードクラスの鰯限が，直接
動詞との関係においてでなく，動詞によって関係づけられる二事項間のもので
あることがある。
　しかしそれはそう多くはなくて，多くは直接動詞との関係においてあるもの
である。そうして，一般的にいって，語類上のかたよりは，かなりいちじるし引
いものがある。たとえぽ，「かざす」という語の用例は多くは「手」であり，あ
るいは手にもつ「うちわ」などである。このように，動詞と，その前の助詞と，
そしてその前の名詞（全体で一つのシンタグマをつくる）との結合はかなり密
接なものであって，この構造を明らかにする必要がある。この研究では動詞の
もついくつかの結合手について同一の場で同時におこる総合的な結合をあっか
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　このばあい，日：本語で特微的なものは，他動詞の主語は人（あるいはア＝メー
ト）であるということである。あとで述べるのであるが，少数の例外がある。
しかしN：本語全体とすると一つの特質であるといえよう。これは抽象的関係の
動詞だけの現象でなく，日本語の動詞すべてに通じていえることである。「もえ
る」の主語は「火」や「木」であるが，「もやす」のは「人」である。r火」や
「木」は他動詞に対しては「を」格で連なる。そしてこのように対応する自動
詞の「が」格の前と他動詞の「を」格の前の名詞の前は対応するのである。こ
れも抽象的関係の動詞を含めて，すべての日本語の動詞に見られる現象といえ
よう（もちろん例外があるが）。そしてこの名詞が，動詞との意味関係をもっと
もつよくもっているものでもある。
　ここでこれらの現象をもう少し詳しく説明しよう。まず主体が人間でない飽
動詞である。受身その他の現象のぼあいは，「人間の精神活動を意味する動詞で
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の用法」の項でのべたことがその飽の動詞すなわち「抽象的関係を意味する動
詞」のぼあいにもそのままあてはまる。そうではなくて，普通のi菱現で，他動
詞の主諾が人問などアニメでない郵のが少しある。たとえぽ「含む」とか「も
たらす」などである。これらはどちらかというと近代的な表現に屡するといえ
ないだろうか。あるいは馬弓機械などの表現でもそうである。それはともかく
として，とにかくそのような例外があることはたしかである。
　自動詞の主語になるものはいろいろであり，語によっても異なる。他動詞と
の対応のあるものについては前に述べたとおりであるが，窃動詞だけの三三の
ものもある。そのなかには，制限がきびしくワードクラスのはっきりしている
もの，意味特微がはっきりしているものもあるが，そうでないものもある。窟
動詞のなかには「ある」「いる」「くる」「でる」など使用率の多いものがいくつ
かあり，それらの伴う名詞のワードクラス，あるいは意味二丁はかなりバラエ
ティに富んでいることはたしかである。今後この点をさらに追及してゆく必要
があろう。
　動詞の意旅と，動詞のValenzとしてとらえられている名詞，すなわちヂが」
「を」「に」……などの助詞を介してそれにつながっている名詞の意味との間に
はさまざまのコレスポンデンスがある。たとえば「現われる」につらなるもの
はまずvisibleである。「はじまる」ものは，聴問的な性質をもっている。憲味特
徴上の呼応が動詞と名詞との聞にある。「ふえる」「ます」ものは直接数量に関
係あることばであるか，あるいはr数えられるもの」「はかれるもの」である。
「経つ」などの動詞に対臨するものは「時間関係」の名詞である。このことは，
特にこの「抽象的関係を意味する動詞の用法」において比較的くわしく取りあ
げているが，「人間の神活動を意味する動詞」でも当然あるはずのものであり，
今後そのような点をほりさげてゆくべきである。なお，動詞にNEGがつくと名
詞の性質に変化がおこることがある（1V－21）。この点も興味ある現象であろう。
類義・対義のぼあいに，名詞に共通する面も生じる（IV－29と1V－30）。
　このような意味上の呼応は時に動詞の転義によって失なわれたかに見えるこ
とがある。しかしこのようなばあいに少しくわしく考えてみると，動調の意味
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のある性質と，名詞の意味のある性質が一つ上のレベルである呼応をもってい
ることがわかる。その例はいくつか示してある（1V－14，1V－42など）が，今後
はこのような：メカ＝ズムを更にくわしく明らかにしてゆくべきであろう。
　一つの動詞のなかの意味の少しのずれと，それに対応する名謁の種類の差の
対応は，やはり多くの動詞に見られる。たとえば人間活動を意味する動詞で，
「聞く」のばあい，「を」の前が「講義」「はなしjr人のいうことjrニュース」
など言語関係の意味の名詞がくるばあいと1’生活状態」r道jr条件」などの名
詞がくるばあいとでは，動詞の意味に相違が生じている。この種のことは，他
の種の動詞にも当然おこるわけである。たとえば「含む」は人が主語のとき口
中に入れておくであり，物が含むとき内臓のことになるなど。これをこまかく
行なうのは，これらのしごとである。今の段階ではまとめ1（記述した。
　動詞が複合したぼあいの支配関係のうごきもまた観察しておく必要がある。
たとえば「台所から下女が茶をもってくる」のばあい，「茶を」は「もって」に
かかり，「台所から」のヂから」は「くる」がもつ支配力がしからレめるもので
あろう。このように複合したものの支配関係はそれぞれの支配力の複合と考え
られるが，それがどのような形をとるか，この研究ではあまり遽及していない。
これからのしごととして残っている。
　グループ1．の　「に関する」「について」賑に対して」などの，やや形式的なも
のについては，それが一つの複合した，全体で一つの単位として考えられ，扱
いうる，ということは，すでに述べてある通りであるが，ここにまたくりかえ
しておこう。
　以上で見渡しを終って，今後の問題について考えてみたいが，その第一が資
料をさらにふやして記述を次第に精密にしていくことであることはいうまでも
ない。
　この「抽象的関係を意味する動詞の用法」においては，現われた用例につい
てのみ考えたぼあい，むしろ他の「窃然現象を意味する動詞」や「人間の精神
活動を意味する動詞」の方に分類した方がよいものもあるように見受けられる。
’たとえぽf経つ」などのグループは，瞭然現象」のグループとぎわめて近い点
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が多く，槻ぐ」などのグループではほとんど人間の行為に限られている。この
ような動詞はほかにもあるので，これを再分類してみたらどうかということも
考えられよう。この研究は雰常に多くの利益と恩恵を紛類語藁表』から受け
ているが，この研究から，それとは別の分類が考えられそうである。
　そうしてそれについてはそのような部分的な修正でなく，もう少し別の原理
に立って全く別の見地から分類してみることも，考えられてよいだろう、。部分
的な修正はかえって全体像をゆがめることもありうるからである。別の原理に
立つとすると，この研究からは，動詞の格支配すなわちValenzを考えることに
なろう。すなわち動詞を中心とした全用語の分類ということになり，名詞や副
詞などは，動詞との関連において位麗づけられてもよいように思われる。いま
までに得られた結果を利用して，次にこれにとりかかってみたいと考えるので
ある。
　というのは，現在までの整理が主としてグラマチカル・ルールズの形であっ
たので，言語処理におけるディクショナリーが欠けている。言語処理にはそれ
に伴わしめなければならないからである。当然のことながら，この両巻は言語
処理のぼあいこまかいところまでよく照応していなければならない。そうして，
それがある程度できる位置まで現在きたのである。だから次のしごととすると，
この辞書づくりすなわち語彙の記述そのものが，筆者の言語処理の課題となっ
たのである。これを語彙記述の立場から見ると，現在までの作業はすべてその
準備作業ということになる。
　語彙の記述は，一方で行なっている用語調査の昌的そのものでもあるから，
この作業においては言語処理の研究と用語調査とがようやく完全に一体化する
ことになる。計算言語学を言語学の一つの立場とみる見方に立つならぽ，計算
書語学的な立場からの語彙の観察記述ということになるが，この記述は，従来
の圏語学の静態的立場からはなれて，言語の運用の面を重視する，動態的な，
ダイナミックな記述を用意することになろう。これは用語調査の霞的そのもの
にとっても不可欠な重要性をもつものである。
　このしごとのあとさらに名詞＋コピュラ文，形容詞形容動詞文などの述語の
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構造をしらべて，動詞をふくめこれらを総合して述語の構造について明らかに
するのも重要であり，データをふやして詳細な記述をするしごとも，これから
の問題として残されている。
　さらによりコンピュータ的な問題としては，これらの成果を利用して，文の
構造を解析するプログラムを具体的に作成してゆくことも重要である。そこで
それに関する見通しもここで述べて：おくとよいであろう。
　筆者はこの論文をも含めて動詞の三法について三編の論文を公けにしたこと
になるが，これらはいずれも一つの動詞についての多様なValenzを一一・一　asに記
述しようとしたもので，拗詞験こ渥を含む動詞句の購造」のレベルの考え方と
一一狽翌?ﾆしたものである。「助詞ilに均のような考え方では，文の生成あるい
は解析にあたって，コンテクスト・ブリヅ）二項のグラマチカル・ルールを使
用することになりがちであるが，現在の視点ではそれをさらに進めて，すべて
のValenzが一一度に扱いうるものとなる。ぞうすればコンテクxト・センシチ
ブなルールあるいは多項のルールを扱うのと同じ結果になる。方法としてはい
ろいろ考えられるが，たとえばWoodsの“transitio雌etwork　grammar”のよ
うなダイナミックな制法も使うことができよう。
　具体的なフローチャートをここに書くことはしても意味のないことであろう
から省略するが，手順のごくあらましを書いてみようと思う。
　（例文1）グルノーブルでは　雨が　降る
この文の解析はまず末尾の「降る！をとらえる。これらゼ自然現象を意味する
動詞の嗣法」で記述してあるとおり，哺．1や「雪」がヂが．！の前にくるという
グループにはいっている。あるいはその記述がその中にある。1グ・レノーブルで
は」は「で」格で，場所を示す。i…雨が」はオブリガトリーで，1グノレーブルで」
はオプショナルである。そこでそれぞれの格のレジスターにその内容を書きこ
めばよいのである。他の格のレジスタはここではふれないか，あるいははじめ
から無関係である。
　こみようにいわばCASEのフレームをあらかじめ用意し，解析をすすめなが
らそこに書きこんでゆくのである。
　　　　　　　　　　　　　　　一156一
　（例文2）定墨的と定性的ということばも科学でよく使われる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩波新書「科学の方法」から）
この解析にあたっては／使う」ということぽのフレームが使われることになる
が，受身になっているので1’れる」のとりはずしのことも考えなければならな
い。嘆う」は他動詞で人が主語である。これを，深層構造で
　　　　　　　　　　　　　　　使う
　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　（人が）　　　　ことばを
と書き表わすことにする。これはフランス，グルノーブルの機械翻訳研究所で
絹いてきたノーテーシgンを借りたものである（あまり忠実ではない）。（人が）
の格は削蹄語でよく省略する。この格は「使われる．」のような格になるともっ
とよく省略される。そこで
　　　　使う
（人が）　　　　ことばを
　　　　使われる
ことばが
のような変形（Fランスフォーメーション）を考えることにする、、ヂという．1で
1ことは：一1につな：がるr定量的と定性的」とは，1’ことば」にかかる，6pith6te
である。津｝学では」はオプショナルな要素で，上記のトランスフォーメーショ
ンに関与しない（実は｝……では」などが表現の、蓬二にでやすくなる）。すると，
褒層構造では
　　　　　　　　　　　使われる　　　　　　　　　／＼轡ご）
　　　　　　　ことばも　　　　　　　　　　科学では　　よく
　　　といっ
／×
定量的　と　定性的
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というトIV一構造（アルポレッサンス）が得られる。
　（例文3）これらも科学の方法を論ずる場合には一八考察しておくべきこと
　　　　　　ぽである。（同上）
　このばあいのアルポレッサンスは図に示すようになろう。
　そしてそのばあいの最も大きな問題点はド考察しておくべき」のかかり方の
ことであるが，これは生成文法の取り扱いのようにサブリメンタルな文ヂ（人が）
〔ことぽを〕考察する」というようなものを深層構造で考えるのが便利であろ
う。この動詞のValeRZは「ヒトガ　ナユカヲ」であり，それをあてはめるとド人
が　ことぽを　考察する」になるからである。この「考察する」が例文中では
「ことぽを」にかかってゆくことになっている。ここで生成文法では一つの
Deletionを行なうのであるが，別にたとえぽ連体修飾のジャンプアップ現象と
して説明することもできよう。ジャンプアップしたぼあい，もとの動詞句の「こ
とばを」の項は空位になる）。このばあいは1’　M格のジャンプアップであるが，
他の格のこともある。下の「人が科学の方法を論ずるぼあいには」の方では「論
これらも　　　　　　　　　　　　　　　ことば
（これらのことば）　　　　　／ノ
　　　　　　　　／　　　　　考察しておくべき
　　　　　　　！x／
　　　　　　！ノ！！
　　　　　！ノ　　　　　tr　　　（人が）　【ことばを】　一恋
　　　　　Ll　／　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　N．　／　 　 　x　　　　 　K、＿＿＿＿＿＿t＿＿＿＿＿＿＿ノ
　　　　　　　ジャンプアップ
ばあいには
　　　　論ずる
（人が）　　　　方法を
科学の
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ずる」のr人ガナニカヲ」というValenzはそのままのこっている。どんなばあ
いにどのようなジャンプアップが許され，あるいは許されないかは興味多い問
題である。動詞や形容詞の連体修飾をこのような立場から整理してみることは
必要なことであろう。これもこれからの問題として残されている。
　このような連体格がどこにかかるかをみるとき，いわばアンビギュイティを
解くときに，このような動詞のValenzとそのワードクラスについて事実をつ
きとめておくことが必要である。たとえば高然界に起っている，ほんとうは
複雑な現象を，人間の頭のなかで一一つ一一つに分析して，そのおのおのについて
調べたことが，そのまままた重なり合って，全体の現象の性質を示すかどうか
は分らない」（1』ﾈ学の方法」）というとき，聴然界におこっている」はどこに
かかるかというと，機械的にみると次にいくつか出てくる名詞のどれにもかか
りうる可能性がある。これを
　　　　　　　　　　　　　　　起こる
　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　現象が　　　　　　　自然界に
　　　　　　　　　　複雑な
の連体格のジャンプアップとみると歪確な処理が期待できる。すなわち生成文
法でいう補文中の表層では空位の主格（または他0）格）に連体修飾される名詞
を汚いて検定するのである。動詞のValeRZだけでなく，その先の名詞などの性
質，ワードクラスについても調べておく方がよい理由の一一一・Dである。
　連体格のもう一一つに1名詞E＋の÷名詞、」の形があるが，このようなぼあいに
も概念聞の関係を明らかにすることが必要である。今かりに一つの案として名
詞1のさすものをA，名詞2のさすものをBとすると，
　　　ADB
　　　A⊂B（ふつうAの前に形容詞がつく）
　　　A・B（同格）
　　　AlB
　　　　　　　　　　　　　　　－leqq一
のように分けることもできる。A≠Bのなかには，　Bが動作性のもの（コン
ピュータの利用，原則の適用など）とそうでないもの（自然科学の分野，共岡
利馬の方法）とにまず区別できよう。そうでないものは更にくわしく分析すべ
きであるが，別の機会にゆずることにする。すなわち将来の課題である。もっ
ともA⊂Bの型については，すでにいくつかの論文で述べたことがある。
　このほかに接続助詞などで結ばれるものの問題がある（南不二男氏の研究が
ある）。これも大きな問題でたとえばrて」一つとってもなかなか複雑である。
これもこれからの課題である。副詞と動詞など，連用修飾もとりあげるべきで
ある。文章の関係からみたValenzなども明らかになるとよい（林四郎氏が研究
されている）。
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